
SUAC
2 0 2 6
大 学 案 内

文化政策学部・デザイン学部　大学院／文化政策研究科・デザイン研究科

SHIZUOKA UNIVERSITY OF ART AND CULTURE



出 会 う

感 じ る

創 造 す る
期待を胸に全国から集う学生。

背中を押し、導いてくれる先生。

出会うたび、自分の中に新しい何かが生まれる。

そしてそれは波紋のように広がり、共鳴し、

静岡文化芸術大学にしかない

“学び”に変わっていく。

そうだ。きっとこの胸の高鳴りは、

世界が広がっていく音だ。

ほら、世界がひろがる、音がする―
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※学生、卒業生の情報は取材時（2024年度）のものです。
※学部教員は2025年度の在籍者を掲載しています。
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横山俊夫静岡文化芸術大学  学長

文化とデザインの力こそ

これからは、文化とデザインの時代です。

20世紀には、科学や技術がさまざまな分野で発達し、それぞれに大きな力を人類にもたらしました。

しかし全体として、人間社会を美しく輝かせたでしょうか。 遠近の環境にも、次世代の人たちにも

ツケをまわすことのない、日々感動にみちた社会 ―― じつは、そのような理想に近づくのは、

これから先のことなのです。

この大きな課題は、地域でも、地球規模でも、さまざまなかたちで膨らんでいます。

それらに前向きにとり組める人とは、文化の力、デザインの力への豊かな感性を持ち、

それらの力を有効に働かせる知性と技能を、現場で発揮できる人です。

静岡文化芸術大学は、このような人を育てたいと、25年前、

今世紀の幕がまもなく開こうとする時に開学しました。

しだいに諸外国にも知られ、才能ある人たちが遠近からつどい、対話を重ねつつ学んでいます ――

そう、数々の創造者を生み出した稀有の地、浜松の歴史と風土に思いをめぐらせつつ。

皆さん、まずはこの一冊をご覧ください。
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私たち
［公立］静岡文化芸術大学は、
こんな大学です。

大学名から「文化と芸術」に特化した「芸大」をイメージされ

たとしたら、実際は違います。いわゆる音楽家や画家を育てる

大学ではありません。文化や芸術の学びを活かして、社会やビ

ジネス領域での課題解決のための企画ができ、それを実現

できる人を育てる大学です。この考えのもと、芸術と文化を

社会に活かすマネジメントに比重を置くのが「文化政策学

部」、デザインに比重を置くのが「デザイン学部」です。静岡

文化芸術大学が教育を進める上で、重きを置いているのが

「知」と「実践」です。課題と向き合い、問いを立てる「知」の力

と、リアルな現場の中で課題解決していく「実践」の力。これ

らを学びの両輪とし、自らを鍛えた多くの卒業生がここから巣

立ち、国内外に活躍の場を広げています。

豊かな人間性と的確な時代認識や社会認識を持ち、
国際社会の様々な分野で活躍できる人材を養成する。

地域、国際、世代が教育研究の場で
幅広く融合する「開かれた大学」として地域社会や
国際社会の発展に貢献する。

私たちはこのような大学を目指します

実務型の人材を養成する大学

社会に貢献する大学



知と実践の

巻
頭
特
集

共鳴
出会う　感じる　創造する

この言葉が示すように

静岡文化芸術大学では、

学生それぞれの

「知」と「実践」が共鳴しあい、

新たな可能性が広がっています。

P006フェアトレード×商品開発

浜松×インクルーシブ社会

デザインの力×中心市街地活性化
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異文化教育×社員を支える人事

イベント運営×地域福祉

舞台制作×伝統芸能振興

機能美×プロダクトデザイン

思考のデザイン×UX設計

空間設計×未来の暮らし
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最新トピックスはこちら

公正な取引と持続可能な未来を、学生の手で広げる。

ひとりひとりの多様性を認め合う、インクルーシブな学び。

学生たちのアイデアが、
浜松のまちなかに新たなにぎわいを生み出す。



フェアトレードの理念を学び、
社会に届ける

学生団体「りとるあーす」

「りとるあーす」による「カスから生ま

れるプロジェクト」が令和6年度気候

変動アクション環境大臣表彰の普及・

促進部門 緩和・適応分野で「気候

変動アクション大賞」を受賞しました。

PICK UP SUAC
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公正な取引と持続可能な未来を、学生の手で広げる。

知と実践の

共鳴巻頭特集

武田 淳
文化政策学部
国際文化学科 准教授 関 あかり

デザイン学部
デザイン学科 2年
愛知県立木曽川高等学校出身

栗山 はなこ
文化政策学部
国際文化学科 1年
静岡県立吉原高等学校出身
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フェアトレードの考え方を、
より広い社会へ

フェアトレード
　　　　　商品開発

学生団体「りとるあーす」は、フェアトレードの

啓発と推進を目的に2011年に発足しました。

フェアトレードとは、立場の弱い小規模生産者の

自立と生活改善、地域発展を目指し、公正な価格

で取引を行う仕組みです。

静岡文化芸術大学がフェアトレード大学に認定

されたこともあり、団体の活動はますます活発に

なっています。2025年度部長の栗山はなこさんは

「ここならフェアトレードの商品開発に携われるし、

地域の人とも関われると思って入学しました。

りとるあーすに入ることも決めていたんです」と

話します。

団体では、企業や地域団体と連携して商品開発

を行い、たとえばコーヒー豆の果皮を再利用した

「カスカラティー」は、環境省の「気候変動アクショ

ン大賞」を受賞するなど高い評価を得ました。

2024年度部長の関あかりさんは「昨年はタオル

メーカーとコラボしました。原料のコットンはピンク

の湖が有名なセネガル産。刺繍の波模様と船の

モチーフに、遠く離れていてもつながっていると

いう想いを込めました。商品化できたことがとても

嬉しかったです」と振り返ります。

りとるあーす顧問の武田准教授は、「これまでは

発展途上国支援という印象が強かったですが、

実際は多様な分野でアンフェアをなくす動きが

進んでいます。日本のお茶農家や映画・出版業界

など、国内にも目を向けるべき課題があります。

社会に必要なものを補う手段として、フェア

トレードが活用されているんです」と語ります。

りとるあーすの学生たちは、フェアトレードを「支援

活動」ではなく「社会の構造を変えるアクション」

と捉えています。経済の仕組みや倫理的消費に

ついて学びながら、自ら商品開発やイベントを

通じてフェアトレードを広めています。活動を重ね

る中で、「フェアであること」を自分事として考え、

社会に発信していく力を身につけています。

次世代へとバトンをつなぎながら、りとるあーす

はこれからも「フェアが当たり前の社会」を目指

して歩み続けていきます。
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鈴木 美優さん

文化政策学部
国際文化学科3年

鈴木 美優さん

文化政策学部
国際文化学科3年

中川 晃
デザイン学部
デザイン学科 准教授

02
廣濵 波貴
文化政策学部
国際文化学科 4年
静岡県立浜松湖南高等学校出身

「お互いを知ること」から、
すべてが動き出す。

Challenge to inclusive
in 浜松 2024

スタッフTシャツは役割ごとに色を分

け、外国籍の方が多い地域に合わせて

ポスターは6か国語対応に。何度も検

討を重ね、細部までこだわりぬいてイ

ベントを形にしました。

PICK UP SUAC

ひとりひとりの多様性を認め合う、インクルーシブな学び。

年齢、性別、障害、国籍などの違いを越え、

誰もが尊重される社会。それが理想とわかって

いても、背景が異なる相手と接する機会がな

ければ、理解は深まりにくいものです。そうし

た課題に対して、デザイン学科の中川准教授

は「まずは交流の場をつくることから」と考えました。

その思いに共感した周辺の自治体や教育委員会、

企業、スポーツ・福祉団体が協力し、学生たち

とともに「Challenge to inclusive in 浜松2024」が

開催されました。参加した学生は48名。インク

ルーシブの視点を大切にしながら、さまざまな準

備に励みました。

イベントで学生たちは、地域連携演習の一環と

して、企画立案から広報物の制作、当日の来場者

サポートまでを担当。多様な人々が集う場を

自らの手でつくり上げ、実践的な学びを深めました。

イベント当日は、約2,300名の来場者が訪れ、

ステージやブース、ワークショップなどで交流を

深めました。学生たちは運営スタッフとしてイベ

ントを支え、来場者や参加者の声に耳を傾けま

した。

「私は会場内でインタビューを担当しました。

準備を進める学生や参加企業、来場した高校生の

声を聞く中で、インクルーシブな社会づくりに

向けた多くの想いに触れることができました」と

松本さんは語ります。

イベントのハイライトは、会場全体でのダンス

セッションです。障害のある方、子ども、高齢者、

外国籍の方など、すべての人が笑顔で体を動かし、

一体感と高揚感に包まれた瞬間でした。「あの時間

こそが、まさにインクルーシブな社会の姿だった

と思います」と廣濵さんも話してくれました。

多様な背景を持つ人々がともに学び、体験し、

理解し合う。そうした場の積み重ねこそが、共生

社会の礎になっていくことを、学生たちはこの

経験を通して実感しました。

実践から学んだ、
インクルーシブ社会の姿。

浜松　　
インクルーシブ社会

松本 翠里
デザイン学部
デザイン学科 2年
兵庫県立豊岡高等学校出身



SUAC_008

知と実践の

共鳴巻頭特集
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酒向 悠斗
デザイン学部
デザイン学科 3年
三重県立川越高等学校出身

小﨑 凪紗
デザイン学部
デザイン学科 3年
静岡県立掛川西高等学校出身

鈴木  祐佳
デザイン学部
デザイン学科 3年
愛知県立岡崎北高等学校出身

「まちなか文化祭」、
学生たちの挑戦が街を彩る。

「肴町おさかなびとジャック」
開催

スピンアウトイベント第二弾としてデザイ

ン学科教員研究室と学生有志によるイベ

ントを浜松まちなか肴町エリアで開催し

ました。イベントを通じて地域との接点

を創出。アイデアをかたちにする実践に

より、学びの輪を広げています。

PICK UP SUAC

「まちなか文化祭」での出展の様子

学生たちのアイデアが、浜松のまちなかに新たなにぎわいを生み出す。

浜松市の中心市街地には、多くの空きビルや活用

されていない空間が点在しています。都市空間

の空洞化が進む一方で、それらの空間を「可能性

の場」として捉え、新たなにぎわいを生み出す

取り組みが各所で始まっています。

静岡文化芸術大学の授業「スペースインタラク

ション演習」では、浜松のまちなかを題材に、

学生たちが空間活用の提案を行いました。授業内

でのプレゼンテーションを経て、有志の学生たち

がチームを組み、実現に向けたプロジェクトを

始動。そのひとつが浜松市主催の「まちなか文

化祭」への出展です。浜松まちなかにぎわい協議

会の協力のもと、一定期間ビルを借用し、肴町商

店街を中心にシャッターアートやスタンプラリー

など多彩なイベントを実施しました。

「まちなか文化祭」は、単なるイベントにとどま

らず、まち全体の魅力を再発見し、継続的なにぎ

わいにつなげる取り組みとして展開されました。

学生たちは、地域の方々との対話を通じてまち

の課題を発見、デザインを通じた解決策を模索

し、演習の中では、肴町商店街の活性化に加え、

まちなかに点在する空き地を活用し、歩きたく

なるような回遊ルートの提案も行いました。この

活動を発展させ、学生の有志たちは続けて肴町で

のイベントを企画しました。「私はキャラクター制作

を担当しましたが、メンバーそれぞれが得意分野

で力を発揮しながら、一つの形にしていくのが楽し

かったです。地域との交流を通じて、現地調査の

重要性を学び、肴町への愛着が深まりました」

と小﨑さんは語ります。

学生たちは、地域の方々との対話を重ねながら、

まちに新しい彩りを加える取り組みを形にして

いきました。自身のアイデアをかたちにし、実際の

まちなかでプロジェクトを動かした経験は、学生

たちにとって大きな自信となっています。

こうしたプロジェクトを通じて養われた「まちの声

を聴く力」や「仲間と協力しながら課題解決に

挑む姿勢」は、今後の学びや成長の原動力となり、

地域社会とのつながりをより深めていくことでしょう。

まちなかを歩きたくなる。
新しい発見を生み出すデザイン。

デザインの力
中心市街地活性化
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社会と共鳴する  

卒業生
VOICE

ペルノ・リカール・
ジャパン株式会社
 人事総務部

文化政策学部 国際文化学科卒業
チェリク 愛 さん

静岡市役所
障害福祉企画課 

文化政策学部 文化政策学科卒業
大石 茉由  さん

独立行政法人
日本芸術文化振興会
 国立劇場制作部 宣伝課

文化政策学部 芸術文化学科卒業
日下 怜子  さん

株式会社マキタ
開発技術企画部 デザイン課

デザイン学部 デザイン学科卒業
鈴木 航  さん

チームラボ
カタリストチーム

デザイン学部 デザイン学科卒業
飯田 春佳  さん

三菱地所レジデンス
株式会社
クオリティ業務部 
商品開発・企画グループ

デザイン学部 デザイン学科卒業
佐藤 弥生  さん

それぞれの思いを胸に、自分の道を進んでいる卒業生たち。

どのような「知」と「実践」を重ねてきたのか、そして今、どんな力を発揮しているのか。

先輩たちの「過去」と「今」を知ることが、あなたの「未来」につながっていく…。

自分が成長していくチャンスを見つける、道しるべにしてください。

（旧姓：渡邊）
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大学時代、私は「学生」という肩書きを最大限に活かし、模擬国連やトルコ

でのデザインワークショップ、訪中団、台湾語学研修など多種多様な活動

に挑戦しました。特に力を入れたのは、留学生支援サークルの立ち上げで

す。トルコからの留学生の困りごとをきっかけに、異文化交流と支援の場

を作りたいと考えました。交流を通じて互いに文化を学び合い、帰国する

際に感謝されたことで、やりがいを感じました。

卒業後は輸送機器メーカーの人事総務部で勤務し、結婚を機に国立大学

の国際事務、そして現在の職場へとキャリアを積んできました。今の会社

では幅広い業務を担当し、学生時代のように新しいことに挑戦しながら

学び続ける姿勢を大切にしています。

SUACは先生との距離が近く、学内外に多くのチャンスがあります。自分から

一歩を踏み出し、積極的に経験を重ねていくことで、未来の可能性を広げる

ことができる環境です。

チェリク 愛さん （旧姓：渡邊）文化政策学部 国際文化学科 2019年度卒業
ペルノ・リカール・ジャパン株式会社 人事総務部
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知と実践の

共鳴巻頭特集

在学中は碧風祭の実行委員として活動し、イベント運営の難しさとやりがい

を学びました。備品発注や業者との調整、出展団体との交渉など、多くの

人と関わる中で、相手の要望を聞きつつ最善策を探る力が身についたと

感じます。碧風祭を終えた後、来場者や出展者から「ありがとう」と声を

かけられたときの達成感は、今でも心に残っています。

現在は静岡市役所の障害福祉企画課で、障がいのある方が自分の望む地域

で暮らせるよう支援する仕事をしています。学生時代にさまざまな学問に

触れ、新しい分野を学ぶ楽しさを知ったことが、異動後の新しい業務にも

前向きに取り組む原動力になっています。

SUACは一つの学科で幅広い分野を学ぶことができる大学です。私自身、

未知の分野にも積極的に挑戦したことで、新しい視点を得ることができました。

大学時代にしかできない経験を大切にしながら、たくさんの出会いを楽しん

でください。

イベント運営 地域福祉

大石 茉由さん 文化政策学部 文化政策学科 2018年度卒業

静岡市役所 障害福祉企画課 
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異文化教育 社員を支える人事01



社会と共鳴する 卒業生VO I C E

高校時代に人形浄瑠璃の上演を経験し、舞台芸術の奥深さに惹かれ

ました。SUACでは、文化政策やアートマネジメントといった芸術を支える

視点から、演劇史や演劇文化論など舞台芸術そのものまで、多角的に

学びました。また、劇団で役者をしたり、サークルで音響や照明の裏方を

務めたり、薪能公演の企画運営やコンテンポラリーダンスの制作など、

多様な角度から舞台に関わる経験を重ねました。

現在は、国立劇場制作部で主に文楽公演の宣伝を担当しています。公演

チラシやポスターの作成、取材対応、報道配布用舞台写真の選定、公式

SNS更新などを通じて、伝統芸能の魅力を多くの方に届ける仕事です。

SUACで学んだ「準備の大切さ」は、今の仕事に直結しています。舞台

制作には多くの人が関わり、それぞれが役割を果たすことで成功につな

がる。どのような準備をすれば円滑に進められるかを常に考える習慣は、

在学中の経験から培われたものです。今後も、多くの方に伝統芸能の

魅力を伝え、劇場に足を運んでもらえるよう尽力していきます。

日下 怜子さん 文化政策学部 芸術文化学科 2019年度卒業

独立行政法人日本芸術文化振興会 国立劇場制作部 宣伝課

03

機能美を追求し、道具としての価値を最大限に高める。私は現在、株式会社

マキタで電動工具や清掃道具のデザインを担当しています。世界中で使わ

れる製品だからこそ、ユーザーの使用環境やニーズを細かく分析し、最適

な形状や素材を選定。デザインの力で「使いやすさ」と「美しさ」を両立

することを常に意識しています。SUACでは「なぜその形なのか？」を徹底

的に考える機会に恵まれました。特に印象に残っているのは、3年次のプロ

ダクトデザイン演習。自ら課題を設定し、リサーチ・コンセプト立案・ビジュ

アル化・プレゼンテーションまでを一貫して行う経験を通じて、デザインの

本質に向き合いました。また、高山教授の指導のもと、「誰のためのデザイン

なのか？」を徹底的に考える習慣が身につきました。大学には仲間と切磋琢磨

できる環境があり、演習室ではいつでも誰かが制作に没頭していました。

デザインを学ぶ上で、刺激し合える仲間の存在はとても大きかったです。

「たまらなくカッコいい」と思えるプロダクトを生み出すことが今の目標です。

SUACには、それを実現するための学びと出会いが詰まっています。

鈴木 航さん デザイン学部 デザイン学科 2010年度卒業

株式会社マキタ 開発技術企画部 デザイン課
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舞台制作 伝統芸能振興

機能美 プロダクトデザイン



知と実践の

共鳴

「デザインを学んだからといって、デザイナーになる必要はない」。この

考え方に気づいたのは、大学時代に先生方との対話を重ねたことがきっかけ

でした。私は、何かを “つくる” よりも、その過程での思考や仕組みを

デザインすることに興味があると気づきました。その経験を経て、現在は

チームラボで「カタリスト」という職種に就いています。カタリストは、

クライアントと共にどんなサービスをつくるのかを考え、エンジニアや

デザイナーとチームを組み、最終的に自分が意思決定を行う役割です。

デザインの視点を持ちつつ、サービス全体の設計に関わる仕事は、私に

とって非常に面白いものです。大学時代に培った「思考を整理し、論理的

に伝える力」は、今の仕事に大きく活かされています。特に、指導のもと

で学んだ「情報の強弱をつけ、ノイズをなくすデザイン」は、資料作成や

プレゼンの場面で役立っています。SUACは、デザインを多角的に学び、

視野を広げるのに最適な環境です。デザインの道に進むにせよ、別の

道を選ぶにせよ、思考を鍛える経験は必ず将来につながると思います。

飯田 春佳さん デザイン学部 デザイン学科 2018年度卒業

チームラボ カタリストチーム

05

「ものづくりに関わる仕事がしたい」という思いから建築を学び、現在は

マンション開発のプロジェクトに携わっています。入社1～2年目は土地の購

入後、マンションの企画・設計・施工までの管理を担当し、3年目以降は

専有部（キッチン・洗面・収納など）の開発に従事。顧客アンケートや市

場のトレンドを分析しながら、より快適な住まいを実現するための標準仕

様を企画・提案しています。大学時代、特に印象に残っているのは地域と

連携したプロジェクトです。袋井市の防潮堤を活用した地域活性ワーク

ショップに参加し、地元の方 と々意見を交わしながら、地域に根ざした空間

の在り方を考えました。その経験を見ていた先生から「ディベロッパーの

仕事が向いているのでは」と助言をいただき、それがきっかけで今の仕事

に進む大きな要因になりました。住まいを形づくるには、設計者やゼネコン

など多くの関係者との連携が必要です。大学時代に学んだプレゼンテー

ション力や調整力が、今の仕事にも活かされています。自分の学びを社会

でどう活かすか、その可能性を広げることができるのがSUACの魅力です。

佐藤 弥生さん デザイン学部 デザイン学科 2017年度卒業

三菱地所レジデンス株式会社 クオリティ業務部 商品開発・企画グループ
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思考のデザイン UX設計

空間設計 未来の暮らし
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学びのフィールド



SUAC_014

文化の多様性を理解し、グローバル社会の課題に取り組むことができる人材を養成します。

国 際 文 化 学 科

社会科学の知識や調査手法で課題解決のための政策や経営戦略を立案・実行・評価できる人材を養成します。

文 化 政 策 学 科

芸術やアートマネジメントの知識から、創造性を活かして文化振興や地域活性化に貢献できる人材を養成します。

芸術文化の振興や新たな地域政策を創造できる高度な専門家を育成します。

デザインプロフェッショナルに必要な専門知識と応用能力を高め、社会の要請に応える人材を育成します。

芸 術 文 化 学 科

文化政策学部

デザイン学部

大学院

P021

P015

P027

P033

P065文化政策研究科

デザインによる新しい文化・人間社会の創造を通じて、地域社会の発展や文化の向上に貢献し、
国際的に活躍できる人材を育成します。

デ ザ イン 学 科 P045

P067デザイン研究科

定員 100 名

定員 55 名

定員 55 名

定員 110 名

定員 10 名

定員 10 名

アドミッションポリシー
（入学者受け入れの方針）

SUACカリキュラムの特長
複雑な社会課題に向き合う力をつける体系的な学びへ

知と実践の共鳴



SUAC_015

SUACで学ぶ4年間

   

   

    

SUACカリキュラムの特長

●キャリア形成

●教 養

●必修外国語

●スポーツ活動

●総  合

全学科目

●学部科目
●学科基礎

●デザイン必修
●デザイン選択

●デザイン選択
   （専門理論／専門演習）
●総合演習

●専門科目

文化政策学部

デザイン学部

学部科目

究
研
業
卒

作
制
・
究
研
業
卒

カリキュラム一覧はP088へ

人間的素養・基礎力の養成 専門領域へのアプローチ 専門能力の確立

学部間共通科目

4つのポイント

SUAC_017

SUACで学ぶ4年間

社会課題が分野を越えて混ざり合い、人々の価値観や仕組みが激しく変化する時代。

より柔軟に、より多角的に対応できる人材を育成するために「知と実践の力」を高める

新カリキュラムがスタート。学部・学科の枠を越えて、他分野も横断的に学ぶことで、専門だけでなく、

複合的な視点を身につけ、将来の活躍の場を広げます。

新カリキュラムの詳細は
公式Webサイトへ

1   全学科目／キャリア教育の充実と必修外国語の多様化

2   学部間共通科目／視野を広げる学際的な学び

3   文化政策学部／学科を越えた多様な学びを実現

4   デザイン学部／3 つの系をベースにした横断的な学び

新カリキュラム知と実践の力
複雑な社会課題に向き合う力をつける体系的な学びへ

複雑な社会課題に向き合う
力をつける体系的な学びへ

SUAC2025

●キャリア形成

●教 養

●必修外国語

●総 合

●スポーツ活動

全学科目

●学部科目
●学科基礎

●デザイン必修
●デザイン選択

）習演礎基／論理礎基（   

●デザイン選択
   （専門理論／専門演習）
●総合演習

●専門科目

文化政策学部

デザイン学部

学部科目

究
研
業
卒

作
制
・
究
研
業
卒

カリキュラム一覧はp090へ

人間的素養・基礎力の養成 専門領域へのアプローチ 専門能力の確立

SUAC2025
新カリキュラム

1 3

4

学部間共通科目2

4つのポイント

1 3

4

2

カリキュラム

1POINT

POINT

POINT

POINT

全学科目

2 学部間共通科目

3   文化政策学部
4

POINT4

デザイン学部

／キャリア形成に関する科目と多様な必修外国語を中心に学びの基礎力を高める

／学部を越えた学際的授業で学びの視野を広げる

／所属学科の学びに加えて３学科横断プログラムが受講できる

／１つの学科でデザインの分野を横断しながら専門性を高める

社会課題が分野を越えて混ざり合い、人 の々価値観や仕組みが激しく変化する時代。

より柔軟に、より多角的に対応できる人材を育成するために「知」と「実践」の力を高めるカリキュラムが用意されています。

学部・学科の枠を越えて、他分野も横断的に学ぶことで、専門だけでなく、複合的な視点を身につけ、将来の活躍の場を広げます。

（基礎理論／基礎演習）



SUAC_018

SUAC2025
新カリキュラム

「情報・データサイエンス」「キャリアデザイン」に関する科目群を新たに設置。
これまでの「導入」「実践演習」とともに、 1 年次から開講することにより、卒業後のキャリアを見据えた学びを展開します。

キャリア形成 本学ならではの体験科目と専門教育につながる
リテラシー科目で学びの基礎を身につけます。

学びの基礎と感性を養う

文化政策学部・デザイン学部
「教養と感性」「知識と能力」を身につける

全学科目／キャリア教育の充実と必修外国語の多様化

1

必修外国語として8か国語から選択が可能に。多様な言語学習のニーズに対応します。

必修外国語 国際社会で力を発揮するための実践的な
語学能力と幅広い文化的知識を身につけます。

自らのキャリアを構想する

   キャリアデザイン
社会の現状や仕事や働き方について学び、自分の良さを将来の進路に結
びつけていく能力の重要性について理解し、自分自身の生き方をデザイ
ンするための知識やスキルを身につけます。社会で活躍するプロフェッ
ショナルを招いた講座や、企業から提示される課題に対してチームで取
り組む演習を通して、社会で働くことのイメージを具体化させます。

●「キャリアデザイン概論」／開講年次:1年次後期 
●「キャリアデザイン講座」／開講年次:2年次前期 
●「キャリアデザイン演習」／開講年次:2年次後期

情報社会のスキルを身につける

   情報・データサイエンス
PCをはじめとするICT機器を正しく活用し、その技術を利用してさ
まざまな情報を収集・分析、適切に判断する能力、AIやデータサイエ
ンスの知見や活用能力を身につけます。さらに、画像の図形描画や
処理方法の基礎的なスキルについても学びます。

●「ICTスキル基礎」／開講年次:1年次前期 
●「デジタル表現基礎」／開講年次:1年次
●「データサイエンス入門」／開講年次:1年次後期

地域社会とつながる

   実践演習
実社会の課題を見つけ、体験を通して理解を深め、解決する方法を
学ぶ演習科目。社会で実践的に活躍するために知識や技術、行動力
を養います。学生たちは学部・学科の枠を越えて、実践的な学びに取
り組みます。

●「企画立案演習」／開講年次:1年次 
●「地域連携演習」／開講年次:1年次 
●「自主課題演習」／開講年次:2年次

英語

中国語

フランス語

ポルトガル語

韓国語

インドネシア語

イタリア語

ドイツ語

   導入
●「文化芸術体験演習」  開講年次／1年次前期
少人数編成で行う演習科目。プロフェッショナルの講師を招き、日本の
伝統文化や芸術表現の実技体験を通して、文化や芸術への接し方や表
現力について学びます。
○演習内容（令和6年度）／落語、狂言、写真、茶道

●「学芸の基礎」  開講年次／1年次前期 
学びの基礎として必要なリテラシー（読み・書き・情報活用能力）を身
につけ、レポート・論文作成の基礎知識や、プレゼンテーションの技法
等、社会で役立つ実践的スキルを磨きます。

SUAC_016

「情報・データサイエンス」「キャリアデザイン」に関する科目群を新たに設置。
「導入」「実践演習」とともに、 1 年次から開講することにより、卒業後のキャリアを見据えた学びを展開します。

キャリア形成

学びの基礎と感性を養う

「教養と感性」「知識と能力」を身につける

全学科目

必修外国語として8か国語から選択が可能。多様な言語学習のニーズに対応します。

必修外国語 国際社会で力を発揮するための実践的な
語学能力と幅広い文化的知識を身につけます。

自らのキャリアを構想する

   

●「キャリアデザイン概論」／開講年次：1年次後期 
●「キャリアデザイン講座」／開講年次：2年次前期 
●「キャリアデザイン演習」／開講年次：2年次後期

情報社会のスキルを身につける

   

●「ICTスキル基礎」／開講年次：1年次前期 
●「デジタル表現基礎」／開講年次：1年次
●「データサイエンス入門」／開講年次：1年次後期

地域社会とつながる

   

●「企画立案演習」／開講年次：1年次 
●「地域連携演習A・B」／開講年次：1年次 
●「自主課題演習」／開講年次：2年次

英語

中国語

フランス語

ポルトガル語

韓国語

インドネシア語

イタリア語

ドイツ語

   導入
●「文化芸術体験演習」  開講年次／1年次前期

○演習内容（令和 6年度）／落語、狂言、写真、茶道

●「学芸の基礎」  開講年次／1年次前期  

P
O

IN
T 1 文化政策学部・デザイン学部

本学ならではの体験科目と専門教育につながる
リテラシー科目で学びの基礎を身につけます。

社会の現状や仕事や働き方について学び、自分の良さを将来の進路に結
びつけていく能力の重要性について理解し、自分自身の生き方をデザイン
するための知識やスキルを身につけます。社会で活躍するプロフェッショ
ナルを招いた講座や、企業から提示される課題に対してチームで取り組
む演習を通して、社会で働くことのイメージを具体化させます。

実社会の課題を見つけ、体験を通して理解を深め、解決する方法を学
ぶ演習科目。社会で実践的に活躍するための知識や技術、行動力を
養います。学生たちは学部・学科の枠を越えて、実践的な学びに取り
組みます。

キャリアデザイン

実践演習

情報・データサイエンス
PCをはじめとするICT機器の正しい活用法について学び、その技術を
利用してさまざまな情報を収集・分析し、適切に判断する能力やAI・
データサイエンスの知見およびその活用能力を身につけます。さらに、
画像の図形描画や処理方法の基礎的なスキルについても学びます。

学びの基礎として必要なリテラシー（読み・書き・情報活用能力）を
身につけ、レポート・論文作成の基礎知識や、プレゼンテーションの
技法等、社会で役立つ実践的スキルを磨きます。

少人数編成で行う演習科目。プロフェッショナルの講師を招き、日本の
伝統文化や芸術表現の実技体験を通して、文化や芸術への接し方や表
現力について学びます。



SUAC_017

学部の枠を越えた学際的な授業で、学生の視野を広げる「学部間共通科目」を新設。文化政策学部の学生はデザイン学部の
専門科目を、デザイン学部の学生は文化政策学部の専門科目を、所属学部の専門科目として履修することができます。

所属する学科での
専門的な学び

他学科科目を中心に
構成されるプログラム

プラス

さらに

● デザイン概論　　  　     ● 現代デザイン論　　
● 生体機能論　　    　     ● 世界建築史　　
● ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論　　
● メディア産業論　　        ● グラフィックデザイン概論　　
● 都市デザイン論 ※1         ● デザインとマーケティング ※1　　
● デザイン思考 ※2　　     ● 空間演出総合計画 ※2

文化政策学部で受けられるデザイン学部提供の科目 デザイン学部で受けられる文化政策学部提供の科目

社会の複合的な課題に、学部を横断して取り組む

学部間共通科目

文化政策学部
専門分野を横断し、社会の複合的な課題に文化政策で取り組む

文化政策学部

所属学科の専門領域に加えて、さらに学びを広げる学科横断型プログラム。
テーマに沿ってまとめられた他学科の体系的な科目群を履修し、物事を総合的・学際的に捉える視点を養います。

３学科横断コース

文明史の観点から観光を捉え、持続しうる観光産業と多様な芸術・文化を融合できる人の養成を目指します。
自身の興味関心に合わせた履修を可能とし、多様で柔軟な学びを実現します。

※1  文化政策学科を対象に開講　　　※2  芸術文化学科を対象に開講

● 視覚芸術論
● 広報・広告論
● マーケティング論 
● 劇場芸術論
● 都市経営論

● 産業遺産と産業史
● 経営学
● ルネサンス文化史
● メディア文化論
● 美術史（西洋）Ⅰ・Ⅱ  

● 美術史
（日本・東洋）Ⅰ・Ⅱ

● 経営戦略論
● 地域ビジネス論
● 文化と芸術D

詳しくはP019

文化政策学部・デザイン学部

SUAC_019

SUAC2025
新カリキュラム

SUAC2025
新カリキュラム

学部の枠を越えた学際的な授業で、学生の視野を広げる「学部間共通科目」を新設。文化政策学部の学生はデザイン学部の
専門科目を、デザイン学部の学生は文化政策学部の専門科目を、所属学部の専門科目として履修することが可能です。

所属する学科での
専門的な学び

他学科科目を中心に
構成されるプログラム

プラス

さらに

3学科横断型プログラム

● デザイン概論　　  　     ● 現代デザイン論　　
● 生体機能論　　    　     ● 世界建築史　　
● ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論　　
● メディア産業論　　        ● グラフィックデザイン概論　　
● 都市デザイン論 ※1         ● デザインとマーケティング ※1　　
● デザイン思考 ※2　　     ● 空間演出総合計画 ※2

文化政策学部で受けられるデザイン学部提供の科目 デザイン学部で受けられる文化政策学部提供の科目

文化政策学部・デザイン学部
社会の複合的な課題に、学部を横断して取り組む

学部間共通科目／視野を広げる学際的な学び

2

文化政策学部
専門分野を横断し、社会の複合的な課題に文化政策で取り組む

文化政策学部／学科を越えた多様な学びを実現

3

所属学科での専門的な知識に加えて、さらに学びを広げる学科横断型プログラム。
テーマに沿ってまとめられた他学科の体系的な科目群を履修し、物事を総合的・学際的に捉える視点を養います。

オプショナル・スタディーズ

コースの科目構成を刷新

文明観光学の学際的な特徴を鑑み、コースの科目ラインナップを大幅に拡充。
自身の興味関心に合わせた履修を可能とし、多様で柔軟な学びを実現します。

文明観光学コース

※1  文化政策学科を対象に開講　　　※2  芸術文化学科を対象に開講

● 視覚芸術論
● 広報・広告論
● マーケティング論 
● 劇場芸術論
● 都市経営論

● 産業遺産と産業史
● 経営学
● ルネサンス文化史
● メディア文化論
● 美術史（西洋）Ⅰ・Ⅱ  

● 美術史（日本・東洋）Ⅰ・Ⅱ
● 経営戦略論
● 地域ビジネス論
● 文化と芸術D

詳しくはp043

オプショナル・スタディーズ

文明観光学コース
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び
学
な
的
断
横

  幅広いデザイン知識と
  技術の修得

  希望と適性を踏まえた
  方向性の選択

  3つの系を横断する学び   多様な活躍の場

基礎教育から進路までのイメージ

１年次前期～ １年次後期～２年次前期 ２年次後期～３年次 ４年次 卒業後

デザイン学部
より自由度を高く、社会の複合的な課題にデザインで取り組む

デザイン学部  

詳しくはP043

総合的な
デザイン
基礎の学び
必修科目・選択科目
（基礎理論／基礎演習） び

学
な
的
門
専

び
学
な
的
断
横

び
学
な
的
断
横

匠・プロダクト系
　 ●プロダクトデザイン
　 ●工芸・造形デザイン

メディア系
　 ●グラフィック・コミュニケーション
　 ●映像・メディアコンテンツ

建築・環境系
　 ●建築
　 ●インテリア・空間デザイン

社会の中でのデザインを取り巻く環境の大きな変化に対応するため、デザインのプロセスにおいて
多角的な視点で分析したり、領域を越境してユニークなコンセプトを立案する力が求められています。
柔軟なデザインの思考力を養うため、さまざまな分野の内容を総合的に学び、広範囲で専門性に富んだカリキュラムを用意。
それぞれの進路を踏まえながら必要な科目を履修し、分野を横断しながら幅広く深い学びを獲得します。

卒
業
研
究
・
制
作

1、2年次前期までは幅広くデザ
インの基礎を学びます。特に各分
野の概論を履修することで3つの
系の特性を理解し、自分の進路
の方向性をイメージすることが重
要です。

デザインの基礎を身につけ、デザ
イン分野で幅広い選択肢があるこ
とを認識した上で、自分の興味や
希望、適性や卒業後の進路を見
定め、主軸とする系や科目を選択
します。

専門的な学びにつながる多彩な
学科専門科目、これらの配置は
各系の区別が設けられているわけ
ではなく、自分の進路を意識しな
がら必要な科目を横断的に履修
し幅広く学べます。

現代社会ではデザインを総合的
に捉える力を専門分野の実践の
中で活かす機会が増えています。
デザイナーという職業を主体とし
て、企業や官公庁など多様な活
躍の場が待っています。

P
O

IN
T 4

SUACカリキュラムの特長 POINT4



「文化政策とは何か」を理解するために、文化政策学部では学部科目として、＜文化・芸術＞、＜政策・マネジメント＞、

＜情報・リテラシー＞、＜観光＞の4つの分野の科目群を設置しています。学生は、これらの中からバランスよく科目を選び

学んでいきます。これらは、3つの特色ある学科での専門的な学習に共通する土台となります。

文化政策について体系的に学ぶことで、人々の考え方や暮らしの多様性を理解し、

社会の発展に貢献できる創造的な思考力を育てます。

現代社会が直面するさまざまな課題に対して、自ら考え、文化と社会の関わりを深く学ぶことで、

新しい価値を生み出し、よりよい未来を築くための視点を身につけます。

文化政策学部では社会の課題解決に向けて積極的に取り組める人材を輩出することで、

社会に貢献していきます。

国際文化学科  　文化政策学科　  芸術文化学科

文化・芸術
各学科の専門分野を学ぶ上で必要な、文化や芸術表現の多様

性や歴史などを概観するとともに、異なる文化への理解や多様

な社会システム、芸術表現等に関わる幅広い知識を養います。

欧州から西アジア、東アジアに至る、そして日本国内における

観光交流の歴史的潮流を俯瞰し、また産業革命以降、近現代

の観光産業の発展にも目を向け、地域の伝統文化や地場産業

を活かした観光の基礎知識を学修します。

社会の課題に対する構想力、企画力、問題解決能力を養うと

ともに、専門的な研究やその成果を、広く社会に向けて発表・

表現することや、多様な市民社会の中での合意形成を促進する

ための実践的なスキルを身につけます。加えて、多様化する情

報社会の中で、慎重にこれらに対処するための法的・制度的知

識や自身の情報リテラシーの素養を身につけます。

観光

企業に加え、政府、自治体、NPO／NGOといった非営利組

織も含めた、幅広い経営体における政策の企画立案や評価、

経営体のマネジメントの基本を学びます。これらを通じて、

人と人、人と社会のより良いあり方に資するための実践的な

能力を発揮できるようになることを目指します。

政策・マネジメント 情報・リテラシー

文化政策学部

SUAC_019



文化政策学部で学べること。3学科での関連ワード

文化政策学部では、「国際文化学科」「文化政策学科」「芸術文化学科」の３つの学科を設け、

社会と文化の関わりを専門的に学びます。複雑、多様な社会について、専門領域だけでなく

周辺領域の知識にも触れながら、広く、深く学んでいきます。

国際文化学科
Department of Intercultural Studies

アメリカ教育学

教育心理学　

ＮＰＯ・ＮＧＯ　

国際的な人の移動

言語研究

フランス文化

経済開発　

Global Issues

フェアトレード
中東地域の国民統合

ヨーロッパ近世史

地域統合論

日本語教育学

英語文化

第二言語習得  

韓国文化

東南アジアの社会

伝承文学

イタリア文化

多文化共生

日本・東アジア

日本近現代史

古文書読解

中国語圏探求

応用言語学

地中海・西欧・北米

文化政策学科
Department of Regional Cultural Policy

 and Management

※詳しくはP079 へ

◆教育職員免許状［中学校教諭一種・高等学校教諭一種］
　国際文化学科／国語（中学・高校）・英語（中学・高校）
　文化政策学科／社会（中学）・公民（高校）

◆図書館司書
◆博物館学芸員
◆日本語教員養成課程
◆社会調査士

文化政策学部の3学科で
取得可能な資格等

芸術文化学科
Department of Art Management

3学科横断型の 文明観光学コース

学科横断プログラム オプショナル・スタディーズ

詳しくはP039をご覧ください。

詳しくはP040をご覧ください。

地域政策
多文化共生、まちづくり、NGO 論

人文学
文学、歴史、文化・芸術

マネジメント
アートマネジメント、経営、行政、法律

少子高齢化

プランニング
（企画・計画立案）

社会経済統計

図書館

地方分権

社会福祉

リサーチ（調査・研究）

中山間地域

消費者心理

ジェンダー

法律

GDP統計

グローバル化

憲法改正

キャッシュフロー管理

まちづくり 行政

情報

地域

広告とメディア

政治

広告

歴史

経済

パフォーミングアート

現代建築

コスプレ

少子高齢

美術史・音楽史・演劇史

サブカルチャー

非営利芸術組織
アニメ

文化的経済学

プロデューサー

アートマネジメント

茶文化

民芸論運動

観光資源

芸術文化政策

市民ボランティア

補助金制度

宗教美術

マーケティング

国宝

SUAC_020
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文化の多様性や価値を理解し、
対話を通じてグローバル社会の課題に
取り組むことができる人材を養成します。

今、世界は、大きく変わろうとしています。国を越える経済や人の交流は

信じられないほどの速さで進んでいます。そして宗教、伝統文化も大きく変わ

ろうとしています。国際文化学科は、こうしたグローバルな社会を冷静に

見極め、積極的な価値を発見する力、なによりも人間共存のための創造力、

行動力を生み出す学びを進めています。経験豊かな教員がチームワークで

学生と向き合い、つねに多様なニーズに対応しています。そして、毎年多数の

積極的な学生が留学や海外でのインターンシップを実現しています。

教育職員免許状：中学校教諭一種［国語・英語］

［国語・英語］教育職員免許状：高等学校教諭一種

図書館司書

日本語教員養成課程

社会調査士

取得可能な資格

詳しくはP079をご覧ください。

国際文化学科文化政策学部
定員100名

SUAC_021



卒業生の声

多様な言語と
文化が学べる

国際文化学科の学科専門科目には、英語・
中国語・イタリア語・フランス語・ポルトガ
ル語・韓国語をより専門的に深められる科
目群（専門外国語）のほかに、日本・東ア
ジア、地中海・西欧・北米といった地域ご
との文化・社会・歴史について学ぶ科目群
があります。文化を深く、体系的にあるい
は多角的に学ぶとはどういうことなのか、研
究方法も含めて考えていきましょう。

0 1
多文化共生社会や
日本語教育が学べる

キャンパスのある静岡県浜松市は、様々な
ルーツや文化的背景を持つ人が暮らしている
街です。そのため、国際文化学科では、持続
可能で誰もが暮らしやすい社会を実現する
ための、多文化共生に関わる科目と、日本文化
を知るための科目の両方が学べます。さらに
日本語を「外国語」として学ぶ人々をサポート
する仕事を目指したい人は、日本語教員養成
課程で実践的に学ぶことができます。

0 2
グローバル・キャリアや
国際協力が学べる

留学などで積極的に海外に出かける学生が
多いのも、国際文化学科の特徴です。さら
に海外で得たグローバルな経験を仕事に活
かすため、「グローバル・キャリア・デザイ
ン概論」などの科目が用意されています。
また、開発途上国を支援する国際協力に関
する科目も充実しています。「フェアトレー
ド論」をはじめとしたビジネスを通じた社会
貢献について実践的に学べます。

0 3

国際文化学科の特徴

国際文化学科の学びの体系

文化の多様性と価値を理解し、
これからの社会の課題に取り組むための
知識とスキルを身につける。

学科基礎
●国際文化概論　●グローバル・キャリア・デザイン概論　●比較文化論
●国際関係論　●ナショナリズム論　●国際文化基礎論　●文章表現技法

韓国の食文化／ベトナム
の社会変動／グローカル
探求活動／日本語学／日
本地域史／災害の伝説
／思想史・メディア史／
「格差」の捉え方 など

国際的な人の移動／第二
言語習得／NPO・NGO
／発展途上国／日本語
教育 など

●日本・東アジア

●日本・東アジア
●地中海・西欧・北米
●多文化共生

●英語表現法　●応用英語
●中国語上級　●フランス語中級・上級
●ポルトガル語中級・上級　●韓国語中級
●イタリア語上級

アメリカ教育学／イタリ
アの歴史遺産／中東地
域の近代化／フランス文
化／西欧ジェンダー史／
欧州統合の歴史と現在／
イギリス文化／英語学／
英語習得の方法 など

●地中海・西欧・北米 ●多文化共生

卒業研究

専門科目群 専門外国語
国際社会・地域社会が抱えている課題を解決するためには、何

が問題なのか、その背景にまでじっくりと思考を巡らすことが必

要です。さらに文化を尊重しながら、他者と対話を重ねることも

欠かせません。大学での「学び」を通じて、そのために必要な

知識と、主体的に取り組む力、コミュニケーション能力を身につ

けましょう。

「国際文化概論」「国際文化基礎論」といった学科基礎、そして専門外国語を学ぶことで多様な文化のあり方や価値を学びます。それに加えて、3つの専門

的な科目群である「日本・東アジア」（21科目）・「地中海・西欧・北米」（22科目）・「多文化共生」（20科目）から各自の関心に沿って科目を選択し、文化を創造的、

能動的に学んで、卒業研究の準備をしていきます。また、「グローバル・キャリア・デザイン概論」によって将来のキャリアを早期に構築するサポートをします。

海外とつながる仕事がしたい。そんな想いで進学したSUACでは、語学研修や異文化交流を通じて多

くの経験を積みました。台湾での語学研修では、現地の大学生と交流しながら中国語を学び、帰国

後はスピーチコンテストにも挑戦。ゼミでは知的財産アイデアプレゼン大会に出場し、商品企画の楽

しさを知りました。現在はヤマハ発動機で、アフリカ市場向けの補修部品の貿易実務に携わってい

ます。SUACで学んだ異文化理解の力を活かし、来年からは営業職としてさらに挑戦を続けます。

高橋 葉月国際文化学科 卒業
ヤマハ発動機株式会社

世界とつながる仕事を、地元から。
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開講科目例

「応用英語 プレゼンテーション英語」
【3～4年次／専門科目】

【1～4年次／専門科目】

【1～4年次／専門科目】

【2～4年次／専門科目】

1年次 2年次 3年次 4年次

全 学 科目

学 部 科目

学 科 基 礎

専門 外 国 語

専門 科目群

4 年 間の 流 れ

■日本・東アジア ■地中海・西欧・北米 ■多文化共生

演 習 （ ゼミ ）・ 卒 業 論 文

学科基礎科目「国際文化概
論」「国際文化基礎論」等を
通じて基礎を学び、専門分野
への足がかりをつくります。

英語プレゼンテーションは、実社会で必要なスキルです。本授業
では、データ収集・分析を通じて発信力を鍛え、聴衆を引きつけ
る技術を学びます。講師や学生からのフィードバックを活かし、
表現力を向上させ、より説得力のあるプレゼンを目指します。最
終プロジェクトでは、デザイン学科や留学生と協力し、インタラク
ティブなプレゼン展示を行い、実践的なチームワークとグローバル
なコミュニケーション力を養います。

専門科目が本格的に始動。「専
門外国語」を通じて高度な言
語力を習得。後期には所属ゼ
ミが決定します。

学科専門の講義では、学びた
い分野の科目を積極的に履修
するとともに、演習（ゼミ）で
専門テーマを深く掘り下げて
いきます。

大学での研究の集大成とし
て、卒業論文をまとめます。
ゼミの中で執筆計画を立てて
着実に実行、あわせて卒業後
の進路を選択していきます。

Effective Communication Through Engaging Presentations

「現代の東南アジア」

【2～4年次 ／専門科目】

東南アジアの諸地域について考察する科目群への導入の位置にあ
る科目です。現在の東南アジアは11の国から成る地域で、日本と
の関係も多様化しています。この科目では、20世紀半ばから現在
にかけての東南アジアについて、言語・文化・国際関係・経済等
の様々な面から考察し、理解を深めます。学生は、こうしたテー
マに関する事例について東南アジアから英語で発信されている情
報を読んだうえで授業に参加します。

東南アジアについて多角的に考える

「国際機構論」

【2～4年次 ／専門科目】

「地球市民」の視点から国際機構について学ぶ

専門外国語は、英語・中国語・
イタリア語・フランス語・ポルト
ガル語・韓国語から選択できます。

3つの系統からなる専門的な科
目群を横断的に学ぶことで、
卒業研究に向けて自身の追究
したいテーマを模索します。

国際文化学科で学ぶ4年間

カリキュラム一覧はP088以降をご覧ください。

国際連合、EU、ASEAN等の国際機構は国際社会における秩序構
築や構成国の社会経済的な繁栄を基本的な目的とし設立されまし
た。近年では歴史文化遺産、持続可能な開発、国外留学といった種々
の分野において、これら国際機構と私たち一般市民の生活の間に密
接な関連性が見られるようになりました。授業では主要な国際機構
の歴史、現状、展望について国際政治学の理論をもとに理解を深
めていきます。

「日本語文法Ⅰ-Ⅱ」
「日本語文法」と聞くと、国語の時間に暗記した様々な文法用語を連
想する人が多いかもしれません。しかしこの授業では、日本語を様々
な言語の中の一つと捉え、私たちの頭の中にある言語規則を自ら考
え意識化するという作業を行います。普段何気なく使う日本語の中
にも、これまで気づかなかった多くの発見があるはずです。人間の
言語能力の不思議と日本語の魅力を感じてもらえればと思います。

無意識に習得したコトバを意識化する
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3年次前期から始まるゼミナール（演習）では、共通の関心を持つ学生が集まり、毎週行われる授業のほか、現場研修やフィールドワークが企画されるなど、
専門的な少人数の授業が行われます。担当教員が個別のアドバイスを行い、4年次には卒業論文の執筆に展開していきます。

ゼミ（卒業研究演習一覧）

国際的な人の移動、母語・母文化教育、

国際人的資源管理などに関する専門書を

用いた学術議論に加え、ゼミ生たちの企

画立案による多文化共生イベントへの出

展、外国人材活躍企業への訪問などを通

じて学びを深めています。少子高齢化が

加速する日本社会が未来を切り拓くには、

外国人住民との共生・共創が必要不可欠

です。ゼミ生の多くは日本語指導が必要

な子どもたちの学習支援などの社会的活

動に長く参加し、現場で感じた問題意識

を卒業研究へと繋げています。

「多文化共生」新時代
＿ 未来を共に創る＿

ゼミ紹介（一例）

古文書から地域の歴史を掘りおこす
担当教員 ： 西田かほる 教授
専門領域 ： 日本史・文化史

文明の根源を探って光を観る
担当教員 ： 青木 健 教授
専門領域 ： 宗教学・西アジア文明

持続可能な未来型共生社会モデルの構築
担当教員 ： 佐伯康考 准教授
専門領域 ： 国際的な人の移動研究

ヨーロッパの歴史と文化の研究
担当教員 ： 永井敦子 教授
専門領域 ： 西洋史

「多文化共生」新時代-未来を共に創る-
担当教員 ： 崔 学松 准教授
専門領域 ： 中国文化社会・東アジア国際関係・言語社会学

自分だけの韓国を知る
担当教員 ： 林 在圭 教授
専門領域 ： 韓国文化・韓国語

史料との対話から「今」を問い直す
担当教員 ： 水谷 悟 教授
専門領域 ： 日本近現代史

Applied Linguistics and Global Culture
担当教員 ： Edward Pearse SARICH 教授
専門領域 ： 英語教育

文学×民俗学＝伝承文学
担当教員 ： 二本松康宏 教授
専門領域 ： 日本文学・伝承文学

現場の視点から「地域の発展」を考えよう
担当教員 ： 武田 淳 准教授
専門領域 ： 開発人類学・環境と開発

東南アジアの歴史・文化・社会
担当教員 ： 岡田建志 教授
専門領域 ： 東南アジア史

経済を通して中国とアジアを知る
担当教員 ： 兪 嶸 教授
専門領域 ： 中国経済・開発経済学

我が国とアメリカの教育学
担当教員 ： 倉本哲男 教授
専門領域 ： 教職実践学・アメリカ教育学

フランスを学び、フランスから考える
担当教員 ： 中田健太郎 准教授
専門領域 ： フランス文学・視覚文化論

中東などの近現代史を扱う
担当教員 ： 徳増克己 准教授
専門領域 ： 中東北部と旧ソ連の境界地域史

日本語・日本語教育の研究
担当教員 ： 佐野由紀子 教授
専門領域 ： 日本語学・日本語教育

探求を通じて国内外の社会課題に挑戦
担当教員 ： 石坂貴美 准教授
専門領域 ： 国際協力・地域研究（アジア）

English Education and Global Issues
担当教員 ： Jack RYAN 教授
専門領域 ： 英語教育

日本語教育が社会に貢献できることを考える
担当教員 ： 福永達士 准教授
専門領域 ： 日本語教育

しなやかな人文知で文明観光を模索する
担当教員 ： 宮崎千穂 准教授
専門領域 ： 旅と病の歴史・日本とシルクロード

言語習得メカニズムの探究
担当教員 ： 横田秀樹 教授
専門領域 ： 第二言語習得・心理言語学・英語教育

グローカル化の活動で国・企業・人を繋げる
担当教員 ： 西脇靖洋 准教授
専門領域 ： 国際関係論

イタリアを知り、世界の文化を読み解く
担当教員 ： 武田 好 教授
専門領域 ： イタリア語・イタリア文化

佐伯 康考 准教授
多文化共生論 

ゼミ担当教 員の声

佐伯ゼミでは多文化共生をテーマに、外

国ルーツ児童の教育や日本語教育とICT、

多国籍地域と防災など多角的に学びます。

本の内容を深く掘り下げる議論を通して、

自分の考えを明確にする力を養いました。

卒業論文では、外国ルーツの子供の母語・

継承語がアイデンティティ形成に与える影

響について研究し、インタビューを通じて

実態を探っています。ゼミ活動で社会人と

しての礼儀や協働力も身につき、多文化

共生や日本語教育に関心がある方にSUAC

は最適な環境です。

ことば×アイデンティティ
母語と日本語、その架け橋をつくる学び

ゼミ生の声

Izumi Francine Mai
国際文化学科 4年
静岡県立静岡中央高等学校出身

一生使える文化人類学
担当教員 ： 内尾太一 准教授
専門領域 ： 文化人類学・フィールドワーク論
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目標・ビジョンを持って行動すれば、

4年間で大きく前進できる

平澤 美衣奈国際文化学科 4年

在学生の声

幼い頃から身近だったSUACに進学し、漠然と海外への憧れを抱い

ていた私ですが、学びを重ねるうちに「移民」への関心が深まりま

した。歴史、哲学、文化、多文化共生、経済といった多角的な視

点から考察し、卒論では日中におけるイスラム系移民と文化的衝突、

受容の過程について研究。日本、中国、フランスでの現地調査を

行い、国による受け入れの違いを実感しました。

2年次に1年間の米国留学を経験し、日本文化教室を立ち上げるな

ど、受け身だった私が自ら行動を起こす力を身につけました。帰国

後も各国の留学生と交流し、伊豆観光デザインワークショップや訪

中団への参加など、多くの経験が自分を成長させてくれました。

現在は浜松のスタートアップ企業でインターンを行い、ビジネスの

視点も養っています。卒業後はドイツの大学院に進学し、移民や国

際協力、不平等問題についてさらに学び、日本の未来に貢献したい

です。SUACは自ら動けば、どこまでも可能性を広げられる場所。挑

戦したい人にぴったりの環境です。 

高3のとき 多文化共生や国際関係を学ぶため、SUACを志望

1年次 必修科目で「多文化共生」について学び、
移民問題に関心を持つ

2年次 海外協定校への米国留学を経験し、日本文化教室を
立ち上げるなど主体的に活動

3年次 日本、中国、フランスでの調査を実施し、卒業論文の
研究を進める

浜松のスタートアップ企業でインターンを行い、
卒業後のドイツ大学院進学を準備4年次

大学では幅広い分野を学びたくて入学しました。国際文化学科に

は留学を目指す学生も多いですが、必ずしも海外に行くことがゴー

ルでなくてもいいと思います。私は多文化共生の授業を通じて、

SDGsやフェアトレード、移民・難民問題などを学び、世界の多様

性を深く知ることができました。

ゼミでは「イギリスでファンタジー文学が多く生まれる理由」をテー

マに英語で卒論を執筆中です。教授や仲間との議論を重ね、より伝

わる文章を追求する時間がとても充実しています。就職は地元静岡

を中心に考えており、秘書検定や簿記を取得して、公務員講座にも

挑戦中。大学で培った地域共生への理解を活かして地域に貢献した

いと考えています。三島から新幹線で通学していますが、通学時間

も英語の勉強に活用しています。県東部の高校生にも、ぜひ自分の

可能性を広げてくれる環境が整ったSUACを選んでほしいです。

高3のとき 専攻研究の児童文学をより深く学ぶためSUACを志望

1年次 必修科目で「多文化共生」について理解を深め、興味を持つ

2年次 スキルアップのため、秘書検定2級、日商簿記検定3級を取得

3年次 英語文学を扱うRyanゼミで卒業論文の研究を進める

地元静岡で活躍するために

世界のことを知っておきたい

木村 乃愛国際文化学科 3年

静岡県立韮山高等学校出身

静岡県立浜松南高等学校出身
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（令和4年～6年度卒業生、抜粋）

（2024年度実績）

公務

アジア初の「フェアトレード大学」に認定されたSUAC。武田淳研究室では、

学生たちとフェアトレードの実践活動も行っています。テーマは「コーヒーと

気候変動」。このまま温暖化が進んでいくと、2050年にはコーヒーの収穫

量が激減する見込みです。収入減少が危惧される生産者に、新たな収入源

を作るプロジェクトを行っています。これまで廃棄されてきたコーヒーの実の

果肉（カスカラ）からお茶や石鹸を作るプロジェクトは、環境大臣から表彰

を受けました。また2024年には浜名湖花博で研究室のメンバーがプレゼン

テーションをしました。支援の対象は、コスタリカとパプアニューギニア。コー

ヒーを通じて、開発途上国の「今」を考えています。

気候変動の時代の新たなフェアトレードを
目指して

持続可能なビジネスモデルの創出

「第8回知財活用アイデアプレゼン大会」にて、崔研究室より学生30名で

編成された4チームが出場し、そのうち、2チームが最優秀賞と審査員特

別賞を受賞（7年連続）しました。大会は、地域活性化とキャリア教育の

理念に賛同する協賛各社からの課題に、多くの大学生が挑戦。企業が使

用を許諾している特許を利用し、各大学生チームが考案した「新ビジネス」

をプレゼンします。様々な問題の解決策を考えることを通じて、幅広い調

査分析能力、研究発表能力、自主的行動力やチームワーク・マネジメン

ト力などマルチスキルを向上させています。

知財活用アイデアプレゼン大会
特許を活用した新ビジネスを提案

静岡県庁（行政）
石川県庁（行政）
浜松市役所
掛川市役所
刈谷市役所
豊橋市役所

町田市役所
愛知県教育委員会（教員）
大阪府教育委員会（教員）
浜松市教育委員会（講師）
横浜市教育委員会（教員）

卸売・小売業

（株）アダストリア
アッシュコンセプト（株）
OTBグループ
（株）オンセブンデイズ
（株）クラシコム
ゲンキー（株）

（株）ZOZO
（株）中部日本プラスチック
（株）ニトリ
ホンダ開発（株）
（株）ミサワ
（株）ライフコーポレーション

製造・建設業

（株）アイエイアイ
SUS（株）
（株）小糸製作所
芝浦機械（株）
（株）シャンソン化粧品
（有）春華堂
スズキ（株）
（株）鈴木楽器製作所
（株）SUBARU

セキスイハイム東海（株）
タカラスタンダード（株）
東海エレクトロニクス（株）
（株）日立ソリューションズ
プライムアースEVエナジー（株）
（株）ミサワホーム静岡
ヤマハモーターパワープロダクツ（株）
ローランド ディー．ジー．（株）
（株）ワールドインテック

サービス業など

エン・ジャパン（株）
遠鉄システムサービス（株）
GTS協同組合
セコム（株）
（株）スズキビジネス
生活協同組合コープながの
聖隷クリストファー中・高等学校
中部国際空港旅客サービス（株）
（株）東急キッズベースキャンプ
東邦ガステクノ（株）

日本アイ・ビー・
エムデジタルサービス（株）
日本赤十字社 徳島県支部
日本タタ・コンサルタンシー・
サービシズ（株）
パーソルキャリア（株）
（株）ベネフィット・ワン
ヤマハモーター
ソリューション（株）
（株）リクルート

金融・保険業

（株）伊予銀行
（株）静岡銀行
（株）清水銀行
大垣西濃信用金庫
岡崎信用金庫
西尾信用金庫
浜松磐田信用金庫

長野県信用組合
とぴあ浜松農業協同組合
静銀ティーエム証券（株）
東海東京フィナンシャル・
ホールディングス（株）
第一生命保険（株）
日本生命保険（相）

運輸・旅行業

（株）エイチ・アイ・エス
NCA Japan（株）
（株）JTB
清和海運（株）

（株）星野リゾート・マネジメント
（株）日本旅行
（株）ラウンドワン
リゾートトラスト（株）

就
職
デ
ー
タ

建設業　4%

製造業　11%

運輸・通信業　21%

卸売業　4%

小売業　7%

金融・保険業　12%

サービス業

（情報サービス・広告・ホテルなど）　32%

公務　8%

非営利団体・宗教　1%

国際文化学科の「知」と「実践」

卒業生の主な進路

建設業
非営利団体・宗教

製造業

運輸・通信業

卸売業
小売業金融・保険業

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

公務

大学院進学

静岡大学
静岡県立大学
静岡文化芸術大学
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生活の質や生きがいの向上を目標に、
地域社会と産業の持続可能な姿を探究し
学際的・実践的なカリキュラムを通じて、
それを実現するための構想力と実行力を培います。

「文化政策」とは、より良い社会のあり方を探究し、これを実現するための方

策を意味します。そしてその方策について、文化政策学科では、主に社会科

学の視点から学びます。特に「政策」「経営」「情報」という３つの分野を、

総合的に学ぶ特色あるカリキュラムを用意しています。地域社会や企業の様々

な課題を社会調査などの手法で分析し、持続可能で包摂的な社会の実現に向

けた、行政施策・企業戦略・市民活動などを構想し、実現することができる

人材を養成します。

教育職員免許状：中学校教諭一種［社会］

［公民］教育職員免許状：高等学校教諭一種

社会調査士

図書館司書

取得可能な資格

詳しくはP079をご覧ください。

文化政策学科文化政策学部
定員55名
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生まれ育った静岡の役に立ちたい。そんな想いで静岡銀行に入行し、現在はコーポレート

コンサルタントとして法人のお客さまの課題解決業務に携わっています。大学時代は、静

岡新聞との連携プロジェクトや放送部の活動を通して、地域の方 と々関わりながら実践的に

学ぶ機会が多くありました。人と協力し、目的に向かって進む経験が今の仕事に活きてい

ます。地域のお客さまと深く関わりながら、信頼される銀行員として成長していきたいです。

森  唯結文化政策学科 卒業
株式会社静岡銀行

地域と共に歩む、信頼される銀行員へ。

調査研究や企画立案の
手法を身につける

学科必修では、文化政策の基礎となる知
識とともに、基本的なアカデミックスキ
ルや実践的な調査研究・企画立案手法
を学びます。また、政策、経営、情報の
３つの領域から現代社会の様々な課題を
理解する視点を涵養します。

0 1
地域社会の豊かさ
を構想する

都市や農山漁村、コミュニティや集落、
組織や集団を主な調査研究対象として、
そこに住み、働く人々の生活や考え方を、
観察やインタビューなどを通じて調べます。
そして、多様な学科科目から学んだ知識を、
調査で得られた情報の分析に応用しな
がら理解を深め、問題点を明らかにし、
解決策を提言します。

0 2
産業社会の

あるべき形を考える
地域における製造業、サービス業、農林
水産業の実態、様々な種類や規模の企
業や公共団体の経営・運営について、統
計的なデータはもちろんのこと、現場の
経営者や労働者、そして消費者の体験や
視点を踏まえながら学びます。さらに、
企業の社会的責任など企業と地域社会
の関係についても学びます。

0 3

文化政策学科の特徴

文化政策学科の多角的な学び 文化政策学科の学びの体系

学科必修
●リサーチ＆プランニング基礎／応用／実習　 ●経済学　 ●社会学

●文化政策演習 Ⅰ～Ⅳ

●政治学
●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域福祉論
●行政学
●地域社会論
●地方財政論
●創造都市論 など

●産業組織論
●日本経済論
●産業遺産と産業史
●マーケティング論
●地域ビジネス論
●地域産業論
●経営戦略論 など

●地域情報論
●社会統計分析
●広報・広告論
●質的調査法
●社会理論
●臨床社会心理学
●マスコミュニケーション論
●学術情報論 など

●卒業論文・プロジェクト

卒業研究

専門科目

文化政策学科には、政策や行政、経済や経営、文化や情報、

社会や心理、法律など多岐にわたる専門分野の教員がいます。

まず入学から２年間は、多様な学科科目を履修しながらじっくり

と学びたい分野やテーマを設定します。３年次からのゼミや４

年次の卒業論文・プロジェクトでは、自らが関心を持ったテー

マについて、専門知識を持つ教員の指導のもとで学びを深めて

いきます。また専門的な指導にあたっては、各演習（ゼミ）担

当教員による少人数クラスでのきめ細かな教育を行います。

政　策 経　営 情　報

卒業生の声
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1年次 2年次 3年次 4年次

全 学 科目

学 部 科目

学 科 必修

学 科 科目

4 年 間の 流 れ

● リサーチ＆プランニング  ● 社会学  ● 経済学

● 政策  ● 経営  ● 情報

演 習 （ ゼミ ）・ 卒 業 論 文 ・ プロジェクト

幅広い教養科目といくつかの学
科基礎科目の履修を通じて、
文化政策を学ぶことの意義や、
自らの目指す分野について考え
ます。同時に、情報リテラシー、
データ検索、レポート作成、
プレゼンテーションなどの基礎
能力を身につけます。

学科必修では、幅広い分野の専
門知識を体系的に修得し、実践
に活かすための基礎を学びます。

1年次からは「政策」「経営」「情報」の学
科基幹科目を総合的に学び、さらに展開科
目へと発展させることで応用力を磨きます。

ゼミでは専門知識を深めると
ともに、課題の発見・分析・
解決方法を学び、社会での実
践能力を身につけます。

文化政策学科で学ぶ4年間

社会を見つめる視座と
基礎的能力の開拓

「リサーチ＆プランニング 基礎／応用／実習」
【1～2年次／学科必修】

【2～4年次／専門科目】

調査研究や企画立案の手法を体系的に学び、データ分析と課題解
決の能力を身につけるための科目群です。「基礎」「応用」「実習」
の３科目（必修）で構成されています。「基礎」と「応用」では、デー
タ分析の基礎と社会調査手法を学びます。「実習」では、公共政策
や企業経営などに関する課題を設定し、各自が調査研究に基づき課
題解決策を立案し、その結果のプレゼンテーションを行います。

地域の課題解決策を立案するプロセス

カリキュラム一覧はP088以降をご覧ください

「行政学」
行政学には２つの視点があります。一つは、政治と市民をつなぐ
行政の役割に注目する視点です。政治が決めた政策は、行政が実
施して初めて効果を発揮します。また、市民の声に耳を傾けるの
は行政の役割です。もう一つは役所の「経営学」の視点です。行
政をうまく運営するための方法論に注目します。この２つの視点を
意識することにより、行政の仕組みを理解するだけでなく、行政
のあるべき姿について考えていきます。

多面的な観点から今日の行政を考える

「日本経済論」【2～4年次／専門科目】

【2～4年次／専門科目】

この講義では、戦後復興、高度成長、バブル経済とその後の低迷と
いった戦後80年間の日本経済の歩みを追うとともに、経済理論の
知見も借りて各時期の経済状況を位置づけます。くわえて「日本的
経営」と呼ばれてきた日本独自の企業のあり方についてその形成過程
についても講義します。そのうえで現代日本経済の抱える諸課題に
ついて、戦後史を踏まえつつ分析・議論できるために必要な視角や
知識の習得を目標とします。

戦後日本の経済発展を理解する

「公共デザイン戦略」
公的組織や民間企業は、社会的課題の解決や組織目的の達成のため
に様々な施策や活動を実施しています。こうした施策・活動を企画
立案し実施することを本科目では「公共デザイン」と呼び、それら
を有効に実施するために必要な理論や方法論、具体的な実践方法を
学んだ上で、アクティブラーニングとして戦略的な公共デザイン（プ
ランニング）を行います。これらを外部審査会によって審査・講評
いただくことで学びを深めます。

社会的課題の解決と組織運営を学ぶ

多様な学部・学科科目の履修を
通じて自らの専門領域の確立を
目指します。また、企画立案や
社会調査士資格に関する科目の
履修を通して調査研究能力を高
めます。2年次の終わりには卒業
後の進路選択も視野に入れつつ、
3年次から始まる演習（ゼミ）を
決定します。

多様な専門知識の習得

いよいよ演習（ゼミ）が始まり
ます。担当教員の指導のもと、
少人数で学習に取り組むことによ
り、専門知識を深化させるとと
もに、自ら課題を発見・分析・
解決していく能力に磨きをかけま
す。学外のプレゼンテーションイ
ベントにも参加します。

演習（ゼミ）を通じた
専門の深化

大学生の総仕上げの学年です。
これまでの3年間の学習成果の
集大成として、ゼミ担当教員の
もとで卒業論文の執筆や卒業プ
ロジェクトに取り組みます。こう
して培われた幅広い知識と実践
力を活かして、就職や大学院進
学などの進路を決定します。

「大学での学び」の集大成

開講科目例
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3年次前期から始まるゼミナール（演習）では、共通の関心を持つ学生が集まり、毎週行われる授
業のほか、現場研修やフィールドワークが企画されるなど、専門的な少人数の授業が行われます。
担当教員が個別のアドバイスを行い、4年次には卒業論文の執筆に展開していきます。

ゼミ（卒業研究演習一覧）

ゼミでは、マイノリティや社会的排除にか

かわる問題について、社会学や近接領域

の文献講読を通じて考えていきます。これ

らの問題は、ややもすると道徳的次元で考

えられがちです。重要なのは、なぜ、どの

ようにして、ある種の人々が社会的排除の

状態に置かれている／きたかを、歴史的・

社会的・政治的・経済的・法的な次元で

捉え、解決策を探ることです。本ゼミでは

こうした視角のもと、ゼミ生の幅広い関心

を引き受けつつ、教員も学生も切磋琢磨し

ながらテクストを読み進めていきます。

社会問題を多角的に考察し、
別様の社会を構想する力を身に着ける

ゼミ紹介（一例）

野島 那津子 准教授
社会学

ゼミ担当教 員の声

社会学への関心から、社会理論の講義が

きっかけで野島ゼミを選びました。ゼミで

は、ジェンダーやマイノリティなど社会問

題に関する文献を読み、議論を通じて新

たな視点を得ています。卒業論文では、

現代社会で頻出する「自分らしさ」という

言葉に焦点を当て、自己啓発書における

その意味や歴史的背景を研究しています。

ゼミでの議論を通じて、発言する力や考

えを言語化する力が身につきました。興

味を深め、主体的に学びたい人にSUACは

最適な環境です。

“自分らしさ”を問い続ける。
その答えは、きっと変わり続ける。

ゼミ生の声

公共図書館を通して地域を見る
担当教員 ： 林 左和子 教授

公共図書館を研究するにはその地域について
も知る必要があります。図書館を通して地域
にアプローチし、地域のために図書館は何が
できるかを考えることを目標としています。

都市・地域計画、まちづくりの研究
担当教員 ： 藤井康幸 教授

都市・地域の計画、まちづくりは間口が広く、
幅広いトピックの学習、分析から入り、卒業論
文に向けて関心分野を絞り込んでいきます。
事例研究とフィールドワークを重視します。

中山間地域についての社会学的研究
担当教員 ： 舩戸修一 教授

ゼミでは、まずフィールドワークを通して中山
間地域（農山村）の現状や課題を社会学的に
把握することを学びます。そして各自で研究
テーマを設定し、入念な現地調査をした上で、
中山間地域を社会学的に分析します。

メディア・消費文化から社会を見る
担当教員 ： 加藤裕治 教授

メディアや消費の文化と日常文化が分かちがた
く結びついている現代社会の状況を理解し、
その課題を明らかにしていきます。ゼミでは
社会学を中心とした方法や研究をもとに、各
自の研究テーマに取り組むことになります。

社会の中の人間の心に関する研究
担当教員 ： 小杉大輔 教授

まず、心理学の研究法について、グループで
体験的に学びます。そして、社会心理学を中
心とした最新の研究動向を参考に、各自で研
究テーマを決定し、調査を実践していきます。

行動や政策についての経済学的研究
担当教員 ： 鈴木浩孝 教授

消費者や企業にとっての合理的行動をベース
に、社会にとって望ましい状態を実現するた
めのルールや産業政策について、経済学の見
地から客観的に考えていきます。

経営戦略論、組織論を切り口に企業を研究
担当教員 ： 曽根秀一 教授

経営学、とりわけ経営戦略論、組織論、経
営史の視点から現代社会において重要な位置
を占める大小様々な「企業（会社）」について、
理論およびフィールドワークも交えながら、
研究を進めていきます。

公共政策の分析と評価
担当教員 ： 田中 啓 教授

公共政策の対象となる社会や地域の現状を深
く理解することを重視します。その上で、社
会的課題の解決方法や政策の有効性を分析・
評価する技法について学び、自身の関心のあ
るテーマに応用します。

家族と地域福祉に関するライフコース研究
担当教員 ： 小林淑恵 准教授

個人や家族のライフコースと地域福祉の関係
を扱います。行政機関との連携活動を通じて
地域福祉に関する理解を深め、各自の設定し
た課題について実証的な研究としてまとめる
ことを目指します。

都市・文化をめぐる行政規制や資金をめぐる法を学ぶ
担当教員 ： 塩見佳也 准教授

文化政策を行政規制や資金調達の側面から考
察し、公民連携をめぐる基本的な法の仕組みや
PFIの実施事例を研究します。その際、都市や
文化財保護をめぐる法技術を修得し、理論的背
景も考慮しながら複眼的に考察していきます。

排除の力学の社会学的研究
担当教員 ： 野島那津子 准教授

マイノリティ（社会的少数者）をめぐる問題
を中心に、ある種の人々が、なぜ、どのよう
にして社会的に排除されている／きたのか
を、社会学や近接領域の文献を参照しなが
ら考えていきます。

情報学で環境・社会・経済の課題を解く
担当教員 ： 叢 日超 講師

現代社会の諸課題に対して、情報学を軸に
して定性的・定量的な評価及び思考を行い
ます。ゼミでは各自の研究テーマに沿い、
様々な手法を用いて情報の収集処理・分析・
考察（論文、発表）等詳しく学んでいきます。

尾崎 文菜
文化政策学科 3年
名古屋市立名東高等学校出身

経済史・産業史から現代を見る
担当教員 ： 四方田雅史 教授

経済学・経営学の基本的な考え方を学ぶとと
もに、これまで経済・産業・企業がどのよう
な変遷をたどったか、その背景にある経済・
経営的要因について分析し、討論します。
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挑戦が、新しい自分をつくっていく。

文化政策学科 4年

在学生の声

高校時代、私は経営や公共政策、国際、社会学など幅広い分野

に興味があり、多くのことに挑戦してみたいと考えていました。そ

こで、横断的に学べる文化政策学科を選びました。1年次に受講

した経営学の授業をきっかけに、理論を学び、それを実践的に

応用する経営の面白さに気づき、森山ゼミに所属しました。

大学生活で最も大きな出来事は、3年次に経験した1年間のトルコ

留学です。異文化の中で言葉が十分に通じないこともありました

が、相手の話に耳を傾け、積極的に関わることの大切さを学びま

した。帰国後は「日本企業のトルコ市場進出」をテーマに卒業

研究を進めています。

将来は製造業の営業職として、お客様の声を大切にし、より良い

製品を届ける仕事に就きたいと考えています。SUACは、自分の

興味を広げ、挑戦を後押ししてくれる環境です。新しい分野に踏

み出したい人にとって、きっと多くの学びと出会いが待っています。

地域づくりについて学びたいという漠然とした目的を持ってSUAC

に進学しました。必修科目の「社会学」をきっかけに、人と人と

の関係性に興味を持ち、1年次から舩戸ゼミの活動に参加しまし

た。主に浜松市浜名区引佐町久留女木地区において、棚田での

米作りや自治会の定例会、地域行事などを通じて住民と直接会い、

対話を重ねることで信頼関係を構築してきました。

4年間通い続ける中で、質問に対する住民の受け応えが変化し、

関係性の深まりを実感しました。住民の本音を聞くことができる

ようになり、より深い立場から地域の実情や課題について学ぶこ

とができたと感じています。質的調査法に魅力を感じ、継続的に

地域や人と関わりながら相手の本音を引き出す仕事に就きたいと

考え、記者職を志望しました。

文化政策学科では幅広い学びの機会があり、自分が熱中できる

ことをきっと見つけることができると思います。SUACで「本気」

になって学び、成長した今の自分にとても満足しています。

地域の声に耳を傾け、本音を伝える。

フィールドワークが導いた記者への道

文化政策学科 4年

浜松市立高等学校出身

静岡県立島田高等学校出身

志賀 彩月

植田 勝也

高3のとき 地域活動に興味を持ち、 地域づくりについて学ぶため
SUACを志望

1年次 舩戸ゼミに参加し、 浜松市引佐町久留女木地区の
棚田保全活動に参加

2年次 ゼミの仲間と共に、農作業だけでなく地域の行事や
自治会活動にも関わる

3年次 自治会の定例会に参加し、地域住民全員を対象とした
調査を実施

地域の声を聞くことに関心をもち、それを伝えたいと考え、
NHKの記者を志望　内定を受ける4年次

高3のとき 進路に迷い、幅広く学べる文化政策学科を志望

1年次 経営学に出会い、簿記検定に挑戦

2年次 なぎなたで県代表となり、国体に出場

3年次 トルコの海外協定校に留学し、多文化交流を経験

復学し、経営学のゼミに所属　卒論は「日本企業の
トルコ市場への進出について」をテーマに研究4年次

SUAC_031



公務

昨今、人口減少や高齢化によって中山間地域の集落が消滅するような主

張が見られます。しかし、集落の人口が減少しても、住民の高齢化が

進んでも、そこから転出した子どもやそこに地縁を有する孫がその集落

に通い、実家の生活を支援したり、集落の行事に参加したりしている限

り、そう簡単に集落は消滅しません。舩戸ゼミでは、浜松の中山間地

域における集落を訪ね歩き、現地で米作りや蕎麦作りなどの集落の共

同作業に参加し、集落外に居住する子ども・孫と実家・集落との関係

について調査研究しています。そして、その結果に基づく地域づくりの

方策を現地で開催する調査報告会で発表し、地域住民の方々と共に地

域の問題解決や集落の維持を図る実践活動に取り組んでいます。

フィールドワークを通じた地域づくりの実践
中山間地域の問題解決や集落の維持を考える

曽根ゼミでは、「日本学生経済ゼミナール大会」や「アグリカルチャー

コンペティション」等の全国大会に出場し、日頃の研究成果の報告、ゼ

ミ内外の学生とのディスカッションを通じて交流を深めてきました。学

生の興味関心に沿ってテーマを決め、日本学生経済ゼミナール大会では、

2016年に経営分野で優勝および全国4位、2017年は経営および地域

経済分野で優勝、2018年には3チームすべてが各分野で準優勝（優秀

賞）を果たしました。また、「アグリカルチャーコンペティション」にも

出場し、2022年には学術研究部門でブロック優勝するなどSUAC生が

躍動しています。結果だけでなく発表に至るまでのフィールド調査、理

論研究、資料作成などの過程を重視し、これまでの努力と貴重な経験

を今後に活かしてほしいと思います。　

日本学生経済ゼミナール大会（通称：インター大会）、
アグリカルチャーコンペティション（通称：アグコン）

経営学の視点から地域経済や社会問題を考える

国税専門官
静岡地方検察庁
静岡労働局
愛知県庁
静岡県庁
福島県庁
三重県庁
山梨県庁
警視庁
静岡県警察本部
静岡市役所
名古屋市役所
浜松市役所
安城市役所 

磐田市役所
掛川市役所
蒲郡市役所
菊川市役所
豊橋市役所
沼津市役所
袋井市役所
富士市役所
三島市役所
焼津市役所
渋谷区役所
杉並区役所
静岡県教育委員会（教員）
浜松市教育委員会（教員）

製造業

（株）河合楽器製作所
はごろもフーズ（株）
浜松ホトニクス（株）
（株）ヤタロー

スズキ（株）
ヤマハ発動機（株）
ヤマハモーターソリューション（株）
ローランド（株）

金融・保険業

遠州信用金庫
岡崎信用金庫
蒲郡信用金庫
（株）静岡銀行
静岡県経済農業協同組合連合会
静岡県労働金庫
静岡東海証券（株）
しずおか焼津信用金庫
静銀ティーエム証券（株）
静銀ビジネスクリエイト（株）
島田掛川信用金庫
（株）清水銀行

住友生命保険（相）
静清信用金庫
損害保険ジャパン（株）
第一生命保険（株）
東京海上日動火災保険（株）
とぴあ浜松農業協同組合
豊橋信用金庫
日本銀行静岡支店
日本生命保険（相）
浜松磐田信用金庫
三ヶ日町農業協同組合
三井住友海上火災保険（株）

卸売・小売業

（株）杏林堂薬局
鈴与商事（株）

（株）長坂養蜂場
（株）良品計画

名古屋鉄道（株）
（株）ハマキョウレックス
富士山静岡空港（株）

名古屋市立大学
福岡教育大学

積水ハウス（株）

サービス業（教育・広告・ホテルなど）・医療福祉

（株）内田洋行ITソリューソンズ
（株）SBSプロモーション
（株）エヌ・ティ・ティ・データ
国立病院機構東海北陸グループ　　　　　　
サーラエナジー（株）
（株）しずおかオンライン
（株）静岡新聞社・静岡放送（株）
（福）聖隷福祉事業団

（株）中日新聞社
（福）天竜厚生会
（株）TOKAIホールディングス
（株）日テレ アックスオン
日本放送協会
浜松商工会議所
（株）船井総合研究所
（株）マイナビ

運輸・旅行業

遠州鉄道（株）
（株）ジェイアール東海ツアーズ
静岡鉄道（株）

建設業

大和ハウス工業（株）

大学院進学

静岡文化芸術大学
筑波大学 

文化政策学科の「知」と「実践」

卒業生の主な進路 （抜粋）

就
職
デ
ー
タ

製造業　13%

運輸・通信業　15%

卸売業　2%

小売業　11%

金融・保険業　17%

サービス業

（情報サービス・広告・ホテルなど）　17%

公務　23%

非営利団体・宗教　2% 卸売業

小売業

金融・保険業

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

公務

非営利団体・宗教
製造業

運輸・通信業

（2024年度実績）
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複数形のArtsで表記される今日の芸術。音楽、演劇、絵画、映像など単体

で表現することもあれば、複数のジャンルがコラボレートして、新しい芸術ジャ

ンルを生み出すこともあります。芸術が社会でその力を発揮するためには、

芸術が市民に受け入れられなくてはなりません。芸術を生み出す芸術家の

ほかにも、芸術を学問的に研究する人、美術館や劇場など芸術組織の運営に

携わる人や、より広い視点から政治や経済の仕組みを考える人などが必要と

なります。芸術文化学科では、多角的な視野に立って芸術と芸術を支える社会

システムの両面を理解し、多様な分野で芸術の持つ力を社会に活かすことの

できる人材を養成します。

図書館司書

博物館学芸員

社会調査士

取得可能な資格

詳しくはP079をご覧ください。

今日の社会における芸術の可能性を求めて。

芸術文化学科文化政策学部
定員55名

静岡市清水文化会館マリナートでの実習 上原美術館での実習SUAC_033



SUACでは、他学科の授業も履修し、学びを広げながら地域の表現活動の場づくりに関わ

りました。大学と地域の距離が近い環境だからこそ、学びを実践につなげることができた

と感じています。現在はサントリーパブリシティサービスで経理業務を担当し、今後はホー

ル運営に携わる予定です。多様な人が芸術文化を楽しめる場をつくることが目標です。

SUACは挑戦の機会に恵まれた場所。興味のあることに挑戦し、可能性を広げてください。

佐藤 綾香芸術文化学科 卒業
サントリーパブリシティサービス株式会社

芸術文化の架け橋として、
多様な人々とつながる場をつくる。

政策とマネジメント

芸術文化学科の特徴

人文科学と社会科学を多角的に学ぶ、
充実したAAAE※カリキュラム

芸術文化学科は芸術や文化について多角的に学ぶことができる

学科です。芸術を主専攻としながらも政治・経済・経営・法律

等についても十分な理解を持とうとする学生、芸術について深

い知識を持ちつつ社会科学の知識を駆使できる専門家や官民の

政策プランナー等を志望する学生などを求めています。芸術文

化学科のプログラムは芸術運営教育者協議会（Association 

of Arts Administration Educators、AAAE）に正会員と

して加盟し、AAAEが定期的に策定するカリキュラムスタンダー

ドを参照しながら、芸術文化の分野におけるグローバルな人材

育成を目指しています。

●芸術文化政策の理論
●芸術文化政策の国際比較
●現代社会と芸術文化
●文化施設の管理と運営
●アートマネジメント
●文化財保護政策

文化と芸術
●文化と芸術
●音楽史
●演劇史
●美術史（西洋）
●美術史（日本・東洋）

●現代芸術論
●芸術特論
●鑑賞と批評

※AAAE（芸術運営教育者協議会）は、高等教育機関でアートマネジメン
ト教育に携わる関係者のネットワーク。アメリカにベースをおく非営利組
織で、1979年に創設されました。大学等のアートマネジメント教育プロ
グラムのカリキュラムスタンダードを定期的に策定・更新するなど、教育
の質を高めるための先進的な取り組みをしています。

◯芸術文化学科での学びの基礎は、高等学校の「地歴・公民」です。
◯「地理」で学ぶ地域文化と「歴史」で学ぶ文化史を深めるのが、美術史、音楽史、演劇
史等の科目です。

◯「倫理」で学ぶ思想や哲学が美学につながり、「公共」「政治・経済」の学びが「政策と
マネジメント」の科目群の基礎となります。

芸術運営の実践
●劇場プロデュース論
●展示プロデュース論　
●舞台運営論
●舞台技術論
●博物館実習

芸術・文化を
理解する

人文科学の視点から多様な芸術、文化のあ
りようについて学び、その諸相を探究します。
歴史的認識の醸成と、最新の知識の修得に
よって、豊かな芸術、文化の内容を理解し、
それらが現代に生きる私たちの感覚、意識
をどのように形づくっているかを考えます。

0 1
芸術を社会科学の
視点から学ぶ

人間の芸術活動を理解するためには、芸術
作品や芸術家について理解するだけでは不
十分です。芸術文化学科では、法学や経済
学等を基礎として、様々な制度・政策や国・
自治体・企業等による支援、そして芸術組
織等の経営について学びます。

0 2
2つの側面から
多角的に学ぶ

芸術文化学科では「文化と芸術」「政策とマ
ネジメント」というカリキュラムにおける2つ
の柱を設け、芸術や文化について人文科学と
社会科学の両面から学びます。加えて、実践
にも対応できる科目も開講し、理論と実践と
のバランスのとれたカリキュラムを用意してい
ます。入学定員55名に対し13名の専任教員
を擁し、きめ細かい少人数教育を行います。

0 3

卒業生の声

SUAC_034
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1年次 2年次 3年次 4年次

全 学 科目

学 部 科目

学 科 基 礎

専門 科目

演 習（ゼミ）・卒 業 論 文

4 年 間の 流 れ

◎芸術文化を多様な側面から
捉え、アカデミックな見方の
可能性を体感する。
◎1年次から多くの専門科目を
開講。
◎興味のある分野から、自分な
りの新しい視点を開拓する、大
学生としての学習をスタート。

芸術文化学科で学ぶ4年間

新しい視点の開拓
◎諸芸術に関する基礎理論の
充実。
◎芸術を支える様々な条件や
環境を、人文科学的な観点か
らだけでなく、社会科学的な
視点からも捉える力を養う。
◎「芸術文化基礎」で、自分が
これから関心を深めていく領域
と濃密に向き合い、確信を持っ
てアプローチする力を養う。

芸術を多角的に捉える
◎各自ゼミに所属し、自分が深
めようとする研究領域の手がか
りを見つけ、身につけた基礎知
識と研究方法を活用し、独自
の課題に取り組む。
◎「芸術特論」などで、より専
門的な知識や思考法を学びつ
つ、「芸術運営の実践」などの
科目群を積極的に活用しなが
ら、知識と実践を結びつける。

知識と実践力を身につける
◎卒業論文のテーマを決め、
論文の完成を目指す。
◎ゼミを通して培ってきた専門領
域の知識を深め、これまでに学
んだことを総動員して、大学生
活の集大成とする。

テーマを深化させる

「音楽史Ⅰ・Ⅱ」【1～4年次／専門科目】
私たちは、当たり前のようにピアノやギターの音楽を楽しんでいます
が、それはどのような道筋をたどってきたのでしょう。音楽史I・IIは、
これからの音楽文化を構想・創造するために、西洋や日本における
過去の音楽を丁寧に振り返り、再考することを目的としています。

音楽文化の歴史を振り返り、未来を創造する

カリキュラム一覧はP088以降をご覧ください。

「鑑賞と批評Ⅰ・Ⅱ」【3～4年次／専門科目】
実際に様々なジャンルの展覧会等に行き作品を観察することで、作品
についての基本的知識を学ぶとともに、どのように作品を見るか実体
験を通して修得します。その作品観察をもとに思考し記述する力を身
につけるため、見学後は毎回テーマを設定しレポートを作成します。

研究対象としての美術作品の見方を実地に学ぶ

「アートマネジメントA～C」【2～4年次／専門科目】
公共性を持つ芸術組織等のマネジメントであるアートマネジメントの
各論を学びます。芸術組織の特徴、および日本のそれらが持つ課
題を踏まえて、課題解決のために必要となる、より専門的な領域に
ついての理論的、実践的な知識を身につけます。

アートを運営する組織を取り巻く環境を学ぶ

「博物館実習」【３～４年次／資格科目】
１年生から養成課程で学んできた知識や理論を、実際の体験に落と
し込み、学芸員として働く実感を得てもらう科目です。学内での資料
の取り扱いや学外の館園実習を通して、学芸員として必要な技能を修
得し、卒業後に博物館で働く心構えを養うことを目的としています。

実地や実践で学ぶ学芸員養成課程の総仕上げ

■文化と芸術
■政策とマネジメント

■芸術運営の実践
博物館学芸員養成課程 博物館等で働く専門職である学芸員を養成する課程。履修

できるのは芸術文化学科の学生のみ。博物館法で定められ
た科目と本学が独自に設定した科目を4年間で履修。

開講科目例
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ゼミ（卒業研究演習一覧）

ゼミでは、美術作品をまず言葉で丁寧に

記述して、それから先行研究を調べて

同時代の資料にもふれ、モチーフの意味や

主題について考察します。さらに注文の

経緯や当初の設置場所などから、作品を

取り巻く環境について分析します。この

ような過程を経て、なぜその作品が生み

出され、どのように受容されたのかなど、

作品と文字資料から読み取れる情報を

客観的・歴史的に分析し、美術作品の意味

や社会との関わりについて考えます。

作品を言葉で表して
美術と歴史を紐解く

ゼミ紹介（一例）

藪田 淳子 講師
西洋美術史

ゼミ担当教 員の声

美術館で解説書を読んだことがきっかけで、

美術史に興味を持ちました。絵画の歴史

的背景や画家の思想を知ると、作品がより深

く理解できることに魅力を感じ、藪田ゼ

ミを選びました。現在は、ゲインズバラの《ブ

ルー・ボーイ》に焦点を当て、ファンシー・

ピクチャーというジャンルの研究を進めて

います。ゼミでは、文献の探し方や作品

分析の方法を学び、自分の疑問を深掘り

する力が身につきました。美術をさまざま

な視点で学べるのがSUACの魅力です。

一枚の絵から広がる、
時代と思想の物語を読み解く。

ゼミ生の声

文化・芸術活動を担う人々や団体を見る
担当教員 ： 高島知佐子 教授

文化・芸術活動を経営の視点から分析します。
フィールドワークを通して、現場の人々の工夫
や苦労を学術的に紐解きます。近現代社会に
関する文献を多読し、理論と現場から思考力・
分析力を身につけます。

現代芸術・視覚文化への理論的アプローチ
担当教員 ： 谷川真美 教授

多様な形態をみせる現代の芸術や、日常生活
をとりまく様々な視覚文化について、芸術の
歴史と思想を手がかりとしながらその本質に
ついて考え、私たちの生きる現代とはどういう
ものかを考えます。

演劇・劇場の学問は現場から生まれる
担当教員 ： 永井聡子 教授

演出理念、空間、運営のメカニズムを分析する
力を養います。帝国劇場、築地小劇場、東京
宝塚劇場が海外の演劇史と作品を革命的に
変えたように、観客が仕上げる演劇の本質を
理論と実践から探究します。

舞台芸術創造環境と地域社会に関する研究
担当教員 ： 佐藤良子 准教授

地域社会に息づく音楽や舞台芸術の姿を見据
えながら、それを取り巻く環境・制度について
フィールドワークを交えた質的調査によって
実態を把握し、政策との関わりを考察します。

現地調査を通じて音楽と社会に向き合う
担当教員 ： 梅田英春 教授

世界中の音楽は社会と深く関わっています。
ゼミ生は民族音楽学の基礎を学んだ後、国内
外で音楽に関するフィールドワークを一人で
行い、その成果をもとに音楽と社会のつな
がりについて考えます。

過去の音楽文化から「現代社会」を考える
担当教員 ： 奥中康人 教授

地方創生の掛け声のもとで―「B級グルメ」や
「ゆるキャラ」のように―音楽を利用するのは
もうウンザリ。身近な音楽に目を配り、文化
や芸術の枠組み自体を再考してゆくことを目的
としています。

残された美術作品に向き合う
担当教員 ： 片桐弥生 教授

日本美術史の基本的な研究方法を、実際に
作品をじっくり見て、研究論文などを読むこと
で身につけます。残された美術作品が制作
当時、何を意図して作られ享受されていたのか
を明らかにすることを目指します。

西洋の音楽文化・音楽と社会の関係を探る
担当教員 ： 上山典子 教授

西洋を中心とする音楽文化や、音楽と社会、
音楽と政治、音楽と戦争などをテーマに、
基本文献から最新の論文までを読み、議論を
重ねることで、知識と視野を広げていきます。

博物館・美術館の機能と役割を考える
担当教員 ： 田中裕二 准教授

コレクションを収集して収蔵庫で適切に保管、
調査研究した成果を展示するといった基本的
な機能がいま揺らいでいます。収集から公開・
活用方法の検証と博物館の社会的な役割に
ついて考えます。

劇作品を内（内容）と外（背景）から考える
担当教員 ： 稲山 玲 講師

戦後日本の劇作家たちが生み出した作品の
中から具体的な作品を取り上げ、そのテキスト、
演出を分析します。加えて、上演当時の社会
背景、制作環境を調査することで総合的に
作品を考察します。

西洋演劇の創造と国際演劇交流の研究
担当教員：田ノ口誠悟 講師

台詞劇、オペラ、バレエ、ミュージカルなど
西洋出自の舞台芸術の分析手法を学びます。
また、西洋演劇の日本における受容、海外戯曲
翻訳・翻案といった越境的な演劇文化の交流
についても考察します。

芸術文化を通して皆が憩える広場を創る
担当教員 ： 南田明美 講師

芸術文化を通して社会的弱者が声をあげや
すい場を創るには、どのような要素が必要な
のか。そもそも芸術文化の力とは何なのか。
質的調査を通して、それらの問いを追究して
いきます。

西洋の美術作品から美術と社会の関係を考える
担当教員 ： 藪田淳子 講師

西洋の美術作品が生み出された社会背景や
政治経済、各地域の文化交流に留意しながら、
西洋美術史の基礎を学びます。先行研究を整理
して作品分析を行い、美術と社会の関わりにつ
いて考えます。

3年次前期から始まるゼミナール（演習）では、共通の関心を持つ学生が集まり、毎週行われる
授業のほか、現場研修やフィールドワークが企画されるなど、専門的な少人数の授業が行われます。
担当教員が個別のアドバイスを行い、4年次には卒業論文の執筆に展開していきます。

森平 風花
芸術文化学科 3年
愛知県立半田東高等学校出身
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音楽の力を、

もっと多くの人に届けたい。

芸術文化学科 3年

在学生の声

私は鹿児島県の離島で育ち、幼い頃から音楽に親しんできました。

しかし、演奏会などを体験する機会は少なく、高校進学を機に

都市部へ移り住んでから、芸術が身近にある環境の素晴らしさを

実感しました。その経験から、都市だけでなく地方でも音楽を

身近に感じてもらえる環境を作りたいと考え、芸術文化学科への

進学を決めました。

大学では、美術史やアートマネジメントなどを学び、幅広い視点

から芸術を考える力を養いました。地域連携の授業では、音楽

フェスの事業運営に携わり、学んだ知識を実践に活かす機会を

得ました。また、サクソフォン奏者としてコンクールやリサイタル

に参加し、音楽の魅力を発信する活動も続けています。

演奏者としての視点と、文化を広める側としての視点。その両方

を活かし、将来は音楽をより多くの人に届けられる仕事に就きた

いと考えています。

高3のとき 音楽をより多くの人に届ける仕事を志し、芸術文化学科
を志望

1年次 美術史を学び、音楽以外の芸術分野にも関心を広げる

2年次 アートマネジメントを学び、文化政策や芸術支援の仕組み
を学ぶ

3年次 地域連携の授業で音楽フェスの事業運営に携わり、
実践的な学びを深める

芸術全般に興味があり、SUACなら幅広い分野を学べると考え

入学しました。1年次は美術史を中心に知識を深め、2年次には

アートマネジメントや文化政策を学びました。特に地域連携演習

では、磐田市で歴史的な広告「引き札」を活用したまちづくりを

提案し、芸術で地域活性化を学びました。

3年次にフランスのブルゴーニュ大学に4ヶ月留学し、ルーブル美

術館で作品鑑賞やフランスの文化政策を体感しました。4年次に

はアンリ・マティスの切り紙絵をテーマに卒業論文を執筆し、

少人数ゼミで意見交換しながら研究を進めています。

卒業後は長野県庁で政策に携わる予定です。芸術は観光、教育、

福祉など多様な分野と関わりがあり、その可能性を広げる仕事が

したいと考えています。SUACは興味を深めて将来につなげる

環境が整っており、自分の好きなことをとことん学びたい人に

ぴったりの大学です。

芸術を支える視点を学び、

行政の現場へ

有馬 和輝

高3のとき 絵画や音楽などの芸術全般に興味を持ち、
芸術文化学科を志望

1年次 美術史を中心に学び、知見を広げる

2年次 アートマネジメント系の授業を履修し、文化政策や芸術
支援の仕組みを学ぶ

3年次 フランスのブルゴーニュ大学CIEF（海外協定校）に
4ヶ月間留学し、美術館や文化政策の現場を体験

アンリ・マティスの切り紙絵をテーマに卒業研究を進める4年次

芸術文化学科 4年 大澤 佳子
長野県伊那弥生ヶ丘高等学校出身

鹿児島県立松陽高等学校出身
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公務

この授業では、芸術・文化を創造する「劇場」の歴史やメカニズムを押

さえます。劇場史やメカニズムの進化が、上演される舞台芸術作品のプ

ロデュ―ス方法に影響を与え、演劇、ミュージカル、ダンス作品の演出

理念は劇的世界を革命的に変えてきました。演劇人や劇場人の芸術理念

の理解を深めながら、劇場空間、劇場運営にどのように反映されている

のか。考える力、実行力を養うため、基礎から応用まで、社会での即戦

力を養うプログラムを組んでいます。教員が設定するテーマ（企画・プ

ロデュース）の下、専門的な環境の中で、実際にチームワークとしての

舞台制作の実践や劇場見学、劇場運営実習を行いながら、劇場から発信

することの意味を考察・体感していきます。

舞台芸術プロデュースの実践から劇場を考察・体感する

元警察署をリノベーションして開館した鴨江アートセンター。旧銀行協会

の建物を活かし映画関連事業を行う木下惠介記念館。2つの文化施設で

芸術家と市民に接しながら、美術、音楽、映像、演劇など、さまざまなジャ

ンルの事業を学ぶ地域連携演習のプログラムです。具体的には、アート

コーディネーターの仕事に触れながら、子供から高齢者まで多様な世代

を対象としたワークショップ、アーティスト・イン・レジデンス事業で滞在

する芸術家と市民の交流事業や展覧会などに運営者として参加します。

この過程を通して、事業を作ることの楽しさと難しさ、地域の文化施設の

役割を考えていきます。プログラムの発展として、2025年は学生が自主

企画し、ドキュメンタリー映画上映会を開催しました。

地域連携演習（鴨江アートセンター連携事業）
アートセンターで学び、実践する

静岡県庁（行政・警察行政）
長野県庁
静岡市役所

浜松市役所
豊橋市役所
田原市役所

製造業

スズキ（株）
（株）石舟庵
（有）春華堂

チャコット（株）
（株）デンソー
浜名湖電装（株）

金融・保険業

遠州中央農業協同組合
（株）静岡銀行
（株）常陽銀行

第一生命保険（株）
日本生命保険（相）
浜松磐田信用金庫

大学院進学

静岡大学
静岡文化芸術大学
成城大学

立命館大学
京都工芸繊維大学
愛媛大学

就
職
デ
ー
タ

建設業　2%
製造業　6%
電気・ガス・熱供給・水道業　4%
運輸・通信業　19%
卸売業　9%
小売業　19%

金融・保険業　2%
サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）　27%
公務　6%
非営利団体・宗教　6%

芸術文化学科の「知」と「実践」

卒業生の主な進路 （抜粋）

劇場プロデュース論

文化財団・民間劇場、美術館、指定管理者（企業）

実演団体、コンテンツ制作（舞台芸術・映像など）

学芸員資格関連
（株）エスピーエスたくみ
（株）共立ファシリティ・マネージメント
（株）ケイミックスパブリックビジネス
サントリーパブリシティサービス（株）
（株）シグマコミュニケーションズ
（株）博多座
（株）ヤタロー
（独）日本芸術文化振興会

（公財）静岡県文化財団
（公財）三重県文化振興事業団
（公財）静岡市文化振興財団
（公財）浜松市文化振興財団
（公財）横浜市芸術文化振興財団
（公財）名古屋市文化振興事業団
（公財）しまね文化振興財団
（公財）豊橋文化振興財団

（株）アリス館
（株）テレビ山梨
（株）SBSプロモーション
（株）キョードー東京
（株）静岡新聞社・静岡放送（株）
（株）宝塚舞台

人形劇団むすび座
（株）ピーエーシー
浜松ケーブルテレビ（株）
（株）若尾綜合舞台
（株）WOWOWプラス
（株）USEN-NEXT HOLDINGS

磐田市香りの博物館（学芸員）
小泉八雲記念館（学芸員）
（公財）平野美術館（学芸員）
（公財）日動美術財団（学芸員）
和光市役所（学芸員）
日本通運（株）関東美術品支店
（株）丹青ディスプレイ
（株）墨仁堂

（公財）豊田市文化振興財団 （一財）稲沢市文化振興財団

芸術文化に係る仕事

資生堂販売（株）
（株）ハンズ
ヤマハミュージック東海（株）

卸売・小売業

天方産業（株）
ネッツトヨタ静浜（株）
（株）安心堂

（株）TOKAIホールディングス
サーラエナジー（株）
（株）ラグーナテンボス

ガス・運輸・旅行業

遠州鉄道（株）
近畿日本鉄道（株）
中部国際空港旅客サービス（株）

（株）スペース
日本郵政（株）
LEGOLAND Japan（同）

サービス業・その他

（大）静岡大学（職員）
（大）東海国立大学機構（司書）
テレビ静岡システムクリエイツ（株）

建設業
製造業

電気・ガス・
熱供給・水道業

運輸・通信業

卸売業

小売業
金融・保険業

公務
非営利団体・宗教

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

（2024年度実績）
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文化政策学部 3学科内
国際文化学科／文化政策学科／芸術文化学科学科を横断する学び

世界の人々が魅力的な出会いを求めて旅する観光は、地球規模の持続可能な社会の実現に寄与しうると

いわれています。日本でも、地域の文化を新たに輝かせ、豊かな生活を生み出しうる大切な産業と

期待されます。いま求められるのは、文明という広い視野から観光の持つ創造力を捉える学問領域です。

本コースは、文明史の観点から観光を捉え、

持続しうる観光産業と多様な芸術・文化を融合できる人の育成を目指します。

名所・旧跡や食・温泉などの観光資源に加え、文化遺産や産業遺産、
芸術文化活動など、新しい観光資源の発掘を担える人材を育成します。

本コースは、文化政策学部の3学科すべての学生が履修することがで
きます。

文明観光学コース

開講科目例

「文明と観光」
担当教員：横山俊夫 学長　ほか
開講年次：1年次前期

文明観光学コースの基礎となる必修科目です。
まず「文明」と「観光」の概念が多様である
ことを示して、その上で、現代の世界や日本の
諸地域に望まれる「文明」を考えつつ、それに
かかわる「観光」という現象について考えます。

目指す人物像 コースの仕組み

新しい観光資源の発掘

浜松を中心として三遠南信地域で行うフィールドワークの体験を活か
し、地場産業や伝統文化を踏まえて、観光分野における地域活性化を
推進できる人材を育成します。

◎1年次のガイダンスで、カリキュラム（必修・選択科目、ゼミ選択など）
についての説明を受け、該当する科目を1～2年次の間に履修します。

◎2年次に、ゼミ説明会や面談などを経た上で、文明観光学ゼミを選
択します（一定の定員があります）。

◎3年次から、文明観光学コース専任教員によるゼミに所属し、卒業
研究の指導を受けます。

◎文明観光学コースを履修した学生には、文化政策学部各学科の卒業
証書に加え、文明観光学コースの修了証を授与します。

観光分野における地域活性化

実践的な外国語能力と文化・芸術分野の実務能力を備え、グローバル
な視野から地域の観光・文化に貢献できる人材を育成します。

グローバルな視野による貢献

「観光と地理」
担当教員：青木 健 教授
開講年次：2年次後期

自然環境と社会の関係を解く地理学の視点か
ら、観光について考えます。特に、異なる文
化圏の人々が交流し交易した日本の東海道、
ユーラシアのシルクロードなどの街道を取り
上げ、観光資源としての魅力を探ります。

「観光と社会」
担当教員：宮崎千穂 准教授
開講年次：1年次後期

古より今日に至るまで、人類は移動をし、生活
を営み、文明を築いてきました。観光現象は、
人類社会を映す鏡でもあります。本科目では、
さまざまな旅や観光の現象を通して、人類社会
のあり方について考えます。

コースの詳細は
公式Webサイトへ

写真 ： 静岡県観光協会
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所属学科の専門領域に加えて、さらに学びを広げる学科横断型プログラム。

テーマに沿ってまとめられた他学科の体系的な科目群を履修し、

物事を総合的・学際的に捉える視点を養います。

オプショナル・スタディーズ

所属する学科での専門的な学び ➕ 他学科科目を中心に構成されるプログラム コースの詳細は
公式Webサイトへ

文化政策学科

多文化共生プログラム
【例えばこんな人が対象】

●日本と世界の社会や文化に関心があり、
多様な価値観を身につけたい

●グローバルな視野を持ち、地域や世界で
活躍したい

●多文化共生に関連する研究に取り組みたい

科目例／多文化とエスニシティ、国際協力論、国
際労働力移動論、フェアトレード論　など

芸術文化学科
対象プログラム

外国語強化プログラム
【例えばこんな人が対象】

●外国語能力をさらに強化し、グローバル
社会で活躍したい

●多様な価値観に基づくコミュニケーション
能力を身につけ、世界の人々と交流したい

●外国語を用いて研究に取り組みたい

対象となる言語／英語、中国語、韓国語、フラン
ス語、イタリア語、ポルトガル語

国際文化学科

公共政策プログラム
【例えばこんな人が対象】

●国や地方自治体の政策について体系的な知
識を身につけたい

●公務員の業務についての学際的な知識を身に
つけたい

●政治・行政・法律などの視点から、海外の経
済や企業経営、非営利組織の運営等について
研究したい

芸術文化学科
対象プログラム

経済・経営プログラム
【例えばこんな人が対象】

●民間企業の経営や非営利組織の運営に必
要な知識を体系的に身につけたい

●経済学・経営学などの視点から、海外の
経済や企業経営、非営利組織の運営等に
ついて研究したい

科目例／NPO・NGO論、マーケティング論、グロー
バルビジネス論、社会統計分析　など

国際文化学科

芸術学プログラム
【例えばこんな人が対象】

●芸術を教養として幅広く身につけたい
●芸術文化（美術、音楽、演劇等）に関連
する研究に取り組みたい

科目例／音楽史、演劇史、美術史、現代芸術論、
イタリア文化史　など

文化政策学科
対象プログラム

科目例／経済学、行政学、地域福祉論、マスコミュ
ニケーション論、公共デザイン戦略　など
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教員紹介

国際文化学科

西洋史
教授／学科長

永井 敦子 NAGAI Atsuko

近世フランスの都市文
化を研究し、講義では
西洋近代文明にも触れ
ます。ゼミでは外国語
文献を使って西洋の歴
史と文化を考察します。

宗教学／
西アジア文明

教授

青木 健 AOKI Takeshi

古代オリエントからイ
スラーム期にかけての
西アジアの宗教を研究
しています。特に、古
代ペルシアのゾロアス
ター教が専門です。

韓国文化／韓国語
教授

林 在圭 LIM Jaegyu

専門は韓国文化・韓
国語で、特に日本や韓
国の村落社会を対象と
した伝統的・基層的
な生活文化を研究して
います。

英語教育
教授

学生が使える英語を
修得できるような支援
体制を整えていきま
す。学生自らの「やり
たい」という気持ちを
大切にしています。

専門はベトナム史で
す。20世紀初めのベ
トナムの民族運動を中
心に研究しています。
授業では、広く東南ア
ジアの歴史や社会を考
察します。

アメリカ等の教育学の
知見を我が国に「輸入
する」研究・教育活
動と我が国の教職実
践を「輸出する」活動
を行っています。

現代日本語、特に文法
の研究をしています。
日本語教員養成課程
に関わる授業を中心に
担当しています。

英語文学を研究し、
文学を通して英語への
好奇心を引き出し、コ
ミュニケーション能力
の向上を支援します。

青年期の有能感の特
徴と形成要因について
の研究と、青年期の
対人関係や職業選択
要因についての研究を
しています。

研究対象はイタリア
語・イタリア文化です。
ルネサンス期から近
現代に至る文化を個
人と国家との関わりか
ら考えていきます。

日本近世史、特に宗
教史・文化史が専門
です。ゼミでは近世
以降の史料読解を中
心に、身近な歴史・
文化・地域を考察して
いきます。

物語や伝説・信仰な
どが生まれる環境や風
土の研究をしています。
こだわりたいのはフィー
ルドワークによる感動
と実証です。

専門は日本近現代史
です。明治・大正・昭
和期の雑誌による思
想運動を、政治・メディ
ア・地域等に注目して
研究しています。

中国の格差問題、財
政制度について研究
しています。特に、経
済成長と格差の関係
に関心があります。

第二言語（外国語）習
得のメカニズムを、理
論言語学に基づいて調
べています。また、外
国語の学習方法につい
ても研究しています。

この学問の魅力はなん
といってもフィールド
ワーク。他者との出会
いを通じて、自分の常
識や価値観をアップ
デートしてみませんか。

東アジア国際関係が
円滑でない今日、多民
族社会の中国など周辺
地域と共に逞しく生き
る知恵について一緒に
考えていきたいです。

異質な存在を排除する
のではなく、異なるも
のが混ざり合う中で生
じる摩擦を原動力に、
新しい価値を共創する
方策を考えましょう。

主に「アゼルバイジャ
ン人」等の民族形成の
過程を研究しています。
ゼミでは内外の文献を
通して近代以降の中東
について考えます。

フランスで始まった
シュルレアリスム運動
について、またシュル
レアリスム以降の視覚
文化について研究をし
ています。

主としてEU（欧州連
合）を事例とした地域
統合や、ポルトガルを
中心とした南欧諸国
の政治外交について
研究しています。

東南アジア史
教授

岡田 建志 OKADA Takeshi

教職実践学／
アメリカ教育学

教授

倉本 哲男 KURAMOTO Tetsuo

日本語学
教授

佐野 由紀子 SANO Yukiko

英語教育/
英語文学

教授

Jack RYAN

教育心理学／
発達心理学

教授

高木 邦子 TAKAGI Kuniko

イタリア語／
イタリア文化

教授

武田 好 TAKEDA Yoshimi

日本史／文化史
教授

西田 かほる NISHIDA Kaoru

日本文学／伝承文学
教授

二本松 康宏 NIHONMATSU Yasuhiro

日本近現代史
教授

水谷 悟 MIZUTANI Satoru

中国経済／
開発経済学

教授

兪 嶸 YU Rong

第二言語習得／
心理言語学／英語教育

教授

横田 秀樹 YOKOTA Hideki

文化人類学
准教授

内尾 太一 UCHIO Taichi

中国文化社会／東アジア
国際関係／言語社会学

准教授

崔 学松 CUI Xuesong

国際的な人の移動
研究／多文化共生

准教授

佐伯 康考 SAEKI Yasutaka

中東北部と旧ソ連の
境界地域史

准教授

徳増 克己 TOKUMASU Katsumi

フランス文学／
視覚文化論

准教授

中田 健太郎 NAKATA Kentaro

国際関係論
准教授

西脇 靖洋 NISHIWAKI Yasuhiro

Edward Pearse SARICH

途上国のセーフティ・
ネット構築に向けて研
究・実践に取り組んで
います。国内外の社会
課題解決に向けて一緒
に探究をしましょう。

国際開発／
地域研究（アジア）

准教授

石坂 貴美 ISHIZAKA Takami

フェアトレードや観光
を切り口に、開発途上
国の貧困や環境問題を
研究しています。現場
の視点から「地域の発
展」を考えましょう。

開発人類学／
環境と開発

准教授

武田 淳 TAKEDA Jun

主にユーラシアにおけ
る医・薬・食の歴史を
研究しています。授業
では文化の保存・継
承をめぐる問題につい
ても考えていきます。

旅と病の歴史／
日本とシルクロード

准教授

宮崎 千穂 MIYAZAKI Chiho

専門は日本語教育で
す。多文化社会の町
である浜松、そして国
際社会に貢献できる
日本語教育者の育成
に取り組んでいます。

日本語教育
准教授

福永 達士 FUKUNAGA Tatsushi
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文化政策学科 芸術文化学科

社会経済史／
産業史

教授／学科長

四方田 雅史 YOMODA Masafumi

日本やアジアに存在
する産業やその産地
が現在の状況に至っ
た過程や原因につい
て、戦前まで歴史を
遡って研究しています。

文化社会学／
メディア論

教授

加藤 裕治 KATO Yuji

メディアを通して形成
される文化が社会に
与える影響について、
マスメディアの歴史
的研究の立場から考
察しています。

アートマネジメント／
経営学

教授／学科長

高島 知佐子 TAKASHIMA Chisako UMEDA Hideharu

文化芸術団体はどう
やって活動を継続、
発展させているのか。
活動を担う人々、それ
を支える組織や産業
に着目し研究をしてい
ます。

音楽学

教授／文化政策
学部長

アジア各地の音楽を研
究しています。授業で
は、普段聞き慣れな
い音楽を通して、音楽
と社会の関係について
考えます。

人間が社会の中で、何
をどのように感じ、考
え、行動し、発達する
のかについて、心理学
的に研究しています。

複占・寡占市場での
企業間の競争や取引
について、その仕組み
を数理的に解明する
研究をしています。

専門は近現代日本の
音楽史。特に日本に外
国音楽が流入すること
によって生じる文化変
容や土着化現象につい
て研究しています。

私たちの祖先が創り出
してきた美術作品には
何が求められていたの
か、その歴史的位置
づけを明らかにしつつ、
探っていきます。

経営戦略・組 織 論、
経年的視点から、特
に老舗企業や地場産
業の存続と衰退につい
て、国際比較も含め
研究しています。

行政機関が有効に機
能するための仕組みの
あり方や、政策の評
価について研究してい
ます。

専門は西洋の音楽史
や文化研究で、音楽
が社会の中でどのよう
に生み出され、受容さ
れていくのかに関心が
あります。

現代の芸術現象を手が
かりに、私たちが生き
ているこの時代に関わ
る思想や世界のありよ
うを研究しています。

西洋と日本の演劇・劇
場史と舞台芸術の現場
を基礎に理論を研究。
劇場プロデュースにお
ける舞台芸術と観客の
可能性を探ります。

音楽や舞台芸術などの
活動を持続可能なもの
とするための政策や地
域社会との関わりにつ
いて研究しています。

博物館の運営や近現
代の企業による芸術支
援について研究してい
ます。学科では博物
館学芸員の資格課程
も担当しています。

専門は現代日本演劇
です。「王権表象」を
キーワードに戦後日本
の劇作家たちが生み出
した作品を研究してい
ます。

西洋演劇史を研究して
います。台詞劇、バレ
エ、オペラなど、欧米
の舞台芸術が持つ深く
多様性に富んだ魅力を
一緒に学びましょう。

社会的弱者に寄り添った
芸術文化活動について、
日本とシンガポールを比
較しながら研究していま
す。「理論と現場の往復」
を大切にしています。

心理学
教授

小杉 大輔 KOSUGI Daisuke

応用ミクロ経済学／
産業組織論

教授

鈴木 浩孝 SUZUKI Hirotaka

音楽学
教授

奥中 康人 OKUNAKA Yasuto KATAGIRI Yayoi

日本美術史
教授

片桐 弥生

経営学／経営戦略論／
経営組織論

教授

曽根 秀一 SONE Hidekazu

行政学／
政策評価・行政評価

教授

田中 啓 TANAKA Hiraki

西洋音楽史

教授／大学院文化
政策研究科長

上山 典子 KAMIYAMA Noriko

現代美術／芸術学
教授／副学長

谷川 真美 TANIGAWA Mami

演劇・劇場史／
劇場プロデュース論

教授

永井 聡子 NAGAI Satoko

舞台芸術政策論／
地域文化振興論

准教授

佐藤 良子 SATO Yoshiko

博物館学／
日本近代史

准教授

田中 裕二 TANAKA Yuji

演劇学／
現代日本演劇

講師

稲山 玲 INAYAMA Rei

演劇学／
西洋演劇史

講師

田ノ口 誠悟 TANOKUCHI Seigo

芸術社会学／アートマネ
ジメント／文化政策論

講師

南田 明美 MINAMIDA Akemi

梅田 英春

西洋美術史を研究して
います。美術を通して、
様々な時代や国の文化
や考え方を学んでみま
せんか。

西洋美術史
講師

藪田 淳子 YABUTA Junko

AI技術などを用いて資
源循環、温暖化、情報
関連を研究しています。
パソコンを動かし社会
の諸課題への解決策を
一緒に探究しましょう。

廃棄物/エネルギー/
地球温暖化/情報学

講師

叢 日超 CONG Richao 

公共図書館はなぜ無
料なのか、を考えるた
めに、外国の図書館史
や児童サービス、特にユ
ニバーサルデザイン絵
本を研究テーマとして
います。

図書館情報学
教授

林 左和子 HAYASHI Sawako

都市・地域の計画や
経営、まちづくりにつ
いて、個性的で魅力あ
る都市、持続可能な
都市を意識しつつ、研
究しています。

都市・地域計画／
まちづくり／創造都市

教授

藤井 康幸 FUJII Yasuyuki

農山村は人口減少や
高齢化が進んでいま
す。このような地域の
存続可能性を「社会
学」の立場から研究し
ています。

家族形成や就業といっ
たライフコースと政策
や福祉制度との関係に
ついて研究しています。

制度に包摂されない病
者・障害者の問題や、
ある種の人々の排除を
促進させる社会的振り
分けのプロセスについ
て研究しています。

社会学／地域社会学
教授

舩戸 修一 FUNATO Shuichi

女性のライフコース／
政策／地域福祉

准教授

小林 淑恵 KOBAYASHI Yoshie

医療社会学／
福祉社会論

准教授

野島 那津子 NOJIMA Natsuko

製造業や小売業のマー
ケティング戦略につい
て研究しています。こ
れからの市場創造のあ
り方を共に学んでいき
ましょう。

法規制の、市民の行動を
縛るだけではなく、国家
と市場との関係を整備
し、価値や情報を生み出
す社会的機能や可能性に
ついて、考えています。

経営学／
マーケティング論

特任教授

森山 一郎 MORIYAMA Ichiro

国法学（行政法・憲法）
／ドイツ法

准教授

塩見 佳也 SHIOMI Yoshinari
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社会でのデザインの役割を考える

デザイン学科

「人と□」の、より良い関係を考え、提案し、創造する
時代とともに変化する人間や文化の多様性を視野に入れ、すべての人に公平でやさしい
デザインによる新しい文化・人間社会の創造を通じて、地域社会の発展や文化の
向上に貢献し、国際的に活躍できる人材を育成します。
４年間の学びにおいて、人と人、人と技術、人と環境、人と情報とのより良い関係を
考え、創造を支える技術と美的感覚を養い、時代に則した生活文化をつくり上げていく
デザイン活動の素養を磨いていきます。

デザイナーとして基礎となる色彩やデッサン、デザインを取り巻く文化や歴史、社会でデザイ
ンが果たす役割などを学び「デザインする」ことを多角的に理解した上で、より良い提案やそ
れを表現するスキルを習得します。

造形基礎力→ 応用的造形技法の修得というステップを重視
専門科目に先立つデザインに必要なべーシックな技法として、様々な素材や加工法などについ
て基本を広く学びます。これらの実践的な知識があってこそ、新しく機能的な提案を生み出す
ことができます。「基礎造形（平面／立体）」では、デザイナーの創造を支える、モノを見る力、
成り立ちを理解する力を養います。

充実した工房群で自由な創作活動
様々なデザインを具現化することのできるクレイモデル室・塗装乾燥室・撮影スタジオおよび各
種素材（木材・金属・プラスティック・ガラスなど）が加工できる造形系工房が完備されています。
また、CG制作やデジタル合成などを行うグラフィックWS室やマルチメディア室の情報系工房、
3Dプリンターやレーザーカッターを備え、デジタルファブリケーションに対応した工作室などの
実験系工房なども充実しています。これらの多彩な工房群と過ごす4年間は造形の力を伸ばすの
に絶好の環境です。

デザイン学部
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現在、社会の中でのデザインを取り巻く環境は大きな変化を見せています。かつてのように専
門分野の知識や技術さえあれば通用するという状況ではなくなりつつあります。もちろん専門
的なノウハウが必要なことは言うまでもありません。ただそれだけではなく、デザインのプロセ
スにおいて多角的な視点で市場動向を分析したり領域を越境してユニークなコンセプトを立案
するなど、いわゆる「考える力」が求められています。この柔軟なデザインの思考力はさまざ
まな分野の内容を総合的に学ぶことで養われると考えます。本学のデザイン学部は１学科制で
す。その利点を活かし下記の３つの系にまたがる広範囲で専門性に富んだカリキュラムを用意し
ています。学生たちはそれぞれの進路を踏まえながら必要な科目を分野にとらわれることなく
横断的に履修し、幅広く深い学びを獲得することができます。

デザイン学部は３つの系※を横断し、より広く、より深い学びへ

デザイン学科で
取得可能な資格

※詳しくは P080 へ

※図の3つの系とは、デザイン学科で学ぶなかでの進路を踏まえた目指していく方向性をイメージしたものです。

グラフィックデザイン

イラストレーション
アニメーション

3DCG

映像デザイン

XR・ゲームデザイン

コミュニケーションデザイン

パッケージデザイン

商品計画

プロダクトデザイン

テキスタイルデザイン

木漆芸・金属工芸
伝統工芸

伝統建築

建築・都市デザイン

エンジニアリングデザイン
（環境・設備・構造）

空間デザイン
（インテリア・ディスプレイ）

インタラクションデザイン

Web・
情報デザイン

広告デザイン

デザイン学部
デザイン学科

UI・UXデザイン

◆一級・二級建築士 木造建築士試験 受験資格　◆社会調査士
◆インテリアプランナー登録資格
◆商業施設士補資格（認定校）

メディア系

建築・環境系 匠・プロダクト系
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基礎教育から進路までのイメージ

知識を修得する

技術を身につける

人にやさしいデザインを理解する

専門性を段階的に深める

幅広いデザイン知識と技術の修得 希望と適性をふまえた方向性の選択

択
選
を
性
向
方
の
び
学

デザイン学部 定員110名

１年次前期～ １年次後期～2年次前期

社会が求める統合的かつ多様なデザイン力を涵養するため、幅広いデザイン領域に共通する概念や理論、現
代のデザインへ繋がる歴史やデザインを取り巻く社会環境に関する知識、および国際的なデザイン活動を支
える留意事項などを多彩な科目群より学びます。

豊かな感性と想像力を備えたデザイナーとして社会で活躍するために、自分の発想を平面や立体に的確に表
現するなど、デザイナーに必要とされる顧客や社会とコミュニケーションを図る手法を身につけます。また演
習を主体とした科目群より新たなアイデアの創造に繋がる造形について学びます。

SUACのデザイン教育・研究の基調となるのは、文化・能力・年齢・性別などの違いに関わらず全ての人に
公平でやさしいデザインを目指すという理念です。あらゆる立場の人を含むインクルーシブデザインの考え方
を理解し、社会の中で幅広く実践できる能力を養います。

1年次後期から２年次前期において、３つの系の方向性を意識した科目群によって段階的に専門性を深めてい
くカリキュラムが設定されています。専門的な知識や造形技法を修得し実践できる力を養います。

１年次から２年次前期までの期間、必修科目や選択必修科目
を中心に幅広くデザインの基礎を学びます。特に各分野の概
論を履修することで３つの系の特性を理解し学生それぞれが
自分の進路の方向性をイメージすることが重要です。

デザインの基礎を身につけながらデザイン分野の多様さや選
択肢の幅広さを認識します。その上で、自らの興味と適性を
ふまえつつ希望する進路を見定め、軸足を３つの系のどこに置
くかを判断し、専門科目を履修します。

デザイン学科

基礎的な学び

４年間の学びの特長
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匠・プロダクト系

メディア系

建築・環境系

●プロダクトデザイン
●工芸・造形デザイン

●グラフィック・コミュニケーション
●映像・メディアコンテンツ

●建築
●インテリア・空間デザイン

横
断
的
な
学
び

卒
業
研
究
・
制
作

3つの系を横断する専門的な学び 多様な活躍の場
専門的な学びに繋がる多彩な内容が学科専門科目として配置
されています。これらの科目には各系の区分が設けられてい
るわけではなく、学生はそれぞれの進路を意識しながら必要
な科目を横断的に履修し幅広く深い学びを獲得できます。

現代の社会状況において、デザインを総合的に捉える力を専門分
野の実践の中で活かす機会は増えています。各分野のデザイナー
という職業を主体として、企業や官公庁など４年間の学びで培わ
れた力を活かすことのできる多様な活躍の場が待っています。

3年次前期年次後期 4年次前期3年次後期 4年次後期

  

卒業研究・制作と
ゼミについて

３年次後期から担当教員（ゼミ）を選択し、

少人数による活動の中で卒業研究・制作に繋

がる専門分野の知識や技能を深化させます。

デザイン学科の
Webサイトのご案内

教員や在学生・卒業生の作品をポート
フォリオ形式で見ることができます。

横
断
的
な
学
び

卒
業
研
究
・
制
作

■プロダクトデザイナー

■Webデザイナー

■エディトリアルデザイナー

■グラフィックデザイナー

■ゲームデザイナー

■インターフェイスデザイナー

■商品企画などのプランナー

■デザインディレクター

■CGデザイナー

■家具デザイナー

■インテリアプランナー

■一級・二級建築士

■木造建築士

■商業施設士

■公務員

■伝統工芸作家

■大学院進学

進 路 （例）

専門的な学び

～2
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人の多様性やさまざまな事例を通して「UD／インクルーシブデザイ

ン」の基礎的な知識を体系的に学び、理解を深めるとともに、両学

部の学生が、各々のフィー

ルドで「誰もが自立した生

活や社会参加できるデザイ

ン」について考える力を身

につけます。

デザイン思考は、デザインプロセスにおける思考方法の一つです。

建築やプロダクト、サービスと多岐に渡るデザイン領域で活用され、

ユーザー視点を軸としてアイ

デアを導き出すことを手助け

します。この授業ではデザイ

ンの基本的な思考法として理

解し、実践に用いることを目

指しています。

人間にとってよりよいモノや空間をデザインする際に必要となる人間

工学の考え方や測定の方法について学びます。既存の道具や家具、

空間、表示などの事例を通して、分かりやすさや使いやすさを実現

するための考え方に

ついて理解を深める

授業です。

異なる特性を持つ人と共に行動し、観察、分析、ディスカッション

を通して、日常生活における課題を提起し、解決策を考えます。「人

の感覚や機能の多様性と可能性」を体得することにより、ユニバー

サルデザインの本質的な

理解が深まります。

基礎的な学びから多彩な専門科目へ展開するカリキュラム

基礎的な学び…デザインとは何かを考える

必修科目・選択必修科目例

開講科目例

ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論 デザイン思考

人間工学 ユニバーサルデザイン演習Ⅱ

デザイン学科では１年次から必修科目や選択基礎科目（基礎理論／基礎演習）を設定し
デザイナーとして習得すべき総合的な基礎を学びます。そこで身につけた知識や技術が
素養の軸となり、その後の学生の進路に対応した多彩な専門科目の履修に活かされ
ます。また、３年次の「専門横断演習」では、異なる専門分野の教員が恊働で教育
指導を行い、実社会に展開可能なサービス、製品、体験を含めた横断的なデザイン
提案に取り組みます。

●デザイン概論　●基礎造形（平面／立体）　●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論　
●プロダクトデザイン概論　●匠造形概論　●グラフィックデザイン概論　●映像構成論　●建築デザイン論
●視覚表現演習　●写真撮影技法　●プログラミング基礎演習　●素材基礎演習　●専門横断演習

学科専門科目

げ
上
み
積
の
礎
基

デザインの基本は気づいて考えることです。デザイン学部では芸術的感性だけではなく、
歴史・文化・科学の知識を活かしながら身近な暮らしや社会の中に問題を発見する力を重
視します。どのようなモノやコトがあればその問題が解決できるのかを１学科制の利点に
よって培われた総合的な思考で論理的かつ実証的に考え、さまざまな知恵やアイデアを結
い合わせ解決策の実現を目指します。このプロセスを通して、デザイン論や手法を具体的
に理解しながら社会の幅広い分野の中でデザインの役割を拡張できる人材を育成します。

■開講年次・・・1年次後期 ■開講年次・・・1年次後期

■開講年次・・・2年次前期 ■開講年次・・・2年次後期
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メディア系

建築・環境系 匠・プロダクト系

映像基礎演習

テキスタイル概論

ファニチャー
デザイン

環境計画

建築設計演習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

空間演出演習
Ⅰ・Ⅱ

インテリアデザイン論

専門分野を中心にしながら幅広く知見や技術を養う横断的な科目履修
３つの系にまたがる横断的な科目履修が可能となるカリキュラムによって、学生はそれぞれの進路を
意識しながら専門分野を中心に幅広く深い学びを獲得することができます。

横断的な科目履修例 学修度合
大 小

メディア系

建築・環境系 匠・プロダクト系

横断的履修のイメージ例

パッケージデザイン
に取り組んでみたい！

絵本・
イラストレーション演習

グラフィック
デザイン演習Ⅰ・Ⅱ

パッケージ
デザイン演習

素材加工演習
図学・製図

匠・プロダクト系の科目履修に重点を置き、素

材や構造などパッケージの道具的機能について

学ぶ。またメディア系の科目も履修し、色彩や

文字、レイアウトなどパッケージの情報的機能

についても学ぶ。

横断的履修のイメージ例

インテリアデザイン
に取り組んでみたい！

建築・環境系の科目履修に重点を置き、建築

的な内観設計や構造、設備について学ぶ。ま

たメディア系の科目で映像演出の手法などにつ

いて学ぶ。

横断的履修のイメージ例

UI・UXデザイン
に取り組んでみたい！

メディア系と匠・プロダクト系の両方の科目履

修に重点を置く。前者ではインターフェイスや

インフォグラフィックなどデジタルコンテンツ制

作の基本を学ぶ。後者ではUI・UXのプロダク

トデザインへの展開について学ぶ。

メディア系

建築・環境系 匠・プロダクト系

グラフィックデザイン
演習Ⅰ・Ⅱ

ウェブデザイン

習演ンイザデXU・IU プロダクト
デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

ユーザー
インターフェース
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プロダクトデザイン

工芸・造形デザイン

基礎的な学び

1年次ピックアップ科目
匠造形概論

1年次ピックアップ科目
プロダクトデザイン概論

プロダクトデザインでは、産業活動を通してより良い社会と
心豊かな暮らしを実現するための製品やサービスを具現化し
ます。社会を構成するさまざまな人々に魅力ある価値をデザ
インするために、そのプロセスでは、環境・社会、何よりも
人間について深く考える力が必要であり、具現化のためには、
外観を含めた機能・分かりやすさ・使いやすさを実現する力
が必要です。人間工学やマーケティングなどの講義の他に、
自ら検証しながら製品をデザインする演習や課題解決のため
の各種プロジェクトを通して、こうした能力を身につけます。

デザインにおいて、素材選びや加工方法を考えて形にするこ
とは、とても重要なことです。古来より我々の生活には、木、
土、繊維、金属などのさまざまな素材が用いられてきました。
そして長い歴史の中で発展を遂げ、今日では「工芸」という
分野が確立され、職人の手業による精度の高いものづくりが
海外からも注目を浴びています。本学では日本の伝統的な
技法、道具の扱い方などについて学び、手仕事を通して各素
材についての理解を深めます。理論と実践の両輪で、社会
に還元できる新しいデザインを考えていきます。

プロダクトデザインを学ぶ上での基礎知識習得を目標に、社
会や市場、素材や加工技術とプロダクトデザインの関係性に
ついて理解し、デザインを具現化するプロセスで必要なデザ
イナーが身につけるべき技能・技術などについても、さまざ
まな分野の具体的事例を通して学びます。

本講義では、造形芸術への理解を深め、現代社会における
造形芸術のあり方を学ぶことを目的として、特に工芸技法に
よる造形作品とその作家を具体例に、造形表現に伴う技術
および技法と素材から見る特性に焦点を当てます。また、
建築空間や総合芸術などに見られる造形芸術を概説します。

● デザイン概論
● 基礎造形(平面／立体)
● ユニバーサル／
　 インクルーシブデザイン概論
● プロダクトデザイン概論
● 映像構成論
● グラフィックデザイン概論
● 建築デザイン論
● 匠造形概論
● 視覚表現演習
● 写真撮影技法
● 素材基礎演習
● プログラミング基礎演習

匠・プロダクト系 TAKUMI DESIGN & PRODUCT DESIGN
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パッケージデザイン演習

2年次ピックアップ科目
プロダクトデザイン演習Ⅰ

手で持って使う機器を題材に製品デザイン開発の入門
的なプロセスを体験し、プロダクトデザイン開発に必
要な知識とスキルを習得します。モデリングの過程に
おいては、使いやすさの検証とともに、形状や素材の
組み合わせによる審美性を追求します。

内容物の保護・保持・イメージ伝達などのパッケージデザ
インに必要な特性について学びます。ブランディングを含
めた総合的な表現・演出をテーマとして課題制作に取り組
むことにより、形・構造・素材・色彩・構成について理解
を深め、パッケージデザインの応用的手法を習得します。

デザインにおいて、さまざまな素材への理解は欠かせま
せん。素材加工演習では、私たちが日常生活において
欠かすことのできない身近な素材を用いて、専門的な知
識と加工技法を学ぶとともに、その素材や技法の魅力
を発見し、新たなデザイン提案に結びつけていきます。

匠造形演習では工芸分野における、さらに専門的な技
法について学びます。各専門工房で、より高度な造形
力を習得し、伝統技法についての理解を深めます。さ
まざまな技法に関する特色を知り、手仕事を通して、
日本独自の新たなデザインの展開を模索していきます。

2年次ピックアップ科目

素材加工演習
2年次ピックアップ科目

匠造形演習
2年次ピックアップ科目

学生作品紹介

2024年度卒 吉田妃那／グっ、バっ、ファサっ。（プロダクト）

2024年度卒 串田こころ／INASA MILK STAND（ブランディング）

2024年度卒 巣山悠斗 北原大裕 関根珠音／新たなモビリティブランドの立ち上げ及び
製品の考案（モビリティデザイン、3Dアニメーション）

2024年度卒 鈴木ひかる／返照（テキスタイルアート）

2023年度卒 大平聖羽／寄り添ううつわ（陶芸・ろくろ成形）

2024年度卒 清水彩月／春彩の理想論（タペストリー）
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基礎的な学び

1年次ピックアップ科目
視覚表現演習

2年次ピックアップ科目
サウンドデザイン

● デザイン概論
● 基礎造形(平面／立体)
● ユニバーサル／
　 インクルーシブデザイン概論
● プロダクトデザイン概論
● 映像構成論
● グラフィックデザイン概論
● 建築デザイン論
● 匠造形概論
● 視覚表現演習
● 写真撮影技法
● 素材基礎演習
● プログラミング基礎演習

グラフィック・コミュニケーション

映像・メディアコンテンツ

私たちは日々、無数の情報に囲まれ、他者とコミュニケー
ションを取りながら生活しています。そのような時代に、
情報の本質を正確かつ分かりやすく表現し、適切に伝える
能力はとても重要です。印刷やWebなどの多様なメディアへ
の理解を深め、さらに情報を視覚的に表現するグラフィック
デザインの技術を身につけます。広告、パッケージ、イラスト
レーション、エディトリアル、ブランディングなど、さまざま
なデザイン実務に繋がる講義と演習に取り組み、理解と共感
を呼び起こすビジュアル・コミュニケーションのデザイン能力
を習得します。

現代のメディアデザインの中核をなす、映像制作のためのさま
ざまな手法を体系的に学びます。アニメーションの基礎から
CGや実写撮影、画像合成など、多彩な映像作成技法の演習
を通して、ユニークで質の高い映像コンテンツを生み出す表現
力を養います。また、現代ではテクノロジーを活用した「新た
な体験・経験」を生み出すデジタルコンテンツの分野に拡張さ
れ、インタラクションデザインを中核とした学びや現代アート
からインスタレーション、ゲームの技術や知識を身につけ、感
性を生かしたエンターテイメントの創作の可能性を学びます。

グラフィックデザインをはじめ、さまざまなデザイン分野で
活用可能な視覚表現の基礎を学びます。文字やシンボルマー
クなどをデザインする上での基本的な考え方を理解し、課
題制作を通じて表現技術を身につけます。視覚表現を専門
とする複数の教員によるオムニバス形式の授業です。

サウンドデザインは音楽制作に始まり、映像制作、ゲーム、
ライブパフォーマンスからサウンドアートまで、幅広い分野
にわたります。音楽だけではなく、言葉、環境音、ゲーム
のサウンドエフェクトなど、多岐にわたるサウンドのデザイン
を学びます。

メディア系 MEDIA DESIGN
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第三者にメッセージを伝えるビジュアル・プロモーショ
ンをテーマとして複数のデザイン成果物を制作し、グ
ラフィックデザインの実践的な能力を高めます。「何の
ために」「誰に」「何を」伝えるかという目的性を踏ま
えた表現を追求し、グラフィックデザイン本来の役割
について体験的に学習します。

2年次ピックアップ科目
グラフィックデザイン演習 II

2年次ピックアップ科目
絵本・イラストレーション演習

2年次ピックアップ科目
3DCG演習 II

3年次ピックアップ科目
エンターテイメントデザイン

学生作品紹介

「ことばと絵によって物語る生き物」である絵本と、イラスト
レーションについての専門的な知識と技術を身につけます。
優れた作品表現を観察して、色彩・かたちとコンテクスト・
構造・物語などとの関係を理解し、イラストレーションおよ
び絵本の制作を通して表現力・構成力・統合力を養います。

3DCGの作業工程であるモデリング、アニメーション、
レンダリングを学びながらキャラクターデザイン、カメラ
ワーク、ライティングなどの専門分野も網羅的に学びま
す。3DCG制作のツールの習得だけではなく、3DCGの
表現力も高めていきます。

五感を刺激するエンターテイメントシステムを題材に、
未来のコミュニケーションメディアのあり方を考察します。
メディアアート、映像、ゲーム、Web、広告、マンガな
どのデザインの現場で展開する最新の事例を学び、自ら
創り出すための方法について学びます。

2023年度卒　鈴木志歩／ねこたび日記（フォトエッセイ・ポスターデザイン）

2022年度卒 伊藤大希／賢者（手描きイラストレーション）

2024年度卒 柿山いづる／未知とは、（パペットアニメーション、手書きアニメーション）

2024年度卒 杉本日菜／自分自信（3DCGアニメーション） 

2022年度卒 安藤萌／森のかくれんぼ（AR絵本）

2023年度卒　佐々木健輔／YAHIRADE（音楽ゲームインスタレーション）
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基礎的な学び

1年次ピックアップ科目
建築デザイン論

1年次ピックアップ科目
空間デザイン

● デザイン概論
● 基礎造形(平面／立体)
● ユニバーサル／
　 インクルーシブデザイン概論
● プロダクトデザイン概論
● 映像構成論
● グラフィックデザイン概論
● 建築デザイン論
● 匠造形概論
● 視覚表現演習
● 写真撮影技法
● 素材基礎演習
● プログラミング基礎演習

建築

インテリア・空間デザイン

一般に「建築」は、一つひとつの「建物」を指すと思われ
るかもしれませんが、本来「建築」は、人々が安心して生活
できる空間を作り出すプロセスや、その結果生み出される空
間や環境を含んだ概念です。この「建築」という概念に基
づき、建築・都市・ランドスケープなどを対象に、環境デザ
インやエンジニアリングデザインなどのデザイン理念を重ね、
社会のニーズに対応することを学びます。必要な科目の履修
により、一級・二級建築士、木造建築士の受験資格が得ら
れます。またインテリアプランナー、商業施設士の資格に
挑戦する学生もいます。

私たちの暮らしは空間の中で営まれています。空間を学び知
ることは、自宅や学校、職場、商業施設、公園など実在する
場あるいは場面で、生活の質を向上させていく手がかりとな
るものです。また今日、ICTの進展に伴い登場したメタバース
やインターネット上の仮想空間についての取組みも盛んに行
われ、こうした新たな空間領域も学びの対象とします。「イン
テリア・空間デザイン」は、概論、歴史的背景、専門知識、
空間演出方法などを幅広く修得することはもとより、インテリ
ア・空間デザイン関連の実務を意識した実践演習を行います。

建築デザインの実現に関わる要素、技術、およびそれらの
背景となる思想について学び、建築デザインへの理解を深め
ます。近代から現代を中心とした具体的事例を対象として、
周辺環境との関わりや構造形式、機能との関係など、多様
な視点からの分析を通して学習します。

「空間をデザインする」ことは自然や人間社会に対してどのよ
うな役割を担っているのか、その楽しさや重要性を学びます。
空間デザインを理解することによって、空間は生活の中のさま
ざまな時間を創造してくれることに気づき、その要因の歴史
的背景や現代における表現手法を読み取る感覚を育てます。

建築・環境系 ARCHITECTURE & LANDSCAPE DESIGN
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日本の伝統建築は、歴史や文化を背景に様式を確立し、
継承されてきました。建築様式と技術の歴史、建築を構
成する材料や道具についても学びます。文化財政策や保
存・活用についても理解を深め、地域の文化資産であ
る伝統建築のあり方も考えます。

2年次ピックアップ科目
日本伝統建築

2年次ピックアップ科目
建築設計演習 II

2年次ピックアップ科目
インテリアデザイン論

2年次ピックアップ科目

空間演出演習 II

学生作品紹介

地域の環境や景観を念頭に置きながら、公共的な施設
の設計や複合施設のグループ設計に取り組むことを通じ
て、求められる要件を総合的にまとめ空間化することを
実践的に学びます。毎週の授業で個別指導を受け、完
成時には発表し講評を受けることにより、計画を客観的
に評価する視点も学びます。

生活に彩りを与えるインテリアデザインについて、歴史
や社会潮流の中でどのように育まれてきたか、その豊か
さを学びます。インテリアデザインの知識・理論・手法
を理解することによって、身近な空間が心身や五感と呼
応していることに気づき、美しいインテリア空間をデザイ
ンする感覚を育てます。

空間を構成する基本的な要素である「色・光・音」を用いて、
住宅やパブリックスペース、商業施設内ディスプレイなどの
空間演出のデザイン演習を行います。演習では高度な演出
技術を検討し、また、美しさのメカニズムや演出効果を探求
することで新しい空間表現や空間演出に挑戦していきます。

2024年度卒 松本文典／衰退する町への伸び縮みしろのススメ（建築設計）

2024年度卒 坂本都波／おまちのまち歩き（建築設計）

2024年度卒 酒井駿太／集落の居の間で（建築設計）

2024年度卒 村岡 凛／居場所が見つかる学び舎 ～行きたいときに、居たい場所で～（建築設計）

2024年度卒 武山由依／ユゲデール城（舞台美術）

2023年度卒 石田絵莉／服を眺める（ディスプレイ設計）
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幼い頃、車メーカーのイベントでデザインという
仕事を知り、 それがずっと心に残っていま
した。受験当初は別の進学先も考えていまし
たが、SUACのオープンキャンパスで工房を見
た瞬間、「ここしかない」と即決。施設の充
実度と、並ぶ車のスケッチの数々に魅了され
ました。
大学では、プロダクトデザインの基礎を学ぶう
ちに、四輪ではなくバイクのデザインに興味を
持つようになりました。バイクはすべて剥き出
しのプロダクトで、CMF（カラー・マテリアル・
フィニッシュ）を通じて、デザインの世界観を
ダイレクトに表現できるのが魅力です。色や
素材、グラフィックを駆使することで、乗る人
の感性に訴えかけるデザインを生み出せると気
づき、どんどんのめり込んでいきました。
服部ゼミでは、地元のバイクメーカーのデザ
イナーが招かれ、業界の最前線を学ぶ機会が
多くありました。また、地域のスタートアップ
企業にポートフォリオを持参し、デザイナー
としての仕事を獲得。実践を通じて、自分の
デザイン力を試す貴重な経験を得ました。

今後は、バイクメーカーのCMFデザイナーとして
のキャリアがスタートしていきます。好きなこ
とを仕事にするのは簡単ではありませんが、
SUACにはやりたいことを実現できる環境が
あります。自分の「好き」を突き詰めることで、
理想の未来を切り開いてほしいです。

デザイン学科 3年  神奈川県立小田原高等学校出身

佐々木 天音   
デザイン学科 4年　桐蔭学園高等学校（神奈川県）出身

関根 珠音

グラフィックデザインで
“想い”を
可視化する。

デザイン学科 3年  静岡県立島田高等学校出身

中川 夏依吏   

幼いころからデザインの道に進みたいと思い、
設備が整った地元の公立大学であるSUACに
進学しました。デザイン学科には多様な価値
観を持つ仲間が集まり、創作に対する熱量の
高さに刺激を受けました。学びの中で特に印
象的だったのは、「デザインには明確な意図が
ある」という気づきです。ただおしゃれなだ
けでなく、制作者が消費者に伝えたい想いを
込めることが、美しいデザインにつながると理
解しました。

今年度は、創作活動を支援するコミュニティ
「JANKIE」を立ち上げました。SUACの碧風祭
ではオリジナル作品を販売する学生が多い一
方で、自分のブースを持つと他の展示を見に行
く時間が取れないという課題がありました。そ
こで、出展者同士がシフトを調整し合える団
体を作り、より多くの学生が碧風祭を楽しめ
る環境を整えました。企画・運営を通じて、
デザイナーをまとめる立場の難しさと面白さを
実感しました。
現在は、グラフィックデザインを専門に学び、
コンペに挑戦したり就活サイトに作品を掲載し
たりと、積極的に活動しています。将来的に
はフリーランスを視野に入れながら、人の心を
動かすデザインを追求していきたいです。

また、1年次には国際文化学科の教授のプロ
ジェクトに参加し、バングラデシュでのフィー
ルドワークを経験。紛争や貧困の中でも学び
を求める子供たちの姿を目の当たりにし、教育
とデザインの可能性に強く興味を持ちました。
現在はデンマーク留学に向けた準備を進め、
主体的な学びの在り方を探求する予定です。
将来は、アートやデザインを活かして教育分
野の課題解決に貢献したいと考えています。
SUACは、自ら学び、経験を積むことで視野を
広げられる環境。私のように多様な興味を持
つ人にとって、最適な学びの場です。

同じゼミの3人で分担し、2035年想定のEVバイクモデル
を作成しました。私はCMFGデザイン、塗装を担当しまし
た。バイクのさらなる魅力を引き出せるようデザインを考
え、調色をし塗装しました。

作品名／"SparkCanvas"
自分の中の大きなテーマである、「人との関わりの中で価
値観の違いを知り、それを学びにする」というものと、「デ
ザイン」という要素を掛け合わせたコミュニケーションツー
ルを考えました。

作品名／JANKIE物販用オリジナルステッカー
元々は2年次後期履修の「グラフィックデザイン演習C」
の課題として、「かわいい・おしゃれ・おかしみ」をテー
マに制作したイラストを、碧風祭のためにステッカー化し
たものです。パッケージの梱包から販売までを一貫して行
いました。

学生たちからのメッセージ

バイクのCMFデザインに
出会い、モビリティの
未来を創る。

デザインの視点で
世界を見つめ、学び、
創造する。

高校時代は海外進学を考えていましたが、コ
ロナ禍の影響で国内の大学を選択。デザイン
と国際系の学びができるSUACに興味を持ち、
挑戦しました。デザイン学科を選んだのは、
何か新しいことを学び、自分のスキルを広げた
いと考えたからです。デザインフィロソフィー
領域では、作品としての「モノ」だけでなく、
課題解決に至る「プロセス」を重視します。
デザインの視点から社会課題を考える学びを
通して、広い視野で物事を捉えられるように
なりました。ゼミでは「人との関わりの中で
価値観の違いを知り、それを学びにする」とい
うテーマとデザインを掛け合わせたコミュニ
ケーションツール「SparkCanvas」を提案する
研究に取り組んでいます。
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コンピュータグラフィックに興味があり、幅広
いデザインを学べるSUACに進学しました。特
に印象的だったのは、2年次に受講した「情報
処理A」の授業です。JavaScriptを学び、自
分の思い描いた通りにゲームが動く楽しさに夢
中になりました。その後、Node.jsを活用した
サーバー型ゲームにも挑戦し、プログラムだけ
でなく、グラフィックやサウンドなど、ゲーム
制作全体の知識を深めています。学びの中で
最も成長を感じたのは、浜松科学館での展示
経験です。来場者に自作ゲームを体験しても
らい、フィードバックを受けることで、より良
いデザインやユーザー体験を追求する重要性
を実感しました。また、的場先生の紹介でサー
バー型ゲームに詳しい方と出会い、制作の幅
が大きく広がりました。

幼いころから美術が好きで、美術系の大学に
進学したいと考えていましたが、具体的にどの
分野に進むか決めきれていませんでした。プ
ロダクトやグラフィック、クラフトなど幅広く学
べるSUACなら、自分に合った表現方法を見つ
けられると思い、この大学を選びました。入
学後、基礎演習でさまざまな領域に触れる中
で、素材の特性を活かしながら手を動かす匠
領域に興味を持ちました。その中でも特に、
自分の手で少しずつ形を変えていける金属に
惹かれ、現在は彫金を専攻しています。
工房では、 教授と学生の距離が近く、授業に
よってはほぼマンツーマンで指導を受けること
ができます。少人数だからこそ、技術面だけで
なく、材料の調達方法や制作プロセスの工夫
など、実践的な知識も深く学べています。現在
はジュエリー制作に取り組んでおり、七宝の
小箱や繊細な装飾を施したリングを制作してい
ます。ジュエリーは小さなズレや傷も許されず、
細部まで意識しながら作業することが求められ
ます。制作を重ねる中で、より丁寧に、慎重に
手を動かすようになりました。

将来はジュエリー関係の仕事に就き、できれば
製造に携わりたいと考えています。そのために、
まずは自分のイメージ通りに形をつくれるよう、
技術を磨いていきたいです。SUACは、美術や
デザインに興味があるけれど具体的な方向性が
決まっていない人にぴったりの環境です。まず
は自分の表現したいことを大切にしながら、さ
まざまな技法に挑戦してみてほしいです。

建築の枠を超えたデザインの力を身につけた
いと考え、SUACを志望しました。建築だけで
なく、多様な領域の知識を学べる環境が整っ
ており、学内の工房設備や、第一線で活躍す
る講師陣の指導を受けられる点が魅力でした。
特に印象に残っているのは、「ホスピタルアート
プロジェクト」です。病院の陣痛室や小児病
棟の廊下のデザインを担当し、実際の現場で
使われる素材や色彩を考慮する難しさを実感
しました。病院職員や企業の方々との協働を
通じて、授業では得られない貴重な経験がで
きました。

卒業制作では、「地域の魅力を広めるサービス
エリアとリゾートホテル」の設計に取り組んで
います。空間の変化が人に与える影響を考え、
感動を生む空間とは何かを追求中です。
今後は大学院に進学し、リゾート施設やエン
ターテイメント空間の設計を目指します。建築
士資格を取得し、人を笑顔にできるデザイン
を追求し続けたいです。SUACには、挑戦を後
押ししてくれる環境があります。自分の興味を
広げたい人に、ぜひおすすめしたいです。

現在は、卒業制作としてNode.jsを活用した
サーバー型ゲーム「コトノハダーツ」を開発中
です。卒業後もブラウザゲームの制作を続け、
Electronを活用したソフトウェアの開発・販売
にも取り組む予定です。SUACでは、専門分野
を深めつつも、他領域の知識を吸収できる環
境があります。新しい発見を求める人に最適
な学びの場です。

デザイン学科 4年  愛知県立小坂井高等学校出身

田中 希実    
デザイン学科 4年  愛知県立刈谷高等学校出身

新福 拓也   
デザイン学科 3年  静岡県立静岡城北高等学校出身

野口 未海    

作品名 / コトノハダーツ
横長のボードに言葉の付いたダーツを次々に投げ入れ、指定の
順番を維持しながら並べていくゲームです。サーバー通信を介
してスマートフォンの操作でプレイできます。また、多人数プ
レイに対応しており同時にダーツを投げられるのも特徴です。

作品名 / 風と紅葉
掛川の文化財の建物で展示を行うために制作した七宝の小箱で
す。触りたくなる、愛着が湧くようなものを目指して制作しまし
た。蓋のデザインは紅葉が風に吹かれている様子で、この建
物も様々な風に吹かれて変化してきたことを表現しています。

作品名 / 「遊浜港」～地域に魅力あるSAとテーマ型リゾート施設～
浜名湖サービスエリアに地域の魅力を広めるためのリゾート
施設を設計しました。敷地内にテーマの異なる３つの区画を
造り、それぞれ宿や温泉など地域の魅力を味わえる空間とし
ました。レジャーの拠点となることも目指しています。

建築知識をベースに、
広い視野での
空間デザインを。

情報処理の授業が
きっかけで、
ゲーム制作の道へ。

素材と向き合い、
自分の手で未来を
つくる。
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木材加工室

プラスチック加工室

塗装乾燥室

造形系
工　房

グラフィックWS室マルチメディア室 サウンド編集・デジタルコンテンツ制作

木材加工

プラスチック加工金属工房 彫金・鍛金・鋳金技法による金属素材の加工と造形

塗装 クレイモデル室 クレイモデル制作

デジタルコンテンツ制作

ガラス工房 バーナーワークによるガラス加工、作品の制作

専門的な木材加工を行うための多種多様な機械を設置し
ています。木材加工専門の助手が常駐しており、制作をサ
ポートします。
◆主な機器／バンドソー、パネルソー、カンナ盤、刃物類

ホウケイ酸ガラス（耐熱ガラス）を、約2,000℃に加熱し
て加工するための設備を設置しています。変化するガラス
特有の物性や加工法を手を動かして学びます。◆主な機器
／ガスバーナー、ハンドトーチ、ガラス旋盤、徐冷電気炉

iMacが設置された工房です。グラフィックデザイン、ゲーム・
Webコンテンツの制作、サウンドの録音・編集などを行い
ます。◆主な機器／サウンドスタジオ、iMac

3DCG制作やゲーム開発、映像のデジタル合成やノンリニア
編集など、映像をはじめとするデジタルコンテンツ制作のた
めの作業を行います。◆主な機器／PC（各種ソフトウェア）

金属素材の性質や加工技術について、作品制作を通じて学ぶための道具や設備が
豊富に揃っており、金工分野における表現手段と造形力を養うことができます。
◆主な機器／アーク溶接機、ガス溶解炉、高周波遠心鋳造炉

プラスチック加工の実習や、プラスチック樹脂を用いた注型・モデル制作を行
います。NCトリミング加工機も設置しており、専門的な制作作業が行えます。
◆主な機器／NCトリミング加工機、真空成型機

自動車一台を塗装できる大型塗装ブースや、有機溶剤を吸収する装置、細かな塗
装を行えるエアブラシ装置など、作品の仕上げ塗装に最適な環境です。
◆主な機器／大型塗装ブース、塗料吸気装置、スプレーガン、エアブラシ

フルスケールモデル用レイアウトマシンが導入されており、乗用車などの実物大モデ
ルや縮小モデルなどをクレイ（粘土）で制作することができます。
◆主な機器／フルスケールモデル用レイアウトマシン、クレイオーブン

工房紹介

情報系
工　房
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大型プリンター7台を備えた印刷室です。最大でB0サイズま
でのカラー印刷に対応し、授業課題のプレゼンテーション
シートや自主制作作品の出力に使われています。
◆主な機器／大型プリンター、PC

CADやCGで作成したデザインデータをもとに3Dプリン
ターやレーザー加工機を用いて、制作を行います。
◆主な機器／レーザー加工機、3Dプリンター、カッティ
ングプロッタ

木彫制作に必要な設備に加え、器製作のための木工轆轤、漆塗り専用の塗り
部屋や、漆風呂を完備しています。
◆主な機器／漆風呂、木工轆轤

電動轆轤、真空土練機、たたら機や酸化・還元焼成が可能な大小２基の電気
窯など、陶芸に必要な設備が充実しています。
◆主な機器／電気窯、電動轆轤、たたら機、真空

染めの設備、高機や卓上機が各種あり、織やミシンワーク、フェルトワークな
ど繊維やテキスタイル関連の造形設備があります。◆主な機器／スウェーデン・
フィンランド・ニュージーランド・日本の手機、手紡ぎ機、ミシン、染色設備

石膏像をはじめ、様々なモチーフが準備されていて、それらをデッサンする
ことができます。デザインに不可欠な観察力と表現力を養うことができます。
◆主な機器／光を選択できる分割天井照明

ポートレート撮影や、制作した作品の写真撮影など、様々な用途で撮影を行います。
天井にはバンクライトが取り付けられており、操作盤で位置、角度などを調節する
ことができます。◆主な機器／ホリゾント、バンクライト、LEDライト、スタンド類

木彫工房 陶芸工房

テキスタイル工房 撮影スタジオ

デッサン室

木彫制作、漆塗装 陶芸制作

テキスタイル作品制作 写真撮影・映像撮影

デッサン・描画制作

工作室空間演出実験室 大判印刷 デジタルファブリケーション

その他の工房
造形系工房
情報系工房
実験系工房

金属加工室、ドライモデル室、立体工房、製図室、平面工房、染色工房、CADCAM室、暗室、録音スタジオ、総合組立アトリエ

電子制御機器製作室、OA室、CG工房

構造実験室、人体機能実験室、UDラボ、生物機能実験室

実験系
工　房
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国際交流を通じて養う
グローバルな
デザイン感覚

デザインコンペに挑戦！
多くの作品が採用

デザイン学部卒業展・
デザイン研究科修了展
（通称：卒展）

実務経験のある教員
による実践的な
講義・演習

企業などでデザイナーとして豊かな経験をもった教員が多く在籍するデザイン学科では、実践的な講義や演
習が展開されています。経験を活かした講義内容や、オムニバス形式で行う多様な企業などから講師を招い
た特別講義などを通じて、学生は学習意欲や知的好奇心を高め、キャリアデザインにつなげます。

長期休暇を利用して短期日程で行われる語学研修やサマースクールをはじめ、半年から1年の長期留学など、
デザイン学科では多様な価値観と歴史と文化を学び、国際的なデザイン感覚を養うため、多くの学生が留学
に挑戦しています。現地の学生やデザイナーと英語でコミュニケーションをとり、グループワークやディスカッ
ションを重ねてプレゼンテーションを行うなど、海外に赴いてこそできる様々な経験が可能です。

学生を対象に実施される外部団体が主催するデザインコンペティションに、デザイン学科の学生たちは積極的
に挑戦しています。応募したグラフィックやプロダクトなどのデザインが採用され、実際に社会の中で多くの方々
の目や手に触れることは、デザインを学ぶ上で最も勉強になることのひとつです。2024年度も公共事業やイ
ベント、地域振興などの多くの場面でSUAC生の活躍が目立ちました。

4年間の学びの集大成である卒業制作を展示する「卒展」は、4年生自らが企画・運営を行います。毎年
2月に学内全体を会場として開催され、一般にも公開されます。課題に向き合いながら培った知識や技術を
総動員し取り組む卒業制作。思いがこもった多種多彩な作品が並びます。

デザイン学科の「知」と「実践」
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詳しくはP080をご覧ください。取得可能な資格

（抜粋）

しずおか焼津信用金庫

製造業

ハウジング・建設業

放送・広告業

その他サービス業

公務

大学院進学

情報・専門サービス業

金融・保険業

卸売・小売業

建築士 受験資格

社会調査士

インテリアプランナー登録資格 商業施設士補資格（認定校）

卒業生の主な進路

アイシン・エィ・ダブリュ（株）
アイリスオーヤマ（株）
いすゞ 自動車（株）
（株）イトーキ
エンケイ（株）
大阪シーリング印刷（株）
（株）オリバー
柏木工（株）
（株）河合楽器製作所
河淳（株）
キヤノン（株）
共和レザー（株）
起立木工（株）
（株）クボタ
クリナップ（株）
（株）ケイ・ウノ
（株）小糸製作所
コクヨ（株）
（株）コルグ
コンビ（株）
サンスター文具（株）
サンワサプライ（株）
（株）システック
（株）シマノ
シャープ（株）
（株）シャンソン化粧品
（有）春華堂
スズキ（株）
（株）鈴木楽器製作所
スタンレー電気（株）
（株）SUBARU
セーラー万年筆（株）
セイコーエプソン（株）
ダイハツ工業（株）
タカラスタンダード（株）
デコラテックジャパン（株）
（株）東芝

（株）平成建設
堀部安嗣建築設計事務所
（株）ミサワホーム静岡
三井デザインテック（株）
（株）スペース

（株）GKグラフィックス
トランスコスモス（株）
（株）ナビタイムジャパン
パナソニック映像（株）
（株）ピーエーワークス
（株）フジヤマ
（株）プレックス
（株）タカラトミーアーツ

鈴与テシステムクノロジー（株）

富士ソフト（株）　

磐田商工会議所
（株）オリエンタルランド
（株）ジー・コミュニケーション
（株）四季

静岡県警察本部
愛知県警察本部
伊東市役所
掛川市役所
浜松市役所

静岡市役所
尼崎市役所
神戸市役所
豊橋市役所
国税専門官

京都芸術大学
京都工芸繊維大学
慶應義塾大学
静岡大学
静岡文化芸術大学

筑波大学
東京藝術大学
東京都立大学
東京造形大学
名古屋市立大学

（公財）静岡市文化振興財団
（株）Teable
テクノリサーチ（株）
ポラス（株）

（株）東急設計コンサルタント
ポリゴンマジック（株）
（株）ホンダテクノフォート
（株）MIXI
ヤマハモーターエンジニアリング（株）
（株）ユークス
（株）ランドマック
（株）グッドパッチ

フェンリル（株）（株）エフ・ディ・シィ・プロダクツ
オルビス（株）
（株）カインズ
（株）サマンサタバサジャパンリミテッド
シーラック（株）
シャディ（株）

（株）朝日メディアブレーン
（株）エイエイピー
静岡エフエム放送（株）
（株）静岡新聞社
太陽企画（株）
（株）テレビ朝日クリエイト
UUUM（株）

（株）アクアプラス
（株）アドウィル
（株）アドブレイン
（株）インテリジェントシステムズ
UO
MGS照明設計事務所
（株）オープンスマイル
（株）オムニバス・ジャパン
（株）カプコン
（株）京都アニメーション
（株）ゲームスタジオ
（株）コーエーテクモホールディングス
（株）コナミデジタルエンタテインメント
（株）Cygames Pictures
（株）Sun Asterisk
（株）GKインダストリアルデザイン

（株）ジイケイ設計
（株）GKダイナミックス
（株）ziba tokyo
（株）JR西日本コミュニケーションズ
（株）シミズオクト
スズキ教育ソフト（株）
（株）STUDIO4℃
（株）スペース
（株）セガ
（株）大和工芸
（株）丹青社
（株）TBSトライメディア
（株）テクノサイト
（株）DMM.com ラボ
（同）デザイン・アープ
東映アニメーション（株）

就職データ

公務
3%サービス業

（情報サービス・広告・
ホテルなど）
23%

卸売業
5% 運輸・通信業

29%

小売業
10%

建設業
10%

製造業
20%

（2024年度実績）

（株）名古屋テレビ事業
（株）日企
（株）日本テレビアート
（株）博展
（株）博報堂プロダクツ
（株）メディア東京

（株）千趣会
（株）東京インテリア家具
（株）TASAKI
（株）ニトリ
（株）ブシロード
（株）ユナイテッドアローズ

三井ホーム（株）
（株）ミルックス
（株）類設計室
佐藤工業（株）

東芝テック（株）
TOTOバスクリエイト（株）
トクラス（株）
トヨタ自動車（株）
（株）豊田自動織機
トヨタ自動車東日本（株）
トヨタ車体（株）
（株）日産オートモーティブテクノロジー
（株）日本カラーエンジニヤーズ
日本たばこ産業（株）
パナソニック（株）
浜松ホトニクス（株）
林テレンプ（株）
（株）バンダイ
（株）日立製作所
日立グローバルライフ
ソリューションズ（株）
富士ゼロックス（株）
ブラザー工業（株）
フランスベッド（株）
プラス（株）
ブリヂストンサイクル（株）
（株）本田技術研究所
（株）マキタ
マツダ（株）
三菱自動車工業（株）
（株）ムーンスター
矢崎化工（株）
（株）ヤタロー
（株）ヤマニパッケージ
ヤマハ（株）
ヤマハ発動機（株）
（株）リヒトラブ
レック（株）
レンゴー（株）
ローランド ディー．ジー． （株）
リンナイ（株）

アサヒハウス工業（株）
（株）池田建築設計事務所
（株）一条工務店
（株）イリア
（株）金沢伝統建築設計
サーラ住宅（株）
住友林業（株）
須山建設（株）

セキスイハイム東海（株）
積水ハウス（株）
（株）大成住宅
大東建託（株）
大和ハウス工業（株）
飛島建設（株）
（株）中村組
中村建設（株）

JAとぴあ浜松
日本生命保険（相）
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デザイン学科

藤井 尚子 FUJII Naoko

構造デザイン
教授

岩崎 敏之 IWASAKI Toshiyuki UEDA Michinori

アイデアを形にするた
めに構造は不可欠で
す。建築のみならず、
すべてのデザインに通
じる構造の考え方を
伝授します。

建築とインテリアの
空間デザイン

教授

日本の美意識が育んで
きた内外空間デザイン
を、インタラクティブ
な発想を伴いながら、
探求しています。

3DCGをメインに、モー
ションキャプチャー、
3Dスキャン、リアルタ
イムレンダリング等の
最先端技術を用いた
映像作品制作及び研
究をしています。

グローバルな視野で人
と社会をデザインで結
ぶプロダクトとサービ
スの研究をしています。

映像を中心に扱ったイ
ンスタレーションや
Webサイトなど、イン
タラクティブな空間を
制作・研究しています。

「繊維」から導き出さ
れる、造形の表現性と
可能性、その広がりと
奥深さに強く惹かれ研
究活動をしています。

人を主役に、物やサー
ビスとの接点にある物
語を深め、生活や社
会をより良く美しいも
のにするデザインを共
に探究しましょう。

建築と都市を連続的
に捉え、デザイン・研
究活動を行っていま
す。空間の新しい可能
性について、共に探求
していきましょう。

生活者視点のUXデザ
インで課題を捉え、製
品やサービスの使いや
すさを体感できるUIデ
ザインの制作・研究を
行っていきます。

陶芸は、技巧を駆使し
て個性が表現された独
創的な作品を作れるこ
とも魅力です。ぜひ一
緒に面白い陶芸作品を
制作しましょう。

グラフィックデザイン
の制作・研究を行って
います。その他に主に
繊維の保存修復の研
究も行っています。

映像というコンテンツが
持つ力について、3DCG
をベースに様々な映像
表現の研究・制作を通
して、一緒に考えていけ
ればと思います。

TAKAYAMA Yasuko

3DCGデザイン／メディア
アート／アートアニメーション

教授

Jérôme BOULBÈS

プロダクト・サービス
デザイン

教授

高山 靖子

メディアアート／
Webデザイン

教授

和田 和美 WADA Kazumi

テキスタイル／
繊維造形

准教授

荒川 朋子 ARAKAWA Tomoko

プロダクトデザイン
准教授

松江 幸子 MATSUE Sachiko

建築意匠／
3DCAD／都市計画

准教授

松田 達 MATSUDA Tatsu

インターフェイスデザイン
（UI/UXデザイン）

准教授

宮地 良治 MIYACHI Yoshiharu

現代陶芸
特任助手

王 雪陽 WANG Xueyang

グラフィックデザイン／
保存修復

特任助手

丹羽 あや NIWA Aya

3DCGデザイン／
映像デザイン

特任助手

根木 隆之 NEGI Takayuki

植田 道則

ユニバーサルデザイン
（UD）／デザインリサーチ

教授 

小浜 朋子 OBAMA Tomoko

UDの概念をもとに、多
様なユーザ・生活環境
をあらゆる角度からリ
サーチし、現実と未来
をつなぐデザインアイデ
アを探求していきます。

都市・建築から持続可能（サ
ステナブル）な社会に向け
てエコロジーとエコノミー
を両立させたスマートデザ
インを追究しています。

特許V.S.システムを採
用した2輪車などを設
計開発しています。ま
た強い魅力を実現する
ための企画立案法を
研究開発しています。

高度情報時代におけ
る情報表現と情報伝
達のあり方について、
視覚的な観点での研
究・制作活動に取り組
んでいます。

日本の伝統技法を用
いて、木と漆を素材と
したアート作品や日常
的な器などを幅広く制
作し、造形表現を探求
しています。

スマートデザイン／
建築環境・設備

教授／大学院
デザイン研究科長

中野 民雄 NAKANO Tamio

プロダクトデザイン／
魅力工学

教授

羽田 隆志 HADA Takashi

グラフィックデザイン／
インフォグラフィック

准教授

小川 直茂 OGAWA Naoshige

木工芸／漆芸
准教授

小田 伊織 ODA Iori

テキスタイルデザイン／染色

教授／デザイン
学部長・学科長

布を用いてQOL（生活
の質）を向上させるデ
ザインを研究していま
す。一枚の布に広がる
デザインの可能性を、
一緒に探求しましょう。

美術館などで開催され
る美術工芸領域の展
覧会を、グラフィック
デザインによってその
魅力を広く伝えること
を実践しています。

木や漆を中心に社会
や暮らしを多角的な視
点で捉えて、素材の
特性を活かした生活
日用品や芸術作品の
造形表現を探求してい
ます。

グラフィックデザイン／
エディトリアルデザイン

講師

倉澤 洋輝 KURASAWA Hiroki

木工芸／漆芸
特任助手

太田 正明 OTA Masaaki

教員紹介
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文字やシンボル、色彩
などのエレメントを平
面・立体・空間に展開
し、ブランドや施設の
イメージ形成を図る手
法を研究しています。

新しいテクノロジーを活
かしたアートの制作と、
システムの使いやすさ
や使う楽しさの向上の
研究を進めています。

映像の分野で表現と技
術の両面から制作・研
究を行っています。総合
芸術である映像は科学と
芸術の両方を学ぶ必要
があると考えています。

グラフィックデザイン
教授

日比谷 憲彦 HIBIYA Norihiko

メディアアート／
インタラクションデザイン

教授

的場 ひろし MATOBA Hiroshi

映像学／
映像技術

准教授

百束 朋浩 HYAKUSOKU Tomohiro

建築設計／
サスティナブルデザイン

教授

亀井 暁子 KAMEI Akiko

建 築空間を地域･都
市、さらには広域的な
視点から捉えるアプ
ローチで、周辺環境と
持続的に発展するあり
方を探求しています。

絵本／
イラストレーション

教授

かわ こうせい KAWA Cosei SAI Kunio

ことばや絵で伝えられ
る物語を通して、どの
ように人のこころが動
かされるのか探究して
います。

グラフィックデザイン
特任教授

グラフィックデザイン
の役割はビジュアルコ
ミュニケーションであ
り、新たな視覚表現の
ための技術と美意識を
いかに育てるかを課題
として研究しています。

クルマを中心に移動機
器のデザインを研究し
ています。次世代モビ
リティの普遍性と革新
性について一緒に考え
ましょう。

建築設計と都市デザイ
ンが専門分野です。
これからの建築や都市
空間について一緒に考
えてみませんか。

TV、テーマパークにて
多くの空間デザインを
手掛けて参りました。
デザイン経営の知見も
有してるので、「デザイ
ン×ビジネス」でお手
伝いをさせて下さい。

日本の伝統建築と近
世建築普請活動に関
する研究をしていま
す。伝統建築から直
に日本の意匠や技術を
学び新たな創造を目指
します。

人々が暮らす空間を包括
的にデザインしています。
多くの人が共有できる建
築理念を具体的な空間に
する発見的なデザインプ
ロセスが研究テーマです。

金工の伝統技法を基
にアート作品や装飾品
などの制作を通して、
金属ならではの質感や
色彩表現を活かした新
たな表現方法を研究し
ています。

3DCADでモノのデザ
インの多様性を研究し
ています。デザイン・
モノを形にしていく喜
びや楽しさを一緒に体
感しましょう。

多様な表情をみせる
金属の性質を活かし
たアート作品や日用品
の制作・研究を通し
て、豊かな暮らしを探
ります。

トランスポーテーションデザイン／
プロダクトデザイン

特任教授／副学長

服部 守悦 HATTORI Moriyoshi HANAZAWA Shintaro

建築設計／
都市デザイン

教授

花澤 信太郎

空間デザイン／
デザイン経営

准教授

中川 晃 NAKAGAWA Akira

日本伝統建築
准教授

新妻 淳子 NIITSUMA Junko

建築／地域／
景観デザイン

准教授

丹羽 哲矢 NIWA Tetsuya

金工
講師

古賀 真弥 KOGA Masaya

プロダクトデザイン
特任助手

羽島 昂平 HASHIMA Kohei

金属造形
特任助手

横地 敬 YOKOCHI Takashi

佐井 国夫

体格や筋力、嗜好など
一人ひとり違う人間の
特性を捉える手法や、
それを活用したものづ
くりを研究しています。

人間工学
教授

迫 秀樹 SAKO Hideki

現代音楽・電子音響音
楽が専門ですが、サウ
ンドスケープ・場所・空
間・環境への興味と共
に、音が関わる芸術の
研究・制作をしています。

ストリート・スナップの
写真表現を軸に、生成
AI、監視社会などをキー
ワードとして映像表現
の可能性を探る制作と
研究を行っています。

講師

佐藤 亜矢子 SATO Ayako

写真／映像／
表象文化

助教

遠藤 祐輔 ENDO Yusuke

現代音楽／電子音響音楽／
サウンドデザイン
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さらなる２年で広がる「文化」「デザイン」の未来像

21世紀は「市民」の時代と言われています。

それは、これからは「政府」「企業」ではなく「市民」が主体となり、

自分たちの望む社会を創造していくことを意味しています。

大学院では、市民社会のリーダーに必要な、様々な価値観を尊重しつつとりまとめていく、

課題解決の能力を養成します。

SUAC_063

大学院文化政策研究科／デザイン研究科
定員10名 定員10名



在学生の声
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自分のルーツに向き合い、

　　社会とつながる研究を。

相川 ヌビア サオリ

文化政策研究科 1年
出身大学/静岡文化芸術大学 文化政策学部

私は、自分のルーツである日系ブラジル人について研究するため、

文化政策研究科に進学しました。学部時代、特に教育分野を中

心に日系ブラジル人の若い世代について学び、今も日本の学校に

通うブラジル人の若者の学習支援にも携わっています。その中で、

子どもたちから「なぜ私は日本に住んでいるのにブラジル人な

の？」といったアイデンティティに関する質問を受け、深く考えさ

せられた経験が研究のきっかけとなりました。現在は、日系ブラ

ジル人の高齢化をテーマに、ライフプランやコミュニティの課題

を探りながら研究を進めています。

SUACは多様な分野の専門家が集まり、自分の興味を深めること

ができる場所です。高校時代、進学に反対されたこともありまし

たが、SUACでの出会いや学びを通して大きく成長しました。興

味があることに挑戦することで、新しい自分に出会える場所、そ

れがSUACだと感じています。

鈴木 志歩

デザイン研究科 1年
出身大学/静岡文化芸術大学 デザイン学部

デザインの力で、

　　伝統と未来をつなぐ。

私は、地元・燕三条地域のものづくりについて研究するため、大

学院に進学しました。学部時代、燕三条の産業と職人を紹介す

るルポルタージュ冊子を制作したことがきっかけで、デザインの

力で地域に貢献したいと考えるようになったからです。現在は、

約400年前に始まった和釘生産から現代の金属加工産業に至る

までの歴史や、地場産業の発展について調査を進めています。

SUACの大学院は、異なる分野を学ぶ学生と同じ空間で過ごすた

め、多様な視点から意見を聞けることが大きな学びです。こうし

た環境が、自分の研究に新たな気づきをもたらしています。

将来は、伝統を守りながら新たな価値を生み出すデザイナーを目

指しています。社会や人々の変化に敏感に応え、デザインの力で

感動や発見を生み出していきたいです。



SUAC_065

文化政策研究科大 学 院
定員10名

文化政策研究科では、専門的な文献研究だけでなく、実践の場でのフィールドワークや調査を重視し、文化・芸術の持つ可能性を可

視化・具体化できる人材を育成していきます。院生は以下の3つの研究専門領域から1つを選び、領域横断的で学際的な研究を教員

の指導のもと展開していきます。
※文化政策研究科は、2010年度からAAAE（Association of Arts Administration Educators）の正会員となっている大学院です。

現場からの学びを重視した実践的なカリキュラム

楽団、劇団、美術館などの民間および公立の
施設運営、行政の文化政策、文化産業、文化
イベントなどのあり方や可能性に関する研究を
行います。

アーツアンドカルチュラル
マネジメント

Arts and Cultural
Management

まちづくりや地域活性化、コミュニティ政策、
自治体改革、行政評価など、未来の地域に必
要な活動や政策のあり方、可能性に関する研
究を行います。

地域政策マネジメント

Regional Policy
and Management

グローバル化の影響で、世界的規範や法、地
域社会にどのような変化が生まれているのか、
そして未来の持続可能な社会のあり方や可能
性に関する研究を行います。

● 公益財団法人掛川市生涯学習振興公社

● 公益財団法人静岡県舞台芸術センター（SPAC）

● 公益財団法人豊田市文化振興財団

● 公益財団法人名古屋国際センター

● 公益財団法人浜松国際交流協会（HICE）

● 公益財団法人浜松市文化振興財団

● 公立大学法人静岡文化芸術大学

● 学校法人八戸工業大学

● 特定非営利活動法人

　国際舞台芸術交流センター（PARC）

● 特定非営利活動法人グッドネーバーズ・ジャパン

● 株式会社大阪市開発公社

● サントリーパブリシティサービス株式会社

● 株式会社四季

● 静岡鉄道株式会社

● 株式会社北國新聞社

● 静岡県庁

● 静岡市役所

● 浜松市役所

● 【進学】名古屋大学大学院博士課程

　　　　  一橋大学大学院博士課程

進路実績（抜粋）

グローカルスタディーズ

Glocal Studies

入学の動機　大学時代、私は国際協力に従事し、難民キャンプや紛争地を訪れ、
バングラデシュで1年間NGO活動を経験しました。その中で社会構造や国際関係
の重要性を痛感し、現場のみでは見落としてしまう視点を持つ必要があると感じま
した。恩師が修士課程で指導していたこともあり、その体系的な学びと理論を身
につけるために迷わず本学の修士課程に進学しました。

現在の仕事への活かし方　私は南アジア地域で平和構築や人身売買などの社会課
題に取り組んでいます。現場では語学力や適応力の他に、歴史や民族、国家の系
譜など抽象的で体系的な理解が必要です。大学院での学びは、これらを理解する
ための重要な「地図」となりました。指導教員のもとで行った地域・歴史の詳細
な調査や、副指導教員と共に人類学の理論書を読み込んだ経験は、現場での視
点や見方を深め、まさに長い旅路を歩むための羅針盤となっています。

稲川 望NGOジュマ・ネット（事務局長）、NPO 法人かものはしプロジェクト（スタッフ）

文化政策研究科 2022年度修了
さん

現場と理論を結びつけ、国際協力の未来を切り拓く

修了生の声
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● バリの文化政策と舞踊家の語りにみる
　レゴン舞踊様式の確立と継承

● 地方都市における洋楽受容と日露戦争
   ―鹿児島県を中心に―

● 地域志向型劇団の可能性と課題
    ―地域との関係性に注目して―

● 浜松地域における中小ピアノメーカーの軌跡
    ―アトラスピアノ製造を事例に―

● 呉市例大祭の動態的研究
    ―歴史的変遷と社会的役割の変化―

● バングラデシュのナショナル・アイデンティティ形成

● 中国人アートマネジメント人材のキャリア
   ―日本留学経験者に着目して―

● 芸術政策を巡る合意形成とローカルアーツエージェンシー
    ―ポートランド市の芸術税とパブリックアートプログラムに着目して―

● 静岡県浜松市の在日ブラジル人第2世代のメンタルヘルスをめぐって

● トランスナショナルなコンテンツが持つ可能性
    ―日本バラエティ番組に関する対立と調和―

● 社会的包摂とねむの木学園
    ―宮城まり子の活動に着目して―

● 公立図書館運営に求められるパートナーシップ
   ―中津川市の事例分析―

各分野の概論的な知識を学び、
学際的な系譜を学ぶための「領
域横断科目」と、「アーツアン
ドカルチュラルマネジメント」「地
域政策マネジメント」「グローカ
ルスタディーズ」に関係した専
門的な内容を学ぶ「専門科目」
があります。

演習Ⅰ（1年目）と演習Ⅱ（2年目）
から構成されています。演習Ⅰ
は異なる教員による2つを履修
し、領域横断的に学びます。  
演習Ⅱはさらに1名の教員の本
格的指導のもと、論文を完成さ
せていきます。また研究科内で
の発表会の機会もあります。

基礎
科目

01

基幹
科目

02

演習
科目

03

02

01

演 習 科 目

修 士 論 文

基 幹 科 目

基 礎 科 目

● 文化政策研究の方法　● アクションリサーチ基礎
● リサーチワークショップ

● 演習Ⅰ

● アーツアンドカルチュラルマネジメント専門領域の科目
● 地域政策マネジメント専門領域の科目
● グローカルスタディーズ専門領域の科目

● 演習Ⅱ

03

修士論文（例）

※修士論文は静岡文化芸術大学学術リポジトリをご参照ください。
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カリキュラムの特徴

修士論文の構想づくりを進める
ための「文化政策研究の方法」
と、修士論文の仮説をフィール
ドワークや現場での調査を通
して複数の教員と共に考察して
いく「アクションリサーチ基礎」
「リサーチワークショップ」が
あります。

国
際
文
化
学
科
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デザイン研究科

高度情報化、循環型社会への転換、そして

高齢化の進展など、大きく変化する時代

環境にあって、デザインに要請される内容

は多様化し、デザイナーには専門的な能力

が幅広く求められるようになっています。

デザイン研究科では、そのような社会的

要請に応えるために、皆さんがこれまでに

身につけたデザインあるいはその他の分野

の専門性をベースにして、より高度なデザイン

の力を磨くための実践的な研究の場を提供

します。

● 株式会社一条工務店

● 株式会社イリア

● 運城幼児師範高等専科学校（中国、教員）

● 柏木工株式会社

● カワサキモータース株式会社

● コイズミ照明株式会社

● 株式会社 GKテック

● ジェイアール東海建設株式会社

● 静岡県森町まちおこし協力隊

● 株式会社シャンソン化粧品

● 株式会社セガ

● ダイハツ工業株式会社

● チームラボ株式会社

● 中央コンサルタンツ株式会社

● 株式会社電通

● 株式会社乃村工藝社

● 株式会社博報堂プロダクツ

● 浜松市役所

● 林テレンプ株式会社

● 株式会社日立建築設計

● 富士通株式会社

● ブラザー工業株式会社

● 株式会社ボークス

● 三井デザインテック株式会社

● 三菱地所レジデンス株式会社

● 三菱電機住環境システムズ株式会社

● 学校法人トキワ松学園 横浜美術大学（教員）

● 【進学】 筑波大学大学院人間総合科学研究群

    デザイン学学位プログラム（博士課程）

進路実績（抜粋・50 音順）

修了生の声

入学の動機　私は学部時代に「デザインの美しさが現実社会とどう繋がっている
か」を究明したいと考えました。浜松は、海と山があり都会すぎず田舎すぎない
環境で、生活に根ざしたデザインを研究するには最適な場所です。また、東京と
大阪のほぼ中間に位置しており、建築の見学やイベント参加にも便利な地理条件
です。そのため、本学のデザイン研究科に進学を決めました。

現在の仕事への活かし方　大学院では、浜松の沿岸部に建設する防潮堤の環境
デザインや、地元酒造メーカーの徳利やおちょこのプロダクトデザインなど、多様
なプロジェクトを経験しました。これらの異なるスケールの対象をデザインする中
で、「着眼点」が重要であることを学びました。変動する社会では常に新しい価値
が求められています。現在のデザイン業務でも、この「ものごとをどう見て、どう
見せるか」という発想は、私のデザイン哲学の基盤となっています。

近藤 洋輔株式会社 GK 設計 関西事務所 設計室 チーフデザイナー

デザイン研究科 2015年度修了
さん

新たな視点で社会を彩る、実践の場で培ったデザインの力

研究分野 製品デザイン
立体造形　プロダクトデザイン
鍛金　デザイン方法論

彫刻　パブリックデザイン　地域デザイン
金属造形　インダストリアルグラフィックス　社会・医療システムデザイン
クラフトデザイン　ファインアート　産業デザイン振興　地域産業デザイン

デザインマネジメント　社会デザイン
パッケージデザイン　地域連携

ブランド戦略　産学官連携　エルゴデザイン
ＶＩ計画　感性マーケティング手法　生理人類学　デザイン論

商品イメージ戦略　人間工学

教育工学

ｅ- ラーニング　グラフィックデザイン

Ｗｅｂベースラーニング

キネマティクス　ヒューマンインターフェイスデザイン

ＣＧアニメーション　Ｗｅｂデザイン　インタラクションデザイン

デジタル映像表現　モーショングラフィックス

映像企画演出　スケッチング　CAD　デジタル造形

音楽情報科学

メディアアート　感性情報処理

ＨＣＩ

インクルーシブデザイン

建築人間工学　ユニバーサルデザイン

建築構造計画

建築安全計画　構造デザイン

建築計画　建築デザイン

環境・設備デザイン　建築設計　建築実務

ランドスケープデザイン　空間デザイン　都市設計

都市デザイン　都市計画

大 学 院
定員10 名
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● 地域の人々を繋ぐサステナブルな
　 プロダクト・サービス・システムの研究

● 触れたくなるテキスタイル素材によるアートワーク
    ― 視覚的知覚と触覚的知覚を手がかりに ―

● アプローチ空間に関する研究
   ― 交通ターミナル周辺地域における空間計画 ―

● 文字の構成要素を用いた、染色における新たな表現の探求
   ― ろうけつ染による雨の表現 ―

● シアー素材による空間印象の変容についての実践研究
    ― 「透け感」のあるテキスタイルを用いて ―

● FSC 認証天竜材を用いた薄型小幅直交集成板の開発と
     社会実装に関する基礎的研究

● 表象空間を含む設計手法の研究
    ― 空間の不可視領域を題材として ―

● 高齢者の身体機能維持を楽しく支えるプロダクトデザイン研究
    ― 「二人でトレーニング」するサポート機器 ―

● 親子で遊びながらコミュニケーションが取れるゲーム

● 地域固有の風土と空間構成に関する研究
    ― 防災機能をもった地域拠点づくりについて ―

カリキュラムの特徴
デザイン研究科のカリキュラムは３つの要素で構成されています。

各デザイン分野に対応した少人
数制の専門科目により構成さ
れます。学生は、各特論科目
の履修を通じ、高度な専門知
識の習得を図ります。また、
学際的な研究能力を高めるた
めに分野を横断する科目履修
を基本とします。

特論
科目

01

特論演習やインターンシップ等
により構成され、特論科目の学
修内容を深化・発展させるとと
もに、実践的な能力を身につけ
ます。特論演習は各特論科目に
対応して開講され、学生は、各
自の研究計画に沿って科目を選
択して履修を進めます。

特論
演習
科目

02

指導教員の指導のもと、大学院
在学期間を通して研究活動を
推進し、その成果を修士論文ま
たは修了制作としてとりまとめ、
2年次後期に提出します。

特別
研究

03

修士論文・修了制作テーマ（2024 年度実績）

※修士論文・修了制作要旨は静岡文化芸術大学学術リポジトリをご参照ください。

デザイン研究科において、所定の単位を修得すれば、
一級建築士免許登録要件の実務経験 2年として認められます。

02

特  別  研  究

特論演習科目

修  士  論  文
修  了  制  作

特論科目
● デザイン史
● ユニバーサルデザイン
● エルゴデザイン
● プロダクトデザイン
● パッケージデザイン
● 基礎造形
● 造形デザイン
● インダストリアルデザイン
● インターフェイスデザイン

● インタラクションデザイン
● メディアデザイン
● 映像デザイン
● Web デザイン
● インテリアデザイン
● ランドスケープデザイン
● 建築デザイン
● 構造デザイン
● 環境設備デザイン

03

01

特論演習 インターンシップ等
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出会いの広場

2階にありながら人工地盤により緑化された、学生と市民の
憩いの広場。各施設とつながる、大学の中心的スペースです。

浜松市内が一望できる屋上庭園は、まさに都会のオアシス。
山の尾根、波のうねりを思わせる緩やかな起伏が印象的です。

01 創造の丘02

03

04

01

06

05

02

09 10
08

07

ユニバーサルデザインとは、年齢や性別、能力の
如何にかかわらず、すべての人が利用できるように
モノや空間をデザインするという考え方です。あら
かじめ多様な人々の利用を想定し、アクセスを可能
にしておく配慮が必要とされています。本学では、
機能性と審美性を備えた、さりげなく、美しく、
できる限り多くの人のアクセスを可能にするユニ
バーサルデザインを目指しています。

ユニバーサルデザイン

トイレの種類は、男性、女性、多目
的の3種類。各々の違いを識別でき
るよう、入口には手が届く高さに点
字を設置しています。

多機能型トイレとサイン
案内サインは、大学カラーのブルー
を基調に、日本語と英語で表示して
います。点字案内板も学内11カ所
に設置され、音による誘導も行って
います。

音声でも誘導する案内サイン
廊下も階段も幅が広く、ゆったりと
すれ違えるよう設計されています。
廊下は無駄な凹凸がなく、階段は
踏み面を広くとり、勾配も緩やかで
す。

ゆったりとした廊下や階段

すべての人にやさしい、アクセシブルな自由空間

キャンパスガイドC A M P U S  G U I D E  

JR 浜松駅から
徒歩約15分

JR浜松駅

SUAC

SUAC_069



アリーナも備えたバスケットコート２面分の広々とした体育館は、隣のトレー
ニングルームと合わせて授業や運動系クラブ・サークル活動にも使われてい
ます。

大学西側学園通りに面したガラス張りのギャラリーは、185平方メートルの
スペースで、24枚の移動式の展示ウォールにより自由なレイアウトが可能で
す。年間を通じて、市民の方々にも楽しんでもらえるいろいろな展覧会など
が開かれています。

体育館03 ギャラリー04

大講義室05 講堂06 研究棟07

学生ラウンジ08 購買09 学生食堂10

いわゆる階段教室の講義室で、219名を収容可
能。AV機器を完備し、プレゼンテーションの場
としても適しています。

603名を収容できる講堂は、ブラウン系色で統
一され、落ち着いた雰囲気を醸し出しています。
大学の行事、イベントやセミナー、学生の発表
の場として利用されています。

教員研究室が集合する 12階建ての建物。研究
室訪問にはアポイントメントが必要です。

※購買と学生食堂は静岡文化芸術大学生活協同組合が運営しています。
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教育・研究を支えるセンター

図書館・情報センター

図書館・情報センター
Web サイトへ

学生の主体的な学びや教員の調査研究を支える「知の拠点」として、所蔵する資料と
ネットワーク上の情報をもとに、多種多様な学修・調査研究に活用できる環境が整備されています。

約27万冊の図書と約1,700タイトルの新聞・雑誌、約4,500点の視聴覚資料や各種オンラインデータベースを備え、
学生、院生、教員の調査研究活動を支援します。カウンターでは専門スタッフによるレファレンスを行い、学内外の学
術情報にアクセスするための相談も受け付けています。

【メディアステーション ～ “知の拠点” のランドマーク】
ノート PC やタブレット端末により手軽に情報検索が行
え、自由度の高い家具配置によりグループワークなどの
アクティブラーニングが可能なエリアです。

学術情報の収集と提供

学生・教職員の情報環境を整えるため、学内に無線LAN（Wi-Fiアクセスポイント）を設置しています。

学内情報ネットワークの構築
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国際交流センター

グローバルな視野と地域の視点を併せ持つことにより、多文化を理解し、
世界の人 と々積極的に関わることができる人材育成の支援を行っています。

服飾文化研究の専門家を招聘し、日本の着物文化が
海外のファッションや絵画に与えた影響についての講
演会を開催。

大学生チームが英語のプレゼンテーションを披露し、実
際の企業の問題に対処するためのアイデアを発表する
YBM（Young Business Masterminds）に参加。

文化・芸術研究センター
Web サイトへ

留学に関する情報は
Web サイトへ

地域連携センター
Web サイトへ

学術リポジトリ
Web サイトへ

留学支援
留学を希望する本学学生のための説明会の開催や留学への支援をはじめ、
本学で学ぶ外国人留学生を対象にした支援やイベントを実施しています。

多文化共生への取り組み
海外の交流協定校との交流事業の促進や多文化共生に関する学生の活動への
支援など、グローバルなプロジェクトを推進します。

文化・芸術研究センター

学部・研究科の連携による研究活動を推進するとともに、
学術・文化芸術に関わる研究成果の情報発信を行っています。

【研究成果の地域への還元】教員特別研究における
研究成果を地域に還元するため研究成果発表会を
開催。

【研究成果物の公開】静岡文化芸術大学学術リポジ
トリでは、研究紀要、ワーキングペーパー、教員特別
研究費及びイベントシンポジウムの成果を学内外に向
けて公開。

教員特別研究の支援
教員特別研究費制度のもと、教員の積極的で学際的な研究活動を支援し、
2 学部の連携を推進しています。

研究成果の発信
研究成果発表会や静岡文化芸術大学学術リポジトリ、研究紀要で公表し、
行政機関や研究機関の方々へ広く発信しています。

地域連携センター

文化やデザインに関する本学の知見を活かした産業振興や
地域づくりのため、産学官民の連携を進めています。

【公開講座】「ものづくり文化」の原点ともいえる「道
具」を起点に、「ものづくりと人づくり」を多角的に
捉え、座学だけでなく実際に道具に触れることによ
り、身体全体で理解を深める講座を開催。

【イベント・シンポジウム】北遠地区に伝えられた神
事芸能について、祭具や古文書を展示するとともに、
ギャラリートークや演舞を披露。

地域・産学官連携の推進
産学官民からの受託事業を積極的に受け入れ、研究成果やプロジェクトとして
地域に還元しています。

公開講座の開催
社会的に関心の高い事項に関する本学の知見や、本学が重点的に取り組んでいる
学術テーマについて、公開講座として地域に発信しています。

イベント・シンポジウムの開催
本学の教育・研究の成果を産官学各界および広く地域の皆様に
ご理解いただくことを目的として、展示、ワークショップ、セミナーなどの
各種イベントや、様々な研究分野に関わるシンポジウムなどを支援・開催しています。
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留学経験者の声

SUAC_073

国際交流

積極的に人と関わる、

　人と向き合う姿勢を学んだ

Q. 留学までの経緯を教えてください。
留学に行くことは入学前から希望していました。入学後は留学を見据え、イタリア語を履修

しました。オンライン留学でイタリアの学生と交流した際、積極的な意見交換に魅了され、

その思いはさらに強まりました。でも、いざとなると不安で躊躇してしまい、留学の申込み

を出したのは締切最終日でした。この時決断できて本当に良かったです。費用は、親に負

担が掛からないようアルバイトを掛け持ちして貯めました。また、SUAC独自の奨学金制度

も利用できて良かったです。

Q. 留学中に得たもの、成長したと感じたことはありますか ?
イタリアでは、日本と違ってカフェに行くと色々な方が声をかけてくれます。友達を通じて

人とのつながりも自然にできました。私はこれが素敵だと思いました。友人たちは私の目を

見て会話し、興味を持って話を最後まで聞いてくれます。私もより積極的に初対面の方と

コミュニケーションをとるようになりました。相手に対する真摯な姿勢は、今後働いていく

うえでも大切にしたいと思っています。

尾髙 美海

3年次  6ヵ月間 ボローニャ大学へ交換留学
文化政策学部  芸術文化学科 4年 静岡県立磐田北高等学校出身

間違いを恐れず、

　自ら学ぶ姿勢が英語力向上の鍵

Q. 留学までの経緯を教えてください。
中学2年生の時、出身地域のプログラムで10日間カナダへ行きました。そこでは多様な人

種の人々が暮らしており、フレンドリーな雰囲気に魅力を感じました。その経験が強く印象

に残り、「もう一度カナダへ行きたい」と思うようになりました。国際文化学科へ入学後、

海外の文化をより深く学びたいと考え、短期留学を決意しました。来年はさらに長期留学

としてオーストラリアへの留学を計画しています。

Q. 留学中に得たもの、成長したと感じたことはありますか ?
多文化社会のカナダでの交流を通して、日本とは異なる多種多様な価値観や考え方が世界

には存在していることを実感しました。異文化を尊重する姿勢を忘れずに外国の方と協力

していきたいです。また、今回の１ヵ月間のカナダでの生活を通して、自身の英語力も高

めることができたと思います。今後のキャリアにおいては、その英語力を生かすことで、

活躍の場を大いに広げていきたいです。そして、自分の意見をしっかりと持ち、積極的に

自己主張することの重要さも今回の語学研修を通して学ぶことができました。

留学への支援

帰国後のレポートから
留学中はイタリア語の講義に加え、「中世美術史」や「Italian culture」を履修しました。
中世美術史は、一見教会のような雰囲気のある建物で開講され、美術やその時代の建築様式についての理解を深めることができました。講義形式は日本と変わ
りませんが、先生は教室内を歩き回りながら講義を進め、質問のある学生は自発的にどんどん発言していく様子が伺えました。
Italian cultureは、週に一回、夜の時間帯に開講され、歴史や映画・文学などイタリアの文化についてたくさん学ぶことができました。この講義は留学生向けの
コンテンツであるため、すべて英語で進行され、クラス内も溢れるほどの留学生が受講していました。パワーポイントだけでなく映像資料も充実していた印象で、
グローバルな雰囲気を感じられる面白い講義でした。
イタリア語に関しては、学生同士の交流も多く、先生との距離も近いため、毎授業に生き生きと参加できました。

● SUAC奨学金制度
● 日本学生支援機構による奨学金制度の
 　大学認定枠
● 海外協定校で取得した単位の本学卒業
    単位への認定

● 単位互換、留学生宿舎の提供 等【交換留学生】
● 授業料減免制度、奨学金制度
   （SUAC、日本学生支援機構）等【私費留学生】
● 留学生交流会

本学主催の留学・語学研修生には、指定の海外旅
行保険を用意しています。これにより、海外での
万一の事件・事故への対応力を高め、迅速なサポ
ートを可能にします。備えを万全にして、充実した
留学生活にできるよう環境を整えています。

ボローニャ大学
（イタリア）

本学学生の留学支援のために 海外からの留学生支援のために 派遣留学生危機管理サービス

鷲見 航希

2 年次 １ヵ月間 ビクトリア大学へ短期留学
文化政策学部  国際文化学科 2年 静岡県立沼津西高等学校出身

ビクトリア大学
（カナダ）



本学の基本理念である「国際社会に貢献する開かれた大学」の実現に向けて、海外の多様な大学と交流協定を結び、

様々な交流事業を展開してグローバルに活躍できる人材の育成を目指しています。

世界に広がる留学先

海外協定校（18 校） （2025年3月現在）

その他の提携校

SUAC_074

語学研修
実体験を通じて異文化への理解を深め
ることは、真の国際人としての感性を養
う上で、欠くことのできない条件です。
本学では世界に通じる人材育成を目指し
て、世界各国への研修を実施するなど、
語学研修の充実に努めています。（毎年
プログラム内容を見直しています）

2024年度 語学研修先

　ビクトリア大学／カナダ：英語

　バンガー大学／イギリス：英語

　サザンクロス大学／オーストラリア：英語

　デ・ラ・サール・アラネタ大学付属語学センター／フィリピン：英語

　ブルゴーニュ大学 CIEF／フランス：フランス語

　国立台湾師範大学／台湾：中国語

　F+Uアカデミー／ドイツ：イタリア語、ドイツ語

　CCELクライストチャーチ／ニュージーランド：英語

アイルランガ大学／インドネシア

BESIGN（コートダジュール大学）
／フランス

ウェールズ大学トリニティ・セント・
デイビッド／イギリス

国立高等装飾美術学校／フランス

ルール大学ボッフム／ドイツ

ワルシャワ美術アカデミー／ポーランド

サザンクロス大学／オーストラリア

サンパウロ大学／ブラジル

ウダヤナ大学／インドネシア

国立台湾師範大学／台湾

ダッカ大学／バングラデシュ

湖西大学校／大韓民国

華東師範大学／中華人民共和国

浙大城市学院／中華人民共和国

1882年に開学し、現在は経営学部・教育
学部・医療学部・教養学部、薬学部、理
学部の6学部からなる総合大学。オハイオ
州に位置し、学生数約4,000人、地域と
の結びつきが強く、留学生に対するサポー
ト体制も充実しています。

フィンドレー大学 ／アメリカ合衆国
2014年より産学共同国際ワークショップで
交流を深め、2015年に交流協定を締結し
ました。イズミル経済大学（2001年創立）は、
２大学院、7学部、2専門学校からなる総合
大学で、英語で授業を行い、外国籍の教員
が多数在籍する国際色豊かな大学です。

イズミル経済大学 ／トルコ

ブルゴーニュ大学は、1722年創立、フラン
スのブルゴーニュ地方に5つのキャンパスを
持つ国立総合大学で、学生数30,000人、
教員数4,000人を数えます。   国際フランス
語センターは、ディジョン市のメインキャン
パス内にあり、大学の学部に相当する一機
関として毎年3,000人以上の留学生を受け
入れています。本学は2011年から語学研修
学生の派遣を行っています。

ブルゴーニュ大学 CIEF ／フランス
1088年の創立で「世界最古の大学」とも
言われている国立の総合大学です。イタリ
アのエミリア・ロマーニャ州の州都である
ボローニャ市にあり、在籍学生数は10万
人を超えています。アートマネジメント研
究の分 野においては、総合芸 術 学 科
（1970年創立）が先進的研究拠点となっ
ています。

ボローニャ大学 ／イタリア

長期留学
●イギリス
●フランス
●イタリア 語学研修

●イギリス
●ドイツ
●フランス

●ポーランド

ヨーロッパ

長期留学
●トルコ

中近東
オセアニア
長期留学
●オーストラリア

●オーストラリア
●ニュージーランド

語学研修

長期留学
●ブラジル

中南米

長期留学

語学研修

北米

●アメリカ

●カナダ

長期留学
アジア

語学研修
●インドネシア
●大韓民国
●台湾
●中華人民共和国

●台湾
●フィリピン

長期留学できる
海外協定校

12カ国・地域
（2024年度）

語学研修

8カ国・地域
（2024年度）
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本学では多くの学生がグローバルな視野やスキルを培えるよう、多彩な留学プログラムを提供しています。

海外留学プログラム

SUAC_075

海外日本語教育インターンシップ

海外の日本語教育の現場で授業見学・授業補助・教壇実習を体験する

プログラム。 2024年度は本学と交流協定を締結しているアイルランガ

大学（インドネシア）で実施しました。本プログラムは、様々な背景・

学習動機を持った学習者がどのように日本語を学んでいるかを知り、そ

の後の日本語教員養成課程での学びに繋げることを目的としています。

本学からは国際文化学科３年生（日本語教員養成課程履修者）が参加

し、授業見学・アシスタント・教育実習などを行いました。観光・文化

体験も経験し、プログラムを通して現地の文化を学ぶとともに学生交流

の機会を得ました。

実施期間／2024 年 9 月 5 日～ 9月18 日（14 日間）
場　　所／アイルランガ大学（インドネシア）

語学パートナー

留学生と日本人学生が互いの母語を教え合う「語学パートナー」は、

自然な言い回しやネイティブな発音を教え合える環境で、言語の交流

だけでなく、お互いの文化についても会話するなど、身近な国際交流

の取り組みとなっています。

イタリアンデザインサマースクール

本学と交流協定を締結しているボローニャ大学（イタリア）のデザイ

ンサマースクール。世界最古と言われるイタリアのボローニャ大学にて、

デザインを学びます。世界各国から参加者が集まり、授業やメンバー

間のやりとりは英語で行われました。本学からはデザイン学科の学生

が参加。授業は主に座学、見学、プロジェクトワークに分けて行われ、

トスカーナ地方での伝統工芸見学や、ランボルギーニ、フェラーリな

ど車産業の見学を通じて、デザインの歴史や製品の進化を深く理解し

ました。3D CADでのボトルデザインや、カトラリーやキッチン用品

などのデザインにも挑戦し、実践的な学びの場となりました。17日間

という限られた時間でしたが、参加学生は、共に高め合える仲間との

出会いや新たな文化と価値の発見など、海外に赴いてこそできる様々

な経験をすることができました。

実施期間／ 2024 年 8 月 23 日～ 9 月 8 日（17 日間）
場　　所／ボローニャ大学およびベルティノーロ研修センター（イタリア）



年次1・2

年次3

社会

クラブ・サークル活動

ボランティア活動

業界研究

留学・語学研修

年次4
就職活動

ゼミ・卒業論文

インターンシップ

キャリアサポート

学生生活を通して、将来の夢や希望が実現できるよう、
就職ガイダンスやセミナー、資格取得のための講座など、
様々な就職支援行事を行っています。

就職支援

SUAC_076

個人面談

就職ガイダンス（全学対象）

就職ガイダンス（デザイン学部対象）

業界研究セミナー

模擬面接・グループディスカッション講座

就職相談

履歴書・エントリーシートアドバイス

面接練習

低学年向けキャリア支援セミナー

ポートフォリオ制作ガイダンス
（デザイン学部対象）

自己分析

業界研究

企業研究

エントリーシート作成準備

面接練習

企業説明会

志望動機・自己PRまとめ

採用試験

1年次・2年次 4年次
3年次

学内企業説明会

資格取得等対策講座

エントリーシート提出
筆記試験
面接・グループディスカッション
内定

インターンシップ／
オープンカンパニー説明会

インターンシップ／オープンカンパニー

授業・研究・制作

サークル

アルバイト

ボランティア

就
職
活
動

就
職
支
援

将来を見据えた視点で1年次から準備

デザイン職の
就職活動について

学びます
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SUAC_077

もともと図書館司書を目指していましたが、大学で司書課程を履修する中で、公務員も図書館職員
として働く機会があることを知り、選択肢を広げるために公務員試験に挑戦することを決めました。
しかし、試験範囲が幅広く独学では難しいと感じたため、3年生から公務員講座を受講。数学や経
済など苦手な分野を克服できたことに加え、対面講義ならではの仲間との情報交換や先生方のきめ
細かなサポートが大きな助けになりました。
また、キャリア支援室でエントリーシートの添削を受けたり、公務員の先輩と集団討論の練習を重
ねたりと、試験対策に力を入れました。その結果、地元福島の県庁職員として内定をいただくことが
できました。
今後は、福島県の魅力を発信する広報の仕事に携わりたいと考えています。大学で県外の人と交流す
る中で、福島に対するイメージが震災や東北地方といった漠然としたものが多いことに気づきました。 
自分自身が地元の魅力を再認識し、県内外の人に福島の素晴らしさを伝えていきたいと思います。

合格者の声

大森 花梨
文化政策学部  文化政策学科 4年 福島県立安積黎明高等学校出身

公務員試験に挑戦し、福島の魅力を発信する仕事へ

高い就職実績を支える、手厚いサポート

キャリア支援室職員が3年生全員と個人面談を
実施し、希望する業種、職種、勤務地などを確
認します。ここで得た情報をもとに、学生が希
望する進路実現についてきめ細かなサポートを
していきます。

９７.８%
（2024年度 卒業生実績）

就職希望者決定率 個人面談

就職活動に必要となる、進路選定や受験対策など
テーマごとに座学と実践をバランスよく組み合わせ
たガイダンスを年間通して実施し、誰でも無理なく
就職活動準備が進むようにしています。

就職ガイダンス

本学学生の関心の高い企業を中心に採用担当者を
招き、会社概要から募集職種、採用試験などにつ
いて説明をしてもらいます。本学OB・OGが参加
する機会も多く、生の情報を得ながら参加学生は
企業研究を進めています。

学内企業説明会

ポートフォリオの作り方、業界・職種別の動向や
実技試験など、デザイン職の就職活動特有の傾向
と対策について解説し、デザイン学部生の就職活
動をフォローします。

デザイン系就職ガイダンス

公務員など専門的な対策が必要とされる就職試験
に向けたものから、分野に限らず仕事をするにあた
って有用と思われる資格など幅広い分野にわたって
各種の講座を開講しています。

資格取得等対策講座

簿記検定試験対策講座
簿記の知識は社会のあらゆる仕事や生活で役に立ちます。この講座では基本的
な商業簿記および記帳、決算などに関する実務を学び、日商簿記検定試験の3
級合格を目指します。

ファイナンシャル・プランニング技能検定対策講座
貯蓄計画、投資対策、税金対策など、総合的に資産計画を行う専門家である3
級FP技能検定の合格を目指す講座で、金融機関や証券、保険会社を志望する
学生に人気があります。

公務員試験対策講座
公務員特有の学科試験について、教養と専門の2講座を開講し、１～２年かけて
勉強していきます。料金は市価の約半額と格安で受講できます。

公務員試験直前演習講座
公務員試験を直前に控えた５月から６月にかけて模擬問題を中心とした答案練習
を行います。公務員志望学生はこの講座を受講し試験対策の総仕上げを行います。

MOS試験対策講座
オフィス事務のスタンダードソフトであるExcelやWordなどの利用能力を証明
する資格試験です。試験合格に向けて受験勉強をすることにより、各ソフトの
機能を体系的に習得できます。

秘書検定試験団体受験
ビジネスシーンで必要な一般常識や接遇・マナーといった分野を学ぶ検定
です。基本的なマナーを身につけておけば、就職活動の際にも人事担当者
や面接官に好印象を与えることができます。

公務員試験対策

福島県庁
内定先
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就職内定者からの声

挑戦し続けることで、見つけた自分の道

私は就職活動において、業種を一つに絞らず、多様な分野の企業に挑戦しました。エネ

ルギー商社、生命保険会社、ホテル業界、旅行会社など幅広く受験し、最終的にJTBへ

の入社を決めました。選択の決め手は、自分が心からワクワクできる商材を扱っているか

どうか。そして、グローバルにもグローカルにも活躍できる環境があるかでした。大学生

活では、長期留学、日本語教員養成課程、地域ボランティア活動、学祭運営など、多

くの挑戦をしました。特に、2年次のアメリカ留学では、日本文化を発信するイベントを

企画・運営。英語でのプレゼンや現地の人々との交流を通じて、異文化理解とコミュニ

ケーション力を磨きました。

就職活動ではキャリア支援室を最大限活用し、50枚以上のエントリーシートを添削し

てもらい、面接対策も徹底。支援室の方々が親身に相談に乗ってくれたことで、安心

して挑戦を続けることができました。

SUACは、  興味のあることに挑戦し続ける環境が整っている大学です。ここでの経験が、

私の成長を大きく後押ししてくれました。

4
年
間
の
流
れ

株式会社 JTB

1年次 2 年次 3 年次 4 年次

・ボランティアサークルに参加
  （チャリティー活動、環境保全活動）
・留学準備を開始

・海外協定校のアメリカ・
  フィンドレー大学へ１年間の留学
・イベント運営委員会に所属し、
  日本文化イベントを企画
・インターンシップの準備を始める

・カンボジアでの海外建築
  ボランティアに参加
・ボランティアサークルの臨時代表
  となり、文化祭運営に携わる
・知的財産プレゼンコンテストに出場

・武者修行プログラムに参加し、実践的な
  ビジネススキルを学ぶ
・お試し地域おこし協力隊への参加
・キャリア支援室を活用しながら、
  多業種への就職活動を実施

好きなものをとことん追求できる

環境がここにある

4
年
間
の
流
れ

1年次 2 年次 3 年次 4 年次

・授業での制作に意欲的に
  取り組む
・家具コンペに応募

・二輪デザイン公開講座を受講
・授業外でblender、クレイモデル制作
・ポートフォリオ制作
・二輪車、四輪車メーカーのインターン
  に参加

・授業外でクレイモデルを多数制作
・ポートフォリオのブラッシュアップ
・デザイン会社で短期アルバイト
・二輪車、四輪車メーカーのインターンに参加
・普通自動二輪免許取得

・本田技術研究所に内定
・卒業制作

髙橋 光子

文化政策学部  国際文化学科 4年
静岡県立静岡東高等学校出身

北原 大裕

デザイン学部  デザイン学科 4年
長野県岡谷南高等学校出身

内定先

株式会社
本田技術研究所

内定先

大学に入学した当初は、漠然とモノづくりが好きで、家具デザインのコンペに参加するな

ど幅広く学んでいました。転機となったのは、2年生の時に参加した「二輪デザイン公開

講座」。バイクメーカー4社が合同で開く講座で、そこでクレイモデルの存在を知り、そ

の魅力に惹かれました。以来、プロのデザイナーの指導のもと、空きコマも放課後も工

房でクレイモデル制作に没頭するようになりました。

インターンを経験するうちに、二輪のモデラーとして働きたいという思いが強まりました。

四輪に比べて少人数のチームで開発を進める二輪業界では、自分の関わる範囲が広く、

貢献度が高いと感じたからです。さらに、業界全体の雰囲気の良さや、バイク好きな人々

の製品に対する熱量にも魅力を感じました。

就職活動では、誰よりも多く制作を行い、探究心を持って楽しむことを意識しました。キ

ャリア支援室のサポートも手厚く、エントリーシートの添削を受けたことで自信を持って

臨むことができました。

SUACには、自分の「好き」を追求できる環境が整っています。充実した工房、教授との

距離の近さ、浜松というモノづくりの街ならではの学びが、私の成長を支えてくれました。

文
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政
策
学
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取得可能な資格等／文化政策学部

幼い頃から教員という職業に憧れ、大学では選択肢の一つとして教職課程を履修しました。
本格的に教員を志したのは3年生のとき。ゼミ活動やアルバイトなど、様々な経験を重ねる中
で、自分が本当にやりたいことは教育だと気づき、より一層熱意を持って教職の勉強に取り
組みました。所属ゼミでは、中山間地域に通い、昔話の採録調査を行い、その成果を本とし
て出版。地域の方々と対話を重ねることで信頼関係を築く大切さを学び、国語教員として文
章力を磨く貴重な経験になりました。また、学校外の学びが視野を広げるきっかけとなり、「教
える」という行為の奥深さを実感しました。4年次の教育実習では、生徒たちの成長を間近
で見守ることができ、「やはり教員は素晴らしい職業だ」と再確認。座学では学べない学校
現場のリアルを体験し、改めて教師としての使命を強く感じました。実際の授業では、マニュ
アル通りにはいかない難しさを痛感する場面もありましたが、その分、子どもたちと正面から
向き合う大切さを学びました。私は、生徒が主体的に考え、成長していける環境をつくりたい。
そのために、常に問いを投げかけ、共に考え続ける教師でありたいと思っています。

藤井 七海
文化政策学部  国際文化学科 4年 愛知県立成章高等学校出身

生徒と共に成長し続ける教員を目指して

 

教育職員免許状 ［中学校教諭一種・高等学校教諭一種］

芸術文化学科

ー

ー

○

○

ー

○

文化政策学科

社会

公民

○

ー

ー

○

国際文化学科

国語 / 英語

国語 / 英語

○

ー

○

○ ※　※　 ※他学科科目（文化政策学科科目）の履習
が必要なため、計画的な履習が必要です。

※「必須の教育内容 50 項目に対応した日本語教員養成課程等」
及び「平成 12 年度報告に対応した日本語教員養成課程等」

1

中学校教諭一種・高等学校教諭一種の免許状を取得できる教職課程を
設けています。教職課程を履修し、必要な科目の単位を修得するととも
に教育実習（2～ 4週間）、中学校一種はさらに特別支援学校・社会福
祉施設などで介護等体験実習（7日間以上）を行うことが必要です。教
員として就職するには教員採用試験に合格することが条件となります。

 

博物館学芸員3

博物館で資料の収集・保管・展示・調査研究のほか、これらの関連事
業について専門的事項に携わる職員となるための資格です。美術館、
資料館、水族館、動物園、植物園などでも専門職として活躍できます。
博物館学芸員養成課程を履修し、必要な科目の単位を修得するととも
に博物館実習を行うことで資格が得られます。

 

図書館司書2

図書館で専門的職務に従事する職員に求められる資格です。司書課程を
履修し、必要な科目の単位を修得することで資格が得られます。また、
課程科目を履修する中で、大学での学修や仕事上で必要となる、情報・
資料・文献の探索方法や組織化などに関する知識や技術を身につけるこ
とができます。

 

日本語教員養成課程4

日本語教員養成課程は、日本語を母語としない人に日本語を教える
ための必要な知識・技能を学び、日本語教師として日本語学習者を
指導する高い能力をもつ人材を養成する課程です。なお、本学の日
本語教員養成課程は、文部科学省より課程（※）の確認を受けた
ものであり、同課程を修了する方は、国家資格「登録日本語教員」
の登録に必要となる研修、及び試験の一部が免除されます。

 

社会調査士5

社会調査士とは、社会調査の知識や技術を用いて、世論や市場動向、社
会事象等を捉えることのできる能力を有する人材に対して、一般社団法
人社会調査協会が与える資格です。社会調査士の資格によって、調査報
告書を適切に評価したり、自ら調査を企画・実施・分析したりできる一
定の能力を有する人材であることをアピールすることができます。

中学校教諭一種1

高等学校教諭一種1

図書館司書2

博物館学芸員3

日本語教員養成課程4

社会調査士5

合格者の声

愛知県
教育委員会

（中学校教員）

内定先
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取得可能な資格等／デザイン学部

 

一級・二級建築士 木造建築士試験 受験資格1

建築士は建築物の設計および工事監理を主業務とし、建設会社や建築
設計事務所、官公庁などで活躍できます。定められた科目の単位を修
得し卒業することで、建築士資格を得るための試験を受験する資格を
取得できます。さらに本学卒業後、本学大学院デザイン研究科に進学し、
所定の科目の単位を修得すれば、免許登録要件としての実務経験年数
（2年）として認定されます。

インテリアプランナー登録資格2

インテリアプランナーは、インテリアプランニングにおける企画・設計・
工事監理を行うインテリアに関する知識と技術に習熟した専門家のこと
です。設計製図試験に合格・登録し、所定の実務経験を経ることにより、
インテリアプランナー資格を得られます。本学の所定の単位を修得する
ことで、合格後の実務経験が免除されます。また、２０歳以上の人に
受験資格があり、在学中でも学科試験に合格・登録すると、アソシエ
イトインテリアプランナーの称号が付与されます。

 

商業施設士補資格（認定校）3

商業施設士補資格とは、商業施設の企画・設計・デザイン・監理など
に関する知識を有していることを証した資格制度です。本学の所定の単
位を修得し、商業施設士補資格講習会を受講修了することにより資格
が取得できます。最短で２年生の段階で商業施設士補を取得すること
ができ、商業施設士補資格取得後は在学中でも商業施設士資格試験に
チャレンジすることもできます。

社会調査士4

社会調査士とは、社会調査の知識や技術を用いて、世論や市場動向、
社会事象などを捉えることのできる能力を有する人材に対して、一般
社団法人社会調査協会が与える資格です。社会調査士の資格によっ
て、調査報告書を適切に評価したり、自ら調査を企画・実施・分析
したりできる一定の能力を有する人材であることをアピールすることが
できます。

■ 建築士受験資格

■ インテリアプランナー登録資格

■ 商業施設士補資格（認定校）

■ 社会調査士4

3

2

1 ○
○

○

○

建築士受験資格は、所定の単位を修得した場合に得られます。

インテリアプランナー登録資格は、所定の単位を修得した場合に得られます。

商業施設士補資格講習会の受講資格として所定の単位修得が必要になります。

他学部他学科科目（文化政策学科科目）の履修が必要なため、計画的な履修が必要です。

デザイン学科

建築士資格取得の流れ ※受験資格や免許登録要件は2025年3月時点のものです。「建築士法」の改正等により変更されることがあります。

所定の科目の単位を修得し、本学デザイン学部を卒業することで、
「一級建築士試験」および「二級建築士試験」「木造建築士試験」の受験資格を取得できます。

本学で取得を
目指す場合

学科試験（毎年 7月）
建築計画／建築法規／建築構造／建築施工

設計製図試験
（二級／毎年 9月、木造／毎年10月）

※一級建築士免許登録のためには、❶❷の両方を満たす必要があります。 

一級建築士試験 2 年以上の実務経験

本学大学院 デザイン研究科など
所定の科目の単位を修得

1 2

または

2 年以上の実務経験

本
学
卒
業

免
許
登
録

木造建築士・
二級建築士

一級建築士

学科試験（毎年 7月）

設計製図試験（毎年 10 月）

計画／環境・設備／法規／構造／施工

設計事務所／建築会社等設計・工事管理・施工
管理／官公庁（建築行政や営繕業務）など
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数字で見る SUAC
SUAC

CAMPUS
LIFE

SUAC_082

学生の出身地

47都道
府県

3ヵ国
日本全国、海外から学生が

集まっています。
地元が同じの同級生、先輩に

出会えるかも

コンパクトな大学で、すぐ皆と顔なじみになれるアットホーム感がグッド

学生数

1,494人
教員数

教員1名あたりの学生数は16.2人で、
先生からも名前と顔を覚えてもらえる

距離感がイイですね

気になるクラブ・同好会はありますか？
学科学年を越えた仲間が見つかるかも

90
人

学生クラブ・同好会数

63
団体

2025年4月現在

1,457人学部生 37人大学院

25人国際文化
学科 15人文化政策

学科

13人芸術文化
学科 37人デザイン

学科

50団体文化系クラブ・同好会

13 団体体育系クラブ・同好会

大学公認の学生団体
一覧はこちら

学生の地区別就職先

九州・沖縄
1.5%

中国
0.4%

北海道・東北
0.4%

北陸甲信越
3.0%

東海
( 静岡除く)

15.4%

関西
6.0%

四国
1.5%

静岡県
34.1%

関東
37.8%

学生の出身地域
その他
0.3% 北海道

1.4%

東北
2.7%

関東
4.7%

東海
( 静岡除く)

29.0% 北陸甲信越
7.5%

関西
4.2%四国

2.7%

静岡県
40.8%

中国
2.9%

九州・沖縄
3.6%



論述が苦手でしたが、授業を
通して少しずつ書けるようにな
ってきました。イベント企画の
経験を活かし、「佐久間分校
のオリジナルカレンダーづく
り」にも挑戦中です。地域の
魅力を伝えるデザインを意識
しながら、視野を広げるため
英語学習にも力を入れていま
す。大学生活を通して自分の
可能性を広げたいです。

WHAT'S

YOUR

CHALLENGE?

# 挑戦していること　# バイト
# 働くことの大変さ　# ブライダル

# 好きなこと　# 友達と旅行
# 綺麗な景色をみる　# 文化財などをみる
# 大学生の休みを楽しむ

#学校の授業
#高校の時とは違いパソコンをよく使う
#友達と協力して作った　#カレンダー作り
#いろいろな学び
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週4日、実家から通っています。浜松
駅までのアクセスも良く、便利な環境
です。

8:40 大学に到着 
Excelの基礎から学び、今後はデータ
分析にも挑戦。将来に役立つスキルを
身につけたいです。

1限目「リサーチ＆プランニング基礎」 
いつもの友人たちとおしゃべり。何気
ない時間ですが、楽しくリフレッシュ
できます。

昼 ランチタイム 
授業後は友達とお茶をしたり買い物を
楽しんだりしています。アルバイトの日
はブライダル関係や塾講師の仕事もこ
なしています。

夕方 浜松駅周辺でショッピング 

一週間のスケジュール（2024 年後期） ※授業名、活動名など

高校3年生の夏、担任の先生に勧められてオープンキャンパスに参加しました。
そこで先生方や在校生の親しみやすさを感じ、SUACの雰囲気の良さに惹かれて志望
しました。入学後も、先生との距離が近く質問しやすい環境で、学びやすさを実感
しています。
現在、特に興味を持っているのは「リサーチ＆プランニング基礎」。Excel の使い方
から始まり、今後はデータ分析も学べるため、実践的な力が身につきそうです。また、
地域連携演習の一環として「佐久間分校のオリジナルカレンダーづくり」にも参加。
人口減少が進む地域の魅力を発信するプロジェクトで、私の地元も同じような課題
を抱えているため、他人事とは思えず関わることにしました。イベント企画の経験
も活かしながら、どうすればより多くの人に興味を持ってもらえるか、考えながら取
り組んでいます。

大学生活を楽しみながら、
視野を広げる毎日です

SUAC 生の 1日

高根 颯希
文化政策学部 文化政策学科 1年
静岡県立藤枝東高等学校出身

SATSUKI TAKANE

1
9:00～10:30
1

9:00～10:30

22
10:40～12:1010:40～12:10

33
13:00～14:3013:00～14:30

44
14:40～16:1014:40～16:10

55
16:20～17:5016:20～17:50

月月 火火 水水 木木 金金
情報リテラシー 
応用 B

文化政策概論

情報システム論

静岡学 経営学

社会心理学

経済学地方行政論

リサーチ＆
プランニング基礎

ユニバーサル／
インクルーシブ
デザイン概論

英語
コミュニケーション

ⅡB

英語
コミュニケーション

ⅡA
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# 映画好き　#旅行好き
# 撮影現場を見学
#映画館でよく鑑賞する
# SF 好き

#メキシコ居酒屋でのアルバイト
#テキーラカクテル作り　#本格的なタコス
#バーカウンターでの接客
#深夜に食べる美味しい賄い

# 趣味カメラ　# 祖父からもらったカメラ
# 風景撮ることが好き
# こだわりのキヤノン製品
# 散歩中の犬の写真も撮る

 

一人暮らしのマンションは通学に最適
な立地。遠州の強風と格闘しながら登
校する日も。

9:30 自転車通学 
友人たちと一緒に食事。情報交換の場
にもなっている。

12:00 ランチタイム 
授業の合間を活用して、カーデザイン
のスケッチやモデリングに取り組む。

 
社会人との関わりを持てる場。接客を通
じてコミュニケーション能力も向上中。

 

伊藤 颯
デザイン学部 デザイン学科 3年
三重県立川越高等学校出身

SOU ITO

14:00 自主制作 19:00 アルバイト（メキシカン居酒屋）

これまで関心のあることばか
りに目を向けてきましたが、今
は多様な分野の知識を取り入
れることで、新しい視点が得
られると実感しています。現在
はカーデザインに取り組みつ
つ、地域や社会の課題にも目
を向けたデザインにも挑戦。
英語の学びにも力を入れなが
ら、自分の幅を少しずつ広げ
ているところです。

WHAT'S

YOUR

CHALLENGE?

一週間のスケジュール（2024 年後期） ※授業名、活動名など

入学当初は建築を学ぶつもりでしたが、授業を受けるうちにものづくり全般に関心が広
がり、  現在はカーデザインに興味を持っています。特に、モデラーという職種に惹かれ、
車や立体物の造形について日々学んでいます。個人の好みを反映するデザインではな
く、社会問題を解決するデザインに魅力を感じ、今後もこの視点を大切にしたいです。
現在取り組んでいる活動は本学教員の監修のもと行われている「他大学生 × 自動車
メーカーとの合同プロジェクト」。インターンで出会った県外大学の学生に誘われ、カ
ーデザインを本格的に学び始めたばかりの自分にとって、早く成長する機会になると
考えて参加しました。プロジェクトでは、自動車メーカーのデザイナーの方から約70
～80時間にわたりマンツーマンで学び、プロの姿勢や考え方、技術を深く吸収でき
ています。ものづくりの第一線で活躍する方 と々直接関われるのが、このプロジェク
トの大きな魅力です。

社会問題を解決する価値ある
デザインを考えたい

1
9:00～10:30
1

9:00～10:30

22
10:40～12:1010:40～12:10

33
13:00～14:3013:00～14:30

44
14:40～16:1014:40～16:10

55
16:20～17:5016:20～17:50

月月 火火 水水 木木 金金

総合演習 Ⅰ商品戦略概論

デザイン思考

デザイン
マネジメント

インダストリアル
グラフィックス

コミュニケーション
プロダクツ

ものづくりの
デザイン

プロダクト
デザインプロセス

（自主活動）
他大学生×
自動車メーカー
合同プロジェクト

（自主活動）
他大学生×
自動車メーカー
合同プロジェクト
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私は舞台美術を学んでいます。中学生の頃、音楽フェスで昼と
夜で変わるステージに魅了され、空間デザインに興味を持ちまし
た。入学後、舞台美術のコンペで案が採用され、自分のデザイ
ンが形になる経験をしました。公演で子どもたちが楽しそうに舞
台を見る姿を目にし、「また作りたい」という強い思いが芽生え
たことが私のターニングポイントでした。
その後も劇団の舞台美術を担当し、実践的に学び続けています。
舞台セットは単にデザインするだけでなく、演出の意図を反映し、
限られた条件で最適な形を創り出す必要があります。多くの人と
意見をすり合わせながら創り上げる力が身につきました。
SUACには、自分の「やりたい」を形にできる環境があります。
仲間や先生から刺激を受けながら、今後も舞台美術の技術を高
め、照明演出にも挑戦して、さらに魅力的なステージを創り出
していきたいです。

八木 更紗
デザイン学部  デザイン学科 3年
静岡県立島田高等学校出身

創る喜びが、
人を動かす力になる。

私はグラフィックデザインを専攻し、デザインの本質を学ぶこ
とに力を入れています。SUACは技術だけでなく、デザインの
考え方やマネジメントまで学べる環境であり、入学後に視野が
大きく広がりました。
私のターニングポイントは、短期留学と碧風祭でのショップ運
営です。短期留学では、学んできたことが世界で通用すること
を実感し、自信がつきました。また、碧風祭では友人とハンド
メイド雑貨店を立ち上げ、コンセプト設計から運営までを経験。
スケジュール管理やマネジメントの重要性を学びました。
現在は「みゅうプロジェクト」に参加し、新商品のプロモーショ
ン企画に携わっています。SUACには挑戦の機会が多く、積
極的に動けば新しい道が開ける環境があります。今後もデザイ
ンの力を活かし、成長していきたいです。

渡邊 彩夢
デザイン学部  デザイン学科 3年
愛知県立西尾高等学校出身

デザインの本質を学び、
挑戦し続ける。

高校ではミュージカルを学びましたが、「支える側として芸術文
化に関わりたい」と考え、SUACに進学しました。SUACはア
ートマネジメントを学べる数少ない大学の一つで、多様な芸術文
化に触れられる環境に魅力を感じました。
大学生活のターニングポイントは碧風祭運営委員会の委員長を
務めたことです。高校1年生のとき、SUACの碧風祭に感銘を
受け、「入学したら運営に関わりたい」と決めました。90名の委
員をまとめるのは初めてで、進捗管理や指示の難しさを痛感しま
したが、周囲の支えもあって無事にやり遂げました。
また、デザイン学科の友人との出会いも大きな転機でした。彼
らの創作への真剣な姿勢に触れ、アーティストやクリエイターの
権利を守ることが芸術文化の発展に重要だと実感し、知的財産
管理技能検定3級を取得。現在は2級取得を目指して勉強中で
す。将来は、創る人を支える仕事に就きたいと考えています。

平島 凜
文化政策学部  芸術文化学科 3年
日本音楽高等学校（東京都）
（現・品川学藝高等学校）出身

創る人を支えたい。
その想いが、
私の未来を決めた。
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入学後に出会った友人たちは、私の価値観を大きく変えま
した。感情をあまり表に出さない性格でしたが、英語と日本
語が混ざった会話の中で、自分の気持ちを素直に伝えられ
るようになり、心地よさを感じています。
大学生活の転機は、碧風祭運営委員会のステージ局長を務め
たことです。軽い気持ちで参加したはずが、一歩踏み出し組
織をまとめることになり、適材適所の大切さを学びました。
当日は、演者の笑顔や観客の楽しむ姿を見て、大きな達成感
を得ました。
次の挑戦は、アメリカで1年間有期契約社員として働くことで
す。異文化の中で働くことに不安もありますが、これまでの
経験を活かしながら成長したいと思っています。SUACは自
分らしく学び、挑戦できる環境が整っています。ここでの経
験が、あなたの未来を大きく広げてくれます。

丸山 紗輝
文化政策学部  国際文化学科 3年
静岡英和女学院高等学校出身

決断することで、
世界は広がる。

入学当初はコロナ禍で制約の多い生活でしたが、先輩方の
サポートを受けながら、人との交流を深めました。その影
響で積極的に行動することの大切さを実感し、軽音楽部の
部長としてイベントを企画・運営、碧風祭の総務局長とし
て活動しながら、バレー部やアルティメットサークルにも所
属しました。多くのことを並行して取り組んだ経験は、大
きな自信につながりました。
また、半年間の海外協定校へのブラジル留学は私の価値
観を大きく変えました。帰国後は、外国籍の子供の教育課
題について卒論で研究。多様な経験を積んだことで、広い
視野と柔軟な思考が身についたと感じます。卒業後はメー
カーの営業職に就き、海外勤務を目指して語学力をさらに
磨いていきたいです。

深町 彰真
文化政策学部  文化政策学科 4年
群馬県立前橋南高等学校出身

挑戦の連続が、
自信と未来をつくる。

入学当初はグラフィックデザインに興味がありましたが、立
体造形の授業をきっかけにプロダクトデザインの面白さを知
りました。特に、モノが「使われる」ことで生まれる体験
に惹かれ、プロダクトデザインを専攻することを決めました。
また、モビリティデザインサークルに所属し、そこで出会っ
た先輩の影響でモビリティ分野に興味を持つように。インタ
ーンやワークショップにも積極的に参加し、最終的に車の
GUI デザインを手がける企業への内定が決まりました。
SUACは、自分から動けばどこまでも挑戦できる環境です。
領域を越えて学び、先生や仲間とつながることで、予想も
しなかった出会いや学びが生まれます。これからも、デザ
インを全力で楽しみながら、新しい挑戦を続けていきたい
です。

伊藤 愛
デザイン学部  デザイン学科 3年
豊川高等学校（愛知県）出身

自ら動き出せば、
すべてがつながっていく。
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碧風祭碧風祭碧風祭
碧風祭は、文化政策・デザイン両学部の特色を活かし、社会貢献や国際交流を追求する学生実行委員会による学生主体の大学祭です。
地域企業・団体と連携し、文化・芸術の発信拠点を目指しながら、浜松の「顔」となる存在感のある大学祭を目指します。

HEKIFU-SAI

SUAC_087

碧風祭の由来：青（碧）・浜松の風・祭
スクールカラーの鮮やかな青（碧）と浜松の風をイメージしSUACから浜松に、世界に、未来に、新しい風を起こすような碧風祭を創り出して
いこうという思いが込められています。

碧風祭2024（2024.11.3～4）開催の様子
主催：静岡文化芸術大学碧風祭実行委員会



公式 Web サイトでは
さらに詳しいカリキュラム内容をご案内しています。

大学案内よりさらに詳しいカリキュラムに関わ

るご案内は、公式Webサイト（右記 2次元コード）

の「カリキュラム」内の「学部カリキュラム」

をご覧ください。

カリキュラム一覧
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文 化 政 策 学 部

デ ザ イ ン 学 部

0 8 9

0 9 1

0 9 3

0 9 4

文化政策学部カリキュラム一覧

デザイン学部カリキュラム一覧

卒 業 要 件 単 位 数 一 覧

全 学 科 目 一 覧
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「文明観光学コース」は P039、「オプショナル・スタディーズ」は P040 をご覧ください。
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専門科目
卒業研究

日本・東アジア

多文化共生

地中海・西欧・北米

政策

経営

情報

政策とマネジメント

文化と芸術

芸術運営の実践

専門能力の確立

●日本文化史
●日本文学史
●現代日本語表現
●日本文学A・B
●漢文学

●日本史学A・B
●日本語語彙研究
●日本文学作品研究
●古文書の調査と読解
●美術史(日本･東洋)Ⅰ

●東南アジアの文化と社会A・B
●中国の文化と社会
●韓国社会論
●中国古典学
●アジアビジネス論

●東南アジアの歴史
●韓国文化史
●現代の東南アジア

●近現代の中東A・B
●イタリア文化史
●フランス文化論
●ルネサンス文化史
●古代ギリシア・ローマ文化と社会

●中東現代史
●英米文学史
●西欧・北米文化論
●英語文学概論A・B

●イギリス文化論
●西洋史学A・B
●英語学概論Ⅰ・Ⅱ
●音楽史Ⅰ
●ドイツの思想と社会

●美術史(西洋)Ⅰ・Ⅱ
●英語文化入門
●地中海地域文化論

●多文化とエスニシティ
●イスラーム概論
●日英語比較研究
●文化交流論
●国際労働力移動論

●日本語音声学
●日本語文法Ⅰ・Ⅱ
●日本語教授法Ⅰ・Ⅱ
●国際協力論
●国際機構論

●持続可能な社会
●フェアトレード論
●日本語教育特論
●日本語教育の実践と応用
●Global Studies：Culture and Society Ａ・B

●Global Studies：
   Global Issues
●国際開発論

●政治学
●法律学
●行政学
●行政法

●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域社会論
●地方財政論

●創造都市論
●経済政策論
●環境政策論
●地域福祉論

●経営戦略論
●マーケティング論
●地域ビジネス論
●社会起業論

●経営財務論
●産業組織論
●日本経済論
●グローバルビジネス論

●金融経済論
●地域産業論
●産業遺産と産業史
●デザインとマーケティング

●広報･広告論
●マスコミュニケーション論
●臨床社会心理学
●メディア文化論

●組織心理学
●地域情報論
●社会統計分析
●質的調査法

●芸術文化政策の理論
●アートマネジメントA～C
●芸術文化政策の国際比較

●文化施設の管理と運営
●文化財保護政策
●現代社会と芸術文化

●文化と芸術A～D
●現代芸術論A～C
●芸術特論A～D

●音楽史Ⅰ・Ⅱ
●演劇史Ⅰ・Ⅱ
●美術史(西洋)Ⅰ・Ⅱ

●美術史(日本･東洋)Ⅰ・Ⅱ
●鑑賞と批評Ⅰ・Ⅱ

●展示プロデュース論
●保存と修復
●舞台運営論

●舞台技術論
●劇場プロデュース論
●デザイン思考

●空間演出総合計画

●学術情報論
●地理学
●地誌学
●社会理論

●情報法学
●公共デザイン戦略
●外国語文献研究

●地域観光論
●都市デザイン論

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

文
明
観
光
学
コ
ー
ス 

演
習（
ゼ
ミ
） 

・ 

卒
業
論
文

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

演
習（
ゼ
ミ
）・卒
業
論
文・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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デザイン学部

キャリア形成

教養

スポーツ活動

必修外国語

総合

デザイン必修

デザイン選択

総合演習

卒業研究

2026 年度 カリキュラム一覧

人間的素養・基礎力の養成 専門領域へのアプローチ

英語
●英語中級ⅠA・ⅠB
●英語中級ⅡA・ⅡB
●英語上級ⅠA・ⅠB
●英語上級ⅡA・ⅡB
●マルチメディア英語Ⅰ・Ⅱ
●ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ
●Online English Studies

中国語
●中国語初級ⅠA・ⅠB
●中国語初級ⅡA・ⅡB
●中国語中級ⅠA・ⅠB
●中国語中級ⅡA・ⅡB
●マルチメディア中国語

フランス語
●フランス語初級ⅠA・ⅠB
●フランス語初級ⅡA・ⅡB

ポルトガル語
●ポルトガル語初級ⅠA・ⅠB
●ポルトガル語初級ⅡA・ⅡB

韓国語
●韓国語初級ⅠA・ⅠB
●韓国語初級ⅡA・ⅡB

インドネシア語
●インドネシア語初級ⅠA・ⅠB
●インドネシア語初級ⅡA・ⅡB

イタリア語
●イタリア語初級Ⅰ・Ⅱ
●イタリア語中級Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語
●ドイツ語初級ⅠA・ⅠB
●ドイツ語初級ⅡA・ⅡB

導入
●文化芸術体験演習
●学芸の基礎

情報・データサイエンス
●ICTスキル基礎
●デジタル表現基礎
●データサイエンス入門

基礎理論
●プロダクトデザイン概論
●匠造形概論
●グラフィックデザイン概論
●映像構成論
●建築デザイン論
●ユニバーサル/
  インクルーシブデザイン概論

基礎演習
●視覚表現演習
●写真撮影技法
●プログラミング基礎演習
●素材基礎演習
●専門横断演習

キャリアデザイン
●キャリアデザイン概論
●キャリアデザイン講座
●キャリアデザイン演習

実践演習
●企画立案演習
●地域連携演習A・B
●自主課題演習

●文学　
●哲学
●心理学
●宗教学
●歴史学
●文化人類学
●日本文化論
●静岡学
●文明と観光
●ユーラシア文明論
●法と社会　
●経済学基礎
●現代の国際社会
●社会学概論
●社会調査論

●デザイン概論
●基礎造形（平面）
●基礎造形（立体）

●情報社会論
●人権論
●数学概論
●科学技術論
●サステナブルデザイン
●健康科学
●Japanese Cultural Studies
●音楽と社会
●芸術と社会
●色彩・形態論
●映像メディア論
●空間デザイン
●デザイン史
●青年心理学

全学科目 学部科目

●スポーツ活動A・B

●特別共同授業A～H ●産官学連携授業A～H
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専門能力の確立

専門理論
●生体機能論
●デザイン思考
●建築構造
●現代デザイン論
●人間工学
●UXデザイン論
●くらしと創造
●色彩計画論
●サウンドデザイン
●ゲーム・遊びのデザイン
●建築空間計画
●インテリアデザイン論
●空間演出計画Ⅰ
●構造力学Ⅰ
●日本伝統建築
●メディア産業論
●フィッティングデザイン
●ユーザーインターフェース
●地域産業デザイン
●インダストリアルグラフィックス
●移動のデザイン
●デザインとマーケティング
●テキスタイル概論
●木のデザイン
●都市デザイン論
●空間演出計画Ⅱ
●構造力学Ⅱ
●環境計画

専門演習
●図学・製図
●建築図学・製図
●製品CAD
●ウェブデザイン
●建築基礎演習
●建築CAD
●ユニバーサルデザイン演習Ⅰ
●プロダクトデザイン演習Ⅰ
●CAD表現技法
●匠造形基礎演習
●素材加工演習
●グラフィックデザイン演習Ⅰ
●アニメーション基礎
●映像基礎演習
●3DCG演習Ⅰ
●建築設計演習Ⅰ
●空間表現技法
●空間演出演習Ⅰ
●ユニバーサルデザイン演習Ⅱ
●プロダクトデザイン演習Ⅱ
●パッケージデザイン演習
●匠造形演習
●グラフィックデザイン演習Ⅱ
●絵本・イラストレーション演習
●映像技法演習
●サウンドデザイン演習
●3DCG演習Ⅱ
●デジタルコンテンツ演習

●建築設計演習Ⅱ
●空間演出演習Ⅱ
●木造建築演習
●デザイン英語
●プロダクトデザイン演習Ⅲ
●グラフィックデザイン演習Ⅲ
●UI・UXデザイン演習
●デジタルプレゼンテーション
●映像表現演習
●建築設計演習Ⅲ
●コンピューテーショナルデザイン
●インタラクティブプロダクト演習

学部間共通科目
●視覚芸術論
●広報・広告論
●マーケティング論
●劇場芸術論
●都市経営論
●産業遺産と産業史
●経営学
●ルネサンス文化史
●メディア文化論
●美術史（西洋）Ⅰ・Ⅱ
●美術史（日本・東洋）Ⅰ・Ⅱ
●経営戦略論
●地域ビジネス論
●文化と芸術D

●世界建築史
●インタラクションデザイン
●ファニチャーデザイン
●コミュニケーションデザイン論
●サウンドメディア論
●エンターテイメントデザイン
●地域計画論
●ランドスケープ計画
●空間演出総合計画
●建築材料
●設備設計
●デザインマネジメント
●プロダクトデザインプロセス
●装飾文様論
●絵本論
●グラフィックナラティブ
●建築法規
●構造計画
●建築生産

学部科目

●総合演習Ⅰ・Ⅱ

●卒業研究・制作

●建築総合演習Ⅰ・Ⅱ
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※履修方法の詳細は
   P093をご覧ください。

卒業要件学習領域 科目名

スポーツ活動

全学科目

総 合

キャリア
形成

3単位 

教 養

必修外国語

 

導 

入

実
践
演
習

キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

情
報
・

デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

1単位
以上

1単位
以上

1単位
以上

12単位
以上
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ザ
イ
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●文化芸術体験演習　●学芸の基礎

●ICTスキル基礎　●デジタル表現基礎　●データサイエンス入門

●キャリアデザイン概論　●キャリアデザイン講座　●キャリアデザイン演習

●スポーツ活動A　●スポーツ活動B

●特別共同授業A～H　●産官学連携授業A～H

●企画立案演習　●地域連携演習A　●地域連携演習B　●自主課題演習

●文学　●哲学　●心理学　●宗教学　●歴史学　●文化人類学　●日本文化論　●静岡学
●文明と観光　●ユーラシア文明論　●法と社会　●経済学基礎　●現代の国際社会　●社会学概論
●社会調査論　●情報社会論　●人権論　●数学概論　●科学技術論　●サステナブルデザイン
●健康科学　●Japanese Cultural Studies　●音楽と社会　●芸術と社会　●色彩・形態論　
●映像メディア論　●空間デザイン　●デザイン史　●青年心理学

文
化
政
策
学
部 

8
単
位
以
上
※

デ
ザ
イ
ン
学
部 

同
一
言
語
で
4
単
位
以
上

英語
●英語中級ⅠA・ⅠB ●英語上級ⅠA・ⅠB ●マルチメディア英語Ⅰ・Ⅱ
●英語中級ⅡA・ⅡB ●英語上級ⅡA・ⅡB ●ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ
  ●Onlile English Studies

中国語
●中国語初級ⅠA・ⅠB ●中国語中級ⅠA・ⅠB ●マルチメディア中国語
●中国語初級ⅡA・ⅡB ●中国語中級ⅡA・ⅡB

フランス語 ポルトガル語 韓国語
●フランス語初級ⅠA・ⅠB ●ポルトガル語初級ⅠA・ⅠB ●韓国語初級ⅠA・ⅠB
●フランス語初級ⅡA・ⅡB ●ポルトガル語初級ⅡA・ⅡB ●韓国語初級ⅡA・ⅡB

インドネシア語 イタリア語 ドイツ語
●インドネシア語初級ⅠA・ⅠB ●イタリア語初級Ⅰ・Ⅱ ●ドイツ語初級ⅠA・ⅠB
●インドネシア語初級ⅡA・ⅡB ●イタリア語中級Ⅰ・Ⅱ ●ドイツ語初級ⅡA・ⅡB
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入学金

授業料（年額）

区　　分

535,800円

県内の入学者 県外の入学者

入学時

摘　　要

366,600円141,000 円

（2025年度）入学生に適用する学納金

学費等の支援制度

学生相談

各種制度により学生の向上心を受けとめ、様々な相談に応じることができる体制が整っています。

学費・学生支援制度

※2026年度の学納金については変更になる場合があります。

修学支援新制度
本学は修学支援新制度の対象機関であり、国が定める要件を満たす学
生は、授業料の減免と奨学金の給付をセットで受けることができます。

授業料の分割納入制度
授業料を一括して納入することが困難な場合には、申請により分割し
て納入する制度があります。

日本学生支援機構貸与型奨学金
無利子の第一種、有利子の第二種奨学金、さらに入学時特別増額貸
与奨学金を取り扱っており、機構が定める要件を満たす学生は、本学
の窓口を通じて利用することができます。

長期履修制度
障害等により、履修できる科目数が制限され、4年間での卒業が困
難であると認められた学生について、最長で6年間まで4年間分の授
業料にて在学できる制度があります。

夢や希望にあふれて大学に入学する一方、新たな生活に不安や戸惑いを感じることもあるかもしれません。
本学では、履修に関する相談に対する教務委員（専任教員）を学科・研究科ごとに置いているほか、保健室や学生相談室、教務・
学生室を設け、様々な相談に応じる体制を整えています。

民間団体・自治体の奨学金制度
在学中に応募できる奨学金制度を随時ご案内しています。奨学金制
度の中には本学の学生が優先的に採用を受けることができる制度が
複数用意されています。

留学支援制度
海外に留学する学生に対する独自の支援制度を用意し、留学の形態
に応じた支援を行っています。

学生と教員との緊密なコ
ミュニケーションを図るた
めに、本学ではオフィス
アワーを設けています。
教室では十分に尋ねられ
なかった事項や専門分野
の説明などを聞くことがで
きます。

病気やけが等の応急処置
や心身の健康に関する相
談に応じます。保健室で
対応できない場合は、学
校医または専門の医療機
関を紹介しますので、お
気軽にご相談ください。

心の不安、つまずきなど
様々な相談に、専門のカ
ウンセラーが応じます。
直接相談しにくい内容で
も、メールにより相談を
受けられるので安心です。

コミュニケーションが苦
手、グループワークがうま
くできない、身体に障がい
があるなど大学で勉強す
る上で困っている学生を個
別にサポートします。

オフィスアワー  
（教員研究室での個別相談）

保健室 学生相談室 教務・学生室
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: 実施

一般選抜 特別選抜学校推薦型選抜

デザイン学科デザイン学部

国際文化学科
文化政策学部 文化政策学科

芸術文化学科

学　部 学　科
後期日程前期日程 公募制 英語重点型

公募制
社会人
帰国生徒
外国人留学生

国際文化学科

募集人員学　部 学　科 区　分 受験者数 合格者数志願者数
前　期

前　期

後　期

前　期
後　期

後　期

文化政策学部 文化政策学科

芸術文化学科

前　期

デザイン学部 デザイン学科

 

後　期

特別選抜（社会人・帰国生徒・外国人留学生入試）

学生募集要項（学校推薦型選抜）

大学院募集要項

学生募集要項（一般選抜） 2025年10月下旬

2025年9月上旬

2025年9月上旬

2025年5月下旬

本学WebページからPDFファイルを
ダウンロード（※）

名　　称 公表時期（予定） 配布方法等

国際文化学科
国際文化学科（英語重点型）

文化政策学科

デザイン学科

学科・区分学部 募集人員

芸術文化学科

文化政策学部

デザイン学部

2026年度入学者選抜 概要

2026年度学生募集要項について

2025年度入学者選抜 実施結果 〈一般選抜〉

2025年度入学者選抜 実施結果 〈学校推薦型選抜〉

学生募集要項は、以下の通り配布・配信予定です。

※入試日程、試験科目の詳細は、2026年度入学者選抜要項、学生募集要項等で確認してください。
　「一般選抜（前期日程・後期日程）」は、独立行政法人大学入試センターが2026年1月に実施する「大学入学共通テスト」を受験する必要があります。
　「外国人留学生入試」は、独立行政法人日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」を受験する必要があります。

※このうち、一般選抜および学校推薦型選抜については、インターネットによる出願になります。

※デザイン学部デザイン学科の前期試験の（　）内の数字はポートフォリオ提出型選抜入試の人数です。

65
10
40
5
36
5

75

18
7

25

10
14

45
14

111

32
56

45
14

111

32
55

18
7

26

10
15

150
252
149
148
74
84

301

143
70
141
54
71
28

288

70
28
48
9
43
5

88

10

Ⅰ  数学 40
Ⅱ  実技 35

　（5）

Ⅰ  数学 177
Ⅱ  実技 124

　（26）

Ⅰ  数学 170
Ⅱ  実技 118

　（26）

Ⅰ  数学 45
Ⅱ  実技 43

　（5）

158 82 10
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https://www.suac.ac.jp/

お問い合わせは下記まで

開催日（予定）

Tel.053-457-6401 Fax.053-457-6123

土

2次元コード読み取り
対応型端末をお持ち
の方はこちら

実施方法・内容等の詳細は、
公式Webサイトをご覧ください。

＜入試案内＞

〒430-8533 静岡県浜松市中央区中央2-1-1

Webサイトアドレス

8/9 日8/10

静岡文化芸術大学　入試室
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※本学へお越しの際は、公共の交通機関をご利用ください。

遠鉄バス（約10 ～15分間隔で運行しています）

浜松駅北口バスターミナル10 番のりば→バス停「文化芸術大学」下車

浜松

84分85分
77分

20 分30 分

※JR 東海 Webサイトにて検索。乗り換え時間等は含みません。
※各駅より新幹線「ひかり」号利用

東海道新幹線

新大阪 名古屋 静岡 品川 東京

新幹線をご利用の場合 浜松駅からバスをご利用の場合

※浜松駅北口バスターミナル10番のりばから出ているバスは、「文化芸術大学」
　バス停を通ります。ただし、系統番号2番を除きます。　
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Web へのご案内

アクセス

航空機をご利用の場合 新千歳／丘珠
約150 分

出雲
約70 分

福岡
約90 分

那覇
約130 分

熊本
約90 分

鹿児島
約90 分

富士山静岡空港
静岡県

浜松市

SUAC

公式サイトでSUACの最新情報をチェック。
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大学公式 X
@suac_official 

大学公式 YouTube
@suac2000

大学入試室公式 LINE
@ycp2163i

各学部の学びや学生生活をはじめ、入学試験や最新イベント
情報、オープンキャンパスなど受験生に役立つ情報を満載
しています。本誌とあわせてぜひご覧ください。

静岡文化芸術大学公式 X、Instagramでは、大学からのお知らせや
イベント情報を随時お届けしています。

静岡文化芸術大学公式 YouTube チャンネルでは、
大学の学びや学生の活動を紹介する動画を配信しています。

静岡文化芸術大学入試室公式 LINEでは、
本学の入試情報や進学説明会情報、学生生活の様子などを発信しています。

大学公式 SNS

2 次元コードをスマートフォン・携帯電話で読み込むと
Webサイトをご覧いただけます。

https://www.suac.ac.jp/

大学公式 Instagram
@suac2000

◎JR 浜松駅より徒歩15分   ◎遠州鉄道「遠州病院駅」下車、徒歩8分

N

JR 東海道新幹線・JR 東海道本線

遠
州
鉄
道

遠州病院駅

アクト通り 学園通り

●遠州病院

●東小学校

●

●

六間道路

R152

新浜松駅

至名古屋 至東京
JR浜松駅

第一通り駅

アクトシティ

静岡文化芸術大学

バス
ターミナル

静岡県
浜松総合庁舎

ホテルクラウン
パレス浜松 楽器博物館

馬
込
川
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	 P081_088_キャンパスライフ_碧風祭

